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乙女ゲームの破滅フラグしかない悪役令嬢に転生してしまった…４









第一章　事件は突然に







　日がだいぶ傾きかけてきていることに気づき僕は少し歩みを速める。あまり遅くなると心配をかけてしまう。

　急ぎ足で進む道は、少し前までは人で溢あふれていたが夕飯時のためか人の姿がまばらになってきていた。

　通り過ぎる民家らしき家からは、夕食の美味おいしそうな匂においが漂ってきていた。

　僕は手に抱えた袋を抱え直した。袋の中には下町でしか手に入らない庶民向けの菓子が入っている。

　しばらく我慢させていたからきっとすごく喜ぶだろうな。

　この菓子を持ち帰ればそれは喜ぶであろう相手のことを思うと自然と笑みが浮かんできた。

　今日きょう、こうして菓子を買いに来たことは秘密にしている。

　普段ならこんな風に突然、菓子を買っていくことなどないのだが……最近、色々と大変な彼女を少しでも喜ばせたくてこうして下町までやってきたのだ。

　しかし、店が思ったより混んでいて思っていたより遅くなってしまった。オレンジ色に変わっていく空の下、僕はさらに歩みを速めようとした。その時だった。

　おそらく路地に続いているのであろう横道から何者かがすっと出てきて僕の目の前に立ちはだかった。

　深くフードをかぶったその姿はそんなに大きくはなかった。フードの下のドレスは女性のもののようだ。女なのか？　一体、誰だれだ。

　偶然、ぶつかりそうになっただけというには様子がおかしく、意図的に僕の前に立っているといったその人物を僕はいぶかしげに見つめる。すると、

「ひさしぶりね」

　目の前の人物が声をかけてきた。それは間違いなく女の声だった。しかし馴な染じみのある人物の声ではなかった。

「……どちら様ですか？」

　警戒し低い声で尋ねると、女は媚こびたよう声を出し、距離をつめてきた。

「まぁ、どちら様だなんて他人行儀なこと言って」

　女はフードを外し、その背には長い髪が広がった。

「！」

　女の顔を目にし、僕は驚きょう愕がくに目を見張った。

　僕のその表情を目にして、女は真まっ赤かな唇を吊つり上げ笑った。

「ねぇ、お願いがあるの、聞いてくれるでしょ？」

　再び女の口から出たその媚びた声を受け、僕の顔は再び険しくなっていった。







★★★★★★







「いい加減に起きてくださいお嬢様。早くしないと授業に遅れてしまいますよ」

　少し厳しい口調でそう声をかけられ、私はベッドの上で重たい瞼まぶたを開ける。

　カーテンの開け放たれた窓からは朝の陽ひざしが差し込んでいる。

　う～んと伸びをして、まだ閉じたがる目をこすりながら身体からだを起こすと、メイドのアンがいつものように素早く私の身だしなみを整えてくれる。

　アンにお礼をいって、私はまだ半分寝ぼけつつ学舎にいく準備を始める。

　私、カタリナ・クラエスがこの魔法学園に入学してもうすぐ二年だ。ついこの間、入学したばかりだと思っていたのにもうすぐ卒業である、月日の流れるのはなんとも早いものだ。

　入学した当時はこんな風に無事に卒業を迎えられるなんて思いもよらなかったのになー。

　私は昨年の入学式を思いだし、しみじみとそう思った。

　私、カタリナ・クラエスはどこにでもいる公爵令嬢である。まぁ、公爵令嬢はそんなに数多くないのでどこにでもいる訳ではないが、それでもそうした身分こそあれど、中身はいたって普通の女の子である。

　ただ普通でない点をあげるならば、八歳の頃ころに頭をぶつけて前世の記憶を思い出してしまったということだろう。

　前世の私は、普通のサラリーマン家庭の長女としてすくすく育ち、やがて立派なオタクの女子高生に成長した。

　漫画にアニメ、ゲームを堪能し、それは素敵な日々を過ごしていたのだが……ある不運な事故によりその生涯を終えてしまった。

　そして、公爵家の令嬢として無事に生まれ変わった訳ではあったが……なんとこの生まれ変わった令嬢、カタリナ・クラエスは前世の私が亡くなる前日までやっていた乙女おとめゲームの悪役令嬢だったのだ！

『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ』という名のオタク友に勧められて必死にやっていた乙女ゲーム。その攻略対象の婚約者で主人公のライバル、恋を邪魔する悪役。

　ゲーム内でそうとう、うっとうしいと思っていた人物に生まれ変わってしまったのだ……。

　しかも、この悪役令嬢、主人公がハッピーエンドで国外追放、バッドエンドで死亡というどう転んでも破滅しかないという最悪な人物だった。

　八歳でこの事実に気が付いた私は、魔法学園に入学してゲームが始まるその時まで必死に努力を重ね、それはそれは完かん璧ぺきな破滅対策をたてた。

　そして昨年の春、『破滅になんか負けはしない！』と意気込んで入学したのだが……。

　まさかの友情エンドで終わるとはねー。

　ゲームの主人公であるマリアは、それは美しく優しくお菓子作りも上手で、もうお嫁さんにしたい候補ナンバー一というくらいにとにかく魅力的な存在だった。

　だが、ゲームエンディングであった昨年の卒業式、その終わりはまさかまさかの皆、お友達の友情エンドで終わりを迎えたのだった。

　それはあまりにも予想外で、あっけない終わりであった。

　そのため、私はとくに今まで考えてきた対策一つ使うことなく、あっさりと破滅を回避してしまったのだった。

　そして無事に二年に進級したのだ。

　その後に、ちょっとしたトラブルはありつつも、今こうして無事にそろそろ卒業の時を迎えようとしている。

　本当に昨年の入学式の時点では考えられない幸運な毎日だわ。

　卒業も近づき、本日こそ授業があるが、ない日も多くなってきている。初めこそ少し危ぶまれた成績の方も、優秀な友人たちのお蔭かげでなんとかなった。

　国外追放か、殺されるかとアワアワしていた時が嘘うそのように、こうしてもうすぐ卒業を迎えるのだが、ここにきて新たな問題が一つ……。

「お嬢様、またお花とお手紙が届きました」

　アンがそう言って花束と手紙を運んできた。

　花束はピンクの花がベースのとても可愛かわいらしいものだったが、それを見た私は思わずため息をついてしまう。

　この花束こそが破滅を無事に乗りこえた私の今、唯一の問題なのである。

「どうせすぐに会うのに……わざわざこんな風に花と手紙をくれなくてもいいのに……」

　私の言葉にアンは苦笑しつつ、花束を花瓶に綺き麗れいにおさめていく。

　さすがに毎日ではないが……さほど日をおかず届けられる花で、私の部屋はかなり花だらけになってしまっている。

　私は花束とともに届けられた手紙を手に取り、先ほどより大きなため息をつく。

　きっと、この手紙には恋愛経験値ほぼゼロである私が、思わず赤面するほどの凄すさまじい口説き文句が綴つづられているのだろう。

　……ジオルドは一体どうしてこんな風になってしまったのか……。

　私はこの手紙と花束の送り主であるジオルド・スティアートについて思いを馳はせた。

　ジオルド・スティアートは元々この乙女ゲーム世界の攻略対象だった。国の第三王子で何でもできる天才、それゆえに世の中に退屈し、つまらない日々にうんざりして過ごす。

　そしてこの魔法学園に入学し、明るく天真爛らん漫まんな主人公に出会い惹ひかれていくというストーリーだった。

　ここでその主人公とジオルドの恋のライバルとして登場するのが、私、カタリナ・クラエスであった。

　幼い頃、額にできた傷を盾に婚約し、その後もジオルドの婚約者として彼に付きまとい、ジオルドが主人公に惹かれていくのに気が付くと主人公にそれは凄まじい嫌がらせを行い二人の仲を邪魔立てするのだ。

　その結果、罪を裁かれ国外追放になったり、主人公に切りかかりジオルドに返り討ちにされて命を奪われたりという破滅が待ち受けているのだが……。

　まぁ、実際の私は主人公に嫌がらせなどしていないし（むしろあんなに可愛くて素敵なマリアになにかしようとする輩やからには徹底的に威嚇してやった）、ジオルドに付きまとってもいない（むしろいつでも婚約解消しますよと訴え続けた）。

　それでも、もしかしてやってくるかもしれない破滅にしっかりそなえて、いつでも国外にいけるように畑道具一式を準備しつつ、切りかかられた時用にポケットにヘビの玩具おもちゃを仕込んでいたのだが……。

　邪魔者はいないのに、マリアとジオルドはエンディングで結ばれることはなかった。

　そうして結局、私とジオルドの婚約は解消されず二年に進級しても私はジオルドの婚約者のままだった。

　しかし、乙女ゲームのストーリーを知る私は、どうせカタリナはジオルドにとって他ほかの言い寄ってくる女性たちからの防波堤に過ぎないので、ジオルドがこれからマリアやそれ以外の女性に恋をすれば晴れてお役御免になれると信じて疑っていなかった。

　ただ早めに相手を見つけてほしいな～と呑のん気きに他人ひと事ごととして考えていたのだった。

　だが、そんな私の考えが覆される出来事が少し前に起こったのだ。それは、学園祭の頃に起こった。

　破滅を無事に乗りこえて浮かれに浮かれて、今世初の学園祭という名の祭りを満喫していた私は、とあるトラブルに巻き込まれてちょこっと誘拐されてしまったのだ。

　まぁ、誘拐といってもひどいことなど一切されていない。

　浮かれてただでさえさほどない警戒心もゼロになっていたところ、どうも薬で眠らされてさらわれたらしいのだが、目を覚ましてみれば、優しく気の利くメイドさんをつけてもらい三食昼寝つきの素晴らしい生活を送らせてもらった。

　心配してくれた皆にはとても言えないが、むしろ学園や自宅にいるよりずっと快適だった。

　まぁ、私がそんな感じでも誘拐は犯罪であり、しばらくして私は皆によって捕らわれていた屋敷から救出されたわけなのだが……。

　無事に助け出されたその時になぜかジオルドにキスをされたのだ。人生初、むしろ前世にも経験したことなどなかったので二つの生でのファーストキスだった。

　突然の事態に混乱して気を失った私は、再び目を覚ました時、その出来事は夢だったと結論づけた。

　だって、ジオルドがただの防波堤婚約者である私にあんなことしてくるはずがないのだから……そう、思っていたのに……。

　学園で再び会ったジオルドは甘ったるい顔でもう一度、私の唇を奪い、

「夢だと思ったのですか、前回も今回も夢ではありませんよ」

　そう言って微笑ほほえんだのだ。

「ど、どうして……」

　動揺する私にさらに衝撃の事実を彼は告げた。

「それは口づけの意味ですか？　もちろんあなたのことを愛しているからです」

　それはまったく信じられないほどの衝撃だった。

　前世、今世と恋愛にまったく無縁で生きてきた私がまさか告白をされる日がくるなんて……しかも、相手は乙女ゲームの攻略キャラであるそれは美しい王子様。

　二次元の時はただにまにまと見ていられたのに……いざ三次元であの美しい顔が目の前にせまってきたら……。

　わぁ～[image: ]

　またあの時のことを思い出し、顔が赤くなる。

　う～、一体どうしたらいいのか……。

　私が乙女ゲームの主人公みたいにモテモテの女子なら告白の一つや二つ、数々のアプローチにも上手うまく対応できるのかもしれないが……なにせ私は前世から合わせても恋愛事にはまったく縁のなかった恋愛経験値ゼロ女子である。

　もうこの人生、いや前世ふくめ二世での初告白アプローチに日々動揺し、アワアワ言い続けている。しかも相手は美しくてモテモテの王子様、動揺はさらに大きい。

　はぁ～。私は再び大きなため息をついた。







「それにしても、なんで私なのかしら？」

「はぁ、突然どうしたの義姉ねえさん？」

　学舎に行く準備を終えたところで、いつも迎えに来てくれる優しい義弟おとうとキースが寮の部屋にやってきたところで、私は何度も浮かんでいた疑問を口にしてみた。

「ジオルド様のことよ。なんで私なのかしらと思って」

「ああ、そのことか」

　キースが心なしか強こわ張ばった表情でそう返してきた。その表情に、やはりキースも変だと思っているのだなと思う。

「だってジオルド様ときたら引く手数多あまたの人気者じゃない」

　そうジオルド王子は女性にそれはそれは人気がある。

　美しい国の王子様というだけでなく頭もよく運動神経もよく、おまけに魔力まで高いというまさにパーフェクトな男なのだから女性がほっとく訳もない。

　よってカタリナ・クラエスという婚約者がいても数多くの女性からアプローチを受けるほどに人気者なのだ。

「素敵な方をいくらでも選び放題でしょうに」

　それに元々のゲームでは、ジオルドは日々に退屈していたので、主人公のように天真爛漫で明るい女の子に惹かれるということだったのに……。

「それなのに、なんでこんななんのとりえもない私なのかしら」

　身分こそ公爵令嬢である私だが、生まれながらの悪役面でそこまで美人ではないし、頭もそれほどよくなければ、魔力だってほとんどない。

　ダンスも苦手だし、得意なことといったら木登りと魚つりくらいしかない至って普通の女子なのに。

「こんな普通で面白味のない私の何がよいのかしら？」

　本当にわからないと首を傾げると、義弟はどこか遠い目をして言った。

「義姉さんは、もう一度、辞書で普通という言葉の意味を調べてみたほうがいいよ」

「？」

　どういう意味かわからず、頭に？マークを浮かべていると、

「おはようございます。カタリナ」

　後ろから、それはさわやかな声が聞こえた。

　ああ、噂うわさをすれば……振り返れば、思っていたとおりの人物がそれはいい笑顔で近づいてきた。

　国の第三王子にしてカタリナ・クラエスの婚約者、ジオルド・スティアート王子その人である。

「……おはようございます。ジオルド様」

　やや動揺しつつ挨あい拶さつを返すと、ジオルドは見事な早業で距離をつめてきた。

「今日も花と手紙を贈らせてもらったのですが、無事にとどきましたか？」

　そう言ってかなりの至近距離で極上のスマイルを浮かべる。

　近い、近すぎるよ～！　三次元のスーパー美形に心臓が破裂するよ！

　前は『ちょっと人との距離感が掴つかめない人なのね』くらいにしか思ってなかったけど日々、口説かれて、意識するようになってしまうとその近さに平然とはしていられない。

「あ、あのジオルド様、もう少し……」

　離れてくれないでしょうか、そう言おうと思ったのに言い終わる前にジオルドは離れていった。

　いや、よく見ると自主的に離れた訳ではなく、他の人物の手によって引っ張られていったのだ。

「ジオルド様、近づきすぎですよ」

　ジオルドを引っ張り私から離してくれた義弟キースが、これまたジオルドに負けないくらいのスマイルを浮かべて言った。

　ああ、ありがとう義弟よ。お蔭で私の心臓は守られた。

「キース、僕とカタリナはいずれ結婚するのですよ。もっと触れ合ってもいいくらいですよ」

　そう言うとジオルドは手を伸ばして私の頬ほおに触れてきた。その長い指がそっと触れる感覚に思わずビクッとなり、私はさっと距離をとる。

　そんな私を見てキースは眉まゆをひそめ、

「何が結婚ですか怯おびえているじゃないですか、義姉さんこっちに」

　キースに促され、私はさっと彼の後ろへと隠れる。

　しかし、義弟よ、私は別に怯えている訳では……。

「カタリナは怯えている訳ではなく僕を意識してくれているのですよ」

　ジオルドがまるで私の内心を読んでいるかのようなことを言う。

　確かに彼の言うとおりである。決して怯えている訳ではないのだ……ただこういった恋愛事にあまりにも不慣れでどうしていいかわからずに動揺してしまうのだ。

　さすが完璧王子ジオルド、完全に見透かされている。キースの後ろからジオルドの鋭さに感心していると、

「まったく欠片かけらも意識されてない誰かとは違いますので」

　ジオルドがそう言って不敵な笑みを浮かべた。

　すると、キースの身体がビクッと揺れた。

　ん、意識されないって誰の話だろう？

　何やら反応したキースには何のことか、わかったのかしら？

　見上げたキースの顔はなんだかとても悲しそうで、

「あの……」

　声をかけようとしたその時、

「カタリナ様、おはようございます」

　元気な挨拶とともに、親友のメアリ・ハントがその婚約者であるアラン・スティアートとともにやってきた。

　なんとなく微妙な空気になりそうだった場がメアリの明るい声で一気に華やかになる。

「おはよう。メアリ、アラン様」

　笑顔で挨拶をかえすと、メアリも同じくふにゃんとした愛らしい笑顔を浮かべる。

　社交界などの公の場では令嬢の見本のような優雅で完璧な笑顔を浮かべるメアリだが、こうして私たちと話す時にはそれは愛らしい笑顔を見せてくれるのだ。

　一方、連れのアランは『ああ』と挨拶なんだかよくわからない素っ気ない返事をするが、これもいつものことだ。

　ジオルドほど愛想よくしろとは言わないが、それでももう少し愛想をよくすればよいのにと思ってしまう……でもアランファンの方々に言わせるとそういうところがいいのだそうだ。よくわからないが、乙女心は奥が深い。

　まぁ、とにかく二人の登場で空気が変わった。

　しかし、ニコニコと私を見ていたはずのメアリがいつの間にか社交界用の笑顔になり、

「あら、ジオルド様、このような時間にこんな所にいらっしゃって大丈夫ですか？　確かかなり生徒会の仕事が多量に溜たまっていたと思いますが」

　ジオルドに向けてそう言った。

　それは言葉としては心配しているようであったのだが……なんだろうどこかまた微妙な空気が漂っている気がした。

「そうですね。結構な量でしたけど、本気でやったのですぐに終わりましたよ」

「そう、それはよかったですわ……」

　なんだろうメアリは笑顔なのに……なんか雰囲気が……。

「それにしてもなぜか最近、急に仕事量が増えてきましたね。一体どうしたのでしょうかね？」

「卒業式も近づいてきましたし、そのせいではないのですか」

「そうですかね？　まるで誰かが意図的に僕に仕事を押し付けて、時間をさこうとしているようにも思えてしまっているのですけどね」

「まぁ、ジオルド様ったら、お疲れで被害妄想がでてきているのではないですか。今日はもうこのままお一人でお休みになられていた方がよいのでは？」

「まぁ、今のところはそう思っておきましょうか。ですが、いくら仕事量が増えても僕にはさほどの苦にはなりませんから」

「ほほほ、さすがジオルド様。余裕ですわね」

　すごくよい笑顔なのになんだか雰囲気の悪い二人の会話は、

「おはようございます。皆様、そろそろ学舎にいかなくては？　遅れてしまいますわ」

　と少し寝坊でもしたのか慌てた様子でやってきたソフィアによって終了した。

　そして、私たちはいつものように皆で一緒に学舎に向かった。
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　ちなみにソフィアは私の予想どおりに寝坊したらしい、なんでもつい夜更けまで小説を読みふけってしまったらしい。とても面白かったそうで今度、私も貸してもらうことになった。

　学舎につくと、寮の違うマリアが待っていてくれて、一緒に教室に向かい皆で残り少なくなった座学授業を受けた。







「昨日きのう、魔法省のほうに行きましたら、ラーナ様が今度はカタリナ様も一緒にきてくださいとおっしゃっていましたわ」

　座学の授業が終わり休み時間になったところでマリアがそんな話をしてきた。

　マリア・キャンベル。本来の乙女ゲームの主人公にして、国でも一握りしかいない光の魔力保持者。

　彼女は卒業後、魔法省に勤めることがすでに決まっており、魔法学園の授業が少なくなってきた現在、何度か魔法省の方にも顔を出しているのだ。

　そしてそのマリアの直属の上司となる予定の女性、ラーナ・スミスとは少し前に起こった事件をきっかけに知り合った。

　その正体を知らぬまま、少しの間を一緒に過ごしたラーナ。とても話しやすく気さくな感じな人だったが、その正体はなんと魔法省のお偉いさんだったのだ。それもかなり上のクラスのお偉いさんだった。

　そんなラーナがなぜか私のことを気に入ってくれて卒業後に魔法省へ就職したらどうだと勧めてくれているのだ。しかも自分が推薦するとまで言ってくれている。

　このまま卒業するとジオルドのお嫁さんにされてしまう可能性が高い。

　いや、ジオルド自身が嫌な訳ではないのだが、なんせ彼は王子様で彼と結婚するということはすなわち王族になるということだ。

　正直、今の公爵令嬢という身分だってギリギリなのに……ちゃんとやっているつもりでもお母様にはまだまだお説教されてばかり。

　そもそも、前世の記憶が戻った私はあまり貴族令嬢むきではない気がする。農民とか町人くらいの方がしっくりくる。

　そんな私が王族……国のトップの地位に……。

　少し前なら、婚約はジオルドがちゃんと好きな人を見つけるまでのこと、無事に婚約解消されたら何しようかな～くらいに考えていた。

　普通の貴族の家ならさっさと嫁にいけと言われるかもしれないが……クラエス家では私に甘いお父様は『カタリナの好きにしていいよ～』って感じだし、お母様は『どこかに嫁いで恥をさらすくらいならば家にいてくれた方が』と二人とも特に嫁入りをせかすことはなかった。

　だからこそ学園卒業後のこともそれは気楽に考えていたのに……まさか、ジオルドが本気のアプローチをしてくるなんて……。

　このままでは、本当に王族の仲間入りをしてしまう。そうならないためには――魔法省に入ってしまえばよい。

　そのことを私に教えてくれたのは、友人であり現在魔法省に勤務するラファエルだった。

　魔法省は王に継ぐ権力を有している。そのため、魔法省に入職すればたとえ王子の要望があれど、そうすぐに結婚してお城に連れていかれることはないと言うのだ。

　それは今の私にとってまさに救いの手ではあるのだが……なんというかいまいち自信がないのだ。

　なにせ私の魔力は学園でも最弱レベル、これで学力でも秀でていればまだ研究職でとなったかもしれないが、それもいまいち。

　こんな何にもない普通の女がエリートの巣そう窟くつである魔法省にやすやすと入っていいものなのか。

　前世からよく『ずうずうしいところがある』と親に叱しかられたきた私だが……さすがにこのないないづくしの状態で国一番の組織に完全なコネクションで入るのは気が引けるのだ。

　よって、せっかく誘ってくれるラーナにもまだちゃんとした返事ができないでいた。

　今からマリアほどの実力は望めないが、せめてなんか一つ特別な力でも身についたなら堂々と入れるのにな。

　魔法省に一緒に行こうと一生懸命に誘ってくれるマリアに、曖あい昧まいな返事をしながら、私はそんなことを考えていた。

　卒業まではあと数か月、私の進路はまだ決まっていない。







　誘拐事件後の告白から続くジオルドの連日のアプローチは本日もまったく緩まない。

　それは美しい顔を優雅に近づけてきて愛の言葉をささやき、スキンシップをはかってくる。

　そのたびに動揺して青くなったり赤くなったりする私を友人がフォローしてくれるが……それでもこんなに毎日では恋愛耐性がゼロの私の心臓がもちそうにない。

　この少しの間に今までの人生の脈拍数を超えてしまうのではないかと言うほどにドキドキさせられっぱなしだ。

　正直、美形王子の体当たりのアプローチは本当にきつい。マジで私くらいの恋愛初心者からしたらまず交換日記くらいからスタートさせてほしいくらいだ。

　そうして、本日もジオルドのアピールにぐったりした私は義弟キースの部屋に入り浸り愚痴をもらしている。

「……つ、つかれた」

　部屋のソファを陣取りだらしなく寝そべり、ブツブツと愚痴る義姉にキースは苦笑を浮かべながらも、

「だいぶ参っているみたいだね」

　と私の好きなお菓子と紅茶を出してくれる。

「ふぁりがほう」

　出されたお菓子をさっそく口に放り込みながらお礼を言う。いつもなら礼儀がなってないと怒るキースだが、ぐったりしている私の様子に今日は苦笑だけで許してくれる。

　それにしてもこんな風にだらけて愚痴ばかり言う義姉が連日、部屋に入り浸ってもキースはこうして文句ひとつ言うことなく、私の愚痴に付き合い、そしてねぎらってくれる。

　私は本当に素晴らしい義弟を持ったものだ。

　そもそも、幼い頃からキースはこうしてずっと私のフォローをしてくれる。

　お母様にお説教された時もお茶会で失敗した時も話を聞いて調子が戻るまで付き合ってくれる。

　前世の兄弟である兄たちはどちらかというと、大おお雑ざっ把ぱで落ち込んでいる妹を見るととりあえず、プロレス技でもかければ元気になるくらいの考えの持ち主であった。

　そんな兄たちのことを嫌いだった訳ではないが、何度、もう少しこの繊細な乙女心を理解しろ～！　このアホどもが～！　と思ったことか……。

　それに比べて、このキースの乙女心を把握した細やかな気づかい。間違っても落ち込んでいる姉にプロレス技なんかかけてこない。そこは好きなお茶とお菓子をそっと差し出してくれる。

　気づかいができて優しくてそつがなくて、つくづく私は素晴らしい義弟を持ったものだ。

　これならどんなところに嫁に出しても恥ずかしくない、ああ、正確に言うと婿だが。もうキースなら引く手あまただろう。

　でも、義姉としてはできればよいお嫁さんを貰もらってほしいな。間違ってもお母様のようなタイプだと私が困るしな。理想としてはマリアみたいに優しくていい子がよいのだけど。

　そうして私が勝手に義弟のお嫁さんについて思いを馳せていると、

「ねぇ、義姉さんは本当にジオルド様と結婚する気はないの？」

　キースがなんだか真剣な顔をして聞いてきた。

「当たり前じゃない！　だってジオルド様と結婚したら王族になっちゃうのよ！　王族、国のトップよ！　そんなの私に務まると思っているの」

　令嬢の鑑と言われる友人、メアリすら荷が重いと感じると言っている王族、駄目駄目な私には絶対に無理である。それは強く主張すると、

「ふふふ、そうだね。義姉さんに王族は厳しそうだね」

　キースはなんだかとても嬉うれしそうに笑った。しかし、その後また真剣な顔に戻り、

「それでも……それでも、もし義姉さんがジオルド様のことを……」

「？」

「いや、なんでもないよ」

　そう言ってキースは何かを言いかけてやめた。

　その表情はなんだかどこか切なそうで……ずっと昔に、まだ家にやってきたばかりのキースの表情とかぶって見えて私の胸を少しざわつかせた。

　しかし、キースの表情はすぐに元に戻り、また私の話を促した。

　促され愚痴を再開させた私は、いつもどおりのキースにその時感じたざわつきをすっかり忘れてしまった。

　そして、すっかりすっきりした私は部屋に戻った。明日あすからしばらく学園は休みで、私たちはクラエス家に帰ることになっている。

　しばしジオルドの熱烈なアプローチからも解放される。私は少しほっとしていた。







　翌日、予定どおりにキースとともにクラエス家に帰った。私は、さっそく作業着に着替え久しぶりの家の畑に立った。

　昔は畑に出ることに難色を示していたお母様も今では『あの変な掛け声さえやめてくれればもういいわ』とどこか疲れた顔で言ってくるだけになった。

『わかりました』と元気に返事をしたものの肝心の変な掛け声というものが何なのかはいまいちわからないのだが。

　私、知らず知らずのうちに『ハァー』とか『キョエー』とか奇声でもあげてしまっているのかしら？　気をつけるようにしないと。そして、私は鍬すきを手にして、

「よっこらせー、どっこいせー」

　と畑仕事を開始した。

　さすがのジオルドも今日からの休みであったためか、我が家を訪ねてくることはなかった。

　キースも家に帰ってきて早々に『用事がある』と行って出かけてしまったので、私は庭師のトムじぃちゃんとアンとともに畑仕事に精を出した。

　昔は『貴族のご令嬢が畑仕事をするなんて』と顔を強張らせていたアンも、毎日、毎日それこそ学園でも畑に付き合わせていたからか、いつのまにか私以上に畑仕事が板についてきていた。

　今では『ああ、お嬢様、それはまだ収穫するには早いです。そちらの横のものの方が頃合いかと思います』と的確な指示を出してくれるほどになった。

　種や苗を植えるのも非常にうまくなり、最近ではこの肥料がよいらしいとか、この器具を使うとスムーズに作業ができるそうですという情報にまでくわしくなっている。

　そうして久しぶりの畑仕事に精を出し、夢中になりすぎて気がつけばもう日も傾いてきていた。

　それだけ頑張ったかいがあって、また一段と畑は整ったし、野菜もたくさん収穫できた。

　その出来具合をぜひ見てもらいたくなって、私は作業着のままキースの部屋へと向かった。

「あのね、キース。畑がまた一段と立派になったから見に来て……」

　ノックもそこそこに扉を開けて中に入ったのだが、

「あれ？　まだ帰ってないのかしら？」

　そこには誰もいなかった。

　割と早めに出かけていったので、もう帰ってきていると思っていたのに、別の所にいるのかしら？　とクラエス家の執事セバスチャン（私が勝手につけているあだ名）に尋ねてみるとまだ帰ってきていないとのことだった。

　だいぶ、時間のかかる用事だったのかしら？

　残念だが仕方ない、諦あきらめて畑へ戻ろうとすると、丁度、お茶室から出てきたらしいお母様と遭遇した。

　私を目にとめるとそれまでメイドとにこやかに何か話していたお母様の顔が一気に変へん貌ぼうした。

　眉を吊り上げ、その目の中にははっきりとした怒りが浮かんでいた。

　え、え、なんでいきなり、会っただけで？　困惑する私をお母様の鋭いまなざしがキッと捉えている。そして少しだけ私の後ろを確認し、さらにそのまなざしが険しくなる。

　え、何？　と私も後ろを振り返ると、そこには私の通ってきた道筋に転々と土が落ちていた。しかもなんとも綺麗にずっと先の廊下から続いている。

　そして己の格かっ好こうをかえりみれば、畑仕事のままの土だらけの作業着。

　これはやばい……。本能的に危機を感じ取り、さっとその場を逃げようとしたが、相手の方が動きが速かった。

　逃げ出す前にお母様に首根っこを捕まえられていた。

「カタリナ、少し私の部屋に来なさい」

　まるで地獄の使者であるかのように低く恐ろしい声でお母様が言う。

　そして私はとりあえず服についた土を落とされ、そのままお母様の部屋へとまるで囚人のように連行され、数時間にもおよぶ長いお説教を受けることとなった。

　そして、やっとお説教から解放された私は、お母様に怒られたことへの愚痴と畑の収穫の話をしようと再びキースの元へと向かった。

　もう日も落ちたし、さすがに部屋にいると思ったのだが……。

「……キース？」

　部屋は先ほどきた時と変わらず静かなままで、声が返ってくることもなかった。

　そして、結局その日キースはクラエス家に帰ってくることはなかった。







　今までキースが無断で家に帰らなかったことなど一度もなかった。

　そのためキースが帰ってこないことで我が家は皆、とても動揺し『捜索願いを出そう』という話が持ち上がった頃。一枚の手紙がクラエス家へと届けられた。そこには、

『公爵家の跡取りとしての責務に耐えられなくなったので家を出ます。探さないでください。キース』

　間違いなくキースの筆跡でそう書かれていた。

　そして、この手紙を受けてクラエス家はさらなる混乱へと陥った。

『あれほど優秀で完璧なキース様が公爵家の責務に耐えられなくなったなんて信じられない』『頭もよくて最近では旦だん那な様の仕事にも同行され、学びを深めていらっしゃったのに』『責務に耐えられなくなったなんて、そんな風にはとても見えなかった』

　クラエス家に仕える者たちは皆、そのように口にした。

　私も確かに皆の言うとおりだと思った。

　キースがこの家に引き取られてから十年近くがたったが、キースは元々、優秀で飲み込みが早い。貴族社会にもすっと溶け込んだし、私より社交界での立ち居振る舞いもうまい。

　今では完璧なクラエス公爵家の跡取りとして認められている。

　そんなキースが今さら、公爵家が重荷だなんて思うかしら？

　そうして頭に？マークを浮かべて自室で考え込んでいると、なぜかお母様に呼び出された。

　どうしたのかしら？　キースのこと何かわかったのかしら？

「カタリナ、キースのことですが」

　部屋を訪れると、お母様がとても真剣な顔で口を開いてきた。

　やっぱり、何かわかったのかしら。私も真剣な顔で母の次の言葉を待った。

「キースの手紙のことですけど、やはり公爵家の責務が負担になったとは考えられないわ」

「……そうですよね」

　やっぱり、お母様も同じように考えていたらしい。私も大きく頷うなずき同意を示す。

「それで、使用人にも色々と話を聞いてみたのだけど……そしたら」

「そしたら？」

　お母様の目がぐっと力を帯びた。私も思わずぐっと身を乗り出した。

「キースがどうも暗い表情をして、落ち込んでいるような様子が最近、何度か見られることがあったらしいの」

「キースが落ち込んで？」

　そんな様子見たことがない気がするけど、私が気づかなかっただけであろうか？

「そうなの、それでそんな様子な時は、ほとんどある人物と会った後だったと皆、言っていたのよ」

「え！　ある人物？」

　一体誰だ？　その人がキースの悩みに関係しているのか？　ならばその人に話を聞けば何かわかるかもしれない。

「お母様、それは一体、誰なのです？」

「……それはね……」

　お母様は一度、言葉を止めそしてじっと私を見つめ再び口を開いた。

「あなたよ！　カタリナ！」

　お母様はまるで前世のテレビで名探偵が真犯人を突き止めた時のようにびしっと宣言した。

「……え、え～！　わたし!?」

　驚きのあまり口をぽかんと開け固まる私に、お母様はまるで犯人を追いつめるような口調で語り始めた。

「そう、あなたなのよ。カタリナ。使用人たちの証言によれば最近のあなたと話した後のキースの様子が特に落ち込んでいるようだったそうだわ」

「私と話した後……」

　最近はよく愚痴を聞いてもらっていたけど……落ち込んだ様子なんてあったかしら？　と思い返し……そういえば家に帰ってくる前日になんだか切なそうな顔をしていたことを思い出す。

「あ、そういえば……」

　私のその発言にお母様は『やはり、心あたりがあるのね』とまるで犯人から自白をとった刑事のような感じで深いため息をついた。そして、

「キースが家出した原因は公爵家の責務が重荷になったからではないわ。キースが家出したのはカタリナ、あなたのお守りが負担になってしまったからよ！」

　高らかに宣言されてしまった。

「え、お守り？」

　いや、確かに色々とフォローはしてもらってきたけれど……お守りって。

「長年、ずっとこんなどうしようもない義姉の面倒をみせられてキースは疲れてしまったのよ。でも、あの子は優しい子だからはっきりと義姉が嫌だと言えなくてあんな風な手紙を……」

　お母様が切なそうに顔を伏せる。

「……」

　お守りうんぬんはともかく、確かに最近は特に部屋に入り浸り愚痴にばかりに付き合わせてしまった。そのせいで疲れてしまったと言われれば確かにそうかもしれないと思えてきた。

「……どうすればいいのかしら……」

　このまま私に愛想を尽かしてもうキースが帰ってこなかったら……。

　しゅんとなる私に、お母様が険しい視線を向け、そしてぐっと私の手を掴んだ。

「やってしまったことは仕方がないわ。まずは今までのことをしっかり謝ってきなさい。それからもう迷惑はかけないよう努力すること。その意志をキースに伝えれば、優しい子だものきっと許してくれるはずだわ」

「……お、おかあさま」

　お母様にこんな風に言葉をかけてもらえるなんて、私は感動し目を潤ませる。お母様の手をしっかり握り返し、そして言った。

「お母様、私キースにしっかり謝ります！　そしてもう迷惑はかけないように頑張ることを伝えてきます！」

「ええ、頑張るのよ！　カタリナ！」

　こうしてクラエス家の一室でどこかずれている母と娘は互いの手を握り合い叫んだ。







　よし、ではキースに戻ってきてもらうための作戦会議を行おう！

　議長カタリナ・クラエス、議員カタリナ・クラエス、書記カタリナ・クラエス。

『では、今回は家出したキースに戻ってきてもらうための作戦を考えていきたいと思います。皆さん、どうぞご意見をお願いします』

『はい。ご意見と言っても、先ほどお母様と話したように、謝って、もう迷惑をかけないようにすると伝えればいいのではないですか？』

『まぁ、基本はそうなんですが、もっと誠意を見せたほうがいいと思うのですよ』

『誠意といいますと？』

『たとえば、今まで沢山、迷惑をかけてしまった分、何かしてあげるとか？』

『ほぉほぉ、それはなかなかいい案ですね。それで何をしてあげるんですか？』

『そこはまだ考えていませんわ！』

『……そこ偉そうに言いきるとこじゃないから』

『何かプレゼントをあげるのはどうですか？　お菓子とか？』

『それは、いいけどキースがお菓子を喜ぶかしら？』

『では、新しい苗とか、畑の肥料とかは？』

『それはカタリナが欲しいものよね』

『なら、肩かた叩たたき券とか、お風呂で背中を流してあげる券とかは？』

『お父様なら喜ぶだろうけど、キースはどうかしら？　でも、そんな感じで日頃の感謝をこめておもてなしをするのはいいかもしれないわね』

『じゃあ、それで決定しましょう！　キースに謝って帰ってきてもらって感謝をこめておもてなしする』

『それに、もう迷惑をかけないようにすることを約束しなくちゃね』

『そうね。食べすぎてお腹なかを壊したり、調子にのって室内で遊んでモノを壊したりしないように気をつけることを誓いましょう』

『よし、完璧ね。じゃあ、後はキースのところに行けばいいだけね』

『そうね！』

『……で、キースはどこにいるのですか？』

『『!!』』

『まずはキースを探さなくてはいけませんよね？』

『か、賢いわね。カタリナ・クラエス。確かにそのとおりだわ』

『そうね、まずキースを探しに行きましょう。家出というからにはまさかご近所にはいないでしょうから……キース探しの旅に出る必要があるわね』

『キース探しの旅！　それは母を訪ねて的なやつね！』

『そうよ、母を訪ねてならぬ、義弟を訪ねてってやつですわ』

『……まぁ、それでは、まずはキース探しの旅に出るということで、決定でいいですか？』

『『はい』』

　こうして、私はキースを探すための旅に出ることを決意した。







　私が旅に出ると決めて意気込んでいると、どこからなのか情報が漏れ……なぜか、同行したいという者たちが現れた。

　一人は私の婚約者であるジオルド・スティアート、『心配だからついていく』と言い出してきかず断りきれなかった。

　あとは、なぜか魔法省のラーナが『丁度いいから魔法省の新人教育旅行を兼ねて同行させてくれ』と言ってきた。

　そんな旅行があるのかと驚いたが、魔法省のお偉いさんであるラーナがいれば旅もスムーズに行きそうなので、同行をお願いすることにした。

　そしてラーナが教育する新人であるマリアそしてソラもともに行くこととなった。

　ちなみにこのソラという名の青年は、少し前に私が誘拐された時の誘拐犯の一味であったルーファスと同一人物である。

　闇やみの魔力を使い誘拐事件に大きく加担したが『主あるじに脅されていた』と涙を流した不幸な生い立ちの彼の罪は不問となり、今では魔法省預かりの身分となったのだ。

　まぁ、誘拐事件で実際に関わった私としては、『脅された』と涙を流すようなタイプにはとても見えなかったのだが……。

　とにかくそんなこんなで私、ジオルド、ラーナ、マリア、ソラ（ルーファス）という何だか不思議な面子メンツでキース探しの旅に出ることとなった。







「そういえば、お嬢様にお聞きしたいのですが」

　私の旅の準備を手伝ってくれているアンがそう口を開いたのはもうほとんど支度が終わった時だった。

　いつもはどこに行くにも一緒のアンだが、今回の旅にアンは同行しない。

『お嬢様だけでは心配です』とかなり渋っていたのだが、キースの家出は公にされていないのであまり大人数で出かけるのもどうかということで人数は最小限なのだ。

　それでも魔法省でも上位の実力者と言われているらしいラーナに、光の魔力保持者に闇の魔力保持者、なんでもできる王子様までいるので旅のパーティーとしてはかなり最強の面子なので心配はいらないと思う。

　そう言ったのだが、アンは『そういうことではなく、お嬢様の日常生活が心配なのです』と強く主張した。

　私としては自分のことは自分でできるつもりでいたのだが、アン曰いわく『髪ひとつとかさないで皺しわ々しわのドレスで出かけていこうとされる方が、何が自分でできるですか！』と怒られてしまった。

　だって、元々サラサラな髪なんだからとかさなくたって問題はないし、ドレスだってちょっとくらい皺があったってちゃんと着られていればいいと思うのだが……。

『ちゃんとやるから』となんとかアンを言いくるめようとしたのだが、『お嬢様のちゃんとやるほどあてにならないものはありません』と言われてしまった。なんて厳しいメイドなのだ。

　皆、それこそ王子であるジオルドでさえ誰も伴わないと言っているのに、私だけアンが付いてくるなんて……頼もしくはあるのだが、気分としては一人だけ遠足に親がついてくる気分だ。

　できれば一人で行きたいのにと困っている私の救世主となってくれたのはマリアだった。

『では、私がカタリナ様の身の回りのお手伝いをしますよ』と女神のような笑みで言ってくれたのだ。

　そんなマリアの発言を得て、私の『自分でする』という主張はまったく聞き入れてくれなかったアンは『マリア様がそう言ってくださるなら』とあっさり承諾してくれた。

　なんだかアンのマリアと私に対する態度差に釈然としないものを感じたが……とにかくマリアのお蔭で一人だけ遠足に親がついてくる的な恥ずかしい事態は免れた。

　それでも、私の旅支度には目を光らせ、手伝ってくれていたアン。そんな彼女が口にしたのは、

「お嬢様はまずどこから向かわれるつもりなのですか？」

「へぇ、どこからって？」

　質問の意味が今一つわからずポカーンとする私にアンは、

「ですからキース様を探しに行かれるんですよね？　まずはどこに向かわれるつもりなのですか？」

「……へぇ」

　アンのその質問に私は完全に固まってしまった。

「え、まさかお嬢様、どこに行くか考えていらっしゃらなかったのですか？　あんなに意気込んで宣言して、もう旅支度も終わるのに目的地を考えておられなかったのですか？」

「……」

「……お嬢様」

　ああ、アン、そんな目で見ないで……私だって今、自分にびっくりしているわ。

　もうキース探しの旅に出るということだけに盛り上がりすぎて完全に行先のことを忘れていた。

　はっきり言ってキースの行先の手掛かりは今のところまったくない。西に行ったのか、東に行ったのか、はたまた南か北か方角すらわからない。

　これではどこに向かって旅に出ればよいのか……。

　えーと、どうしよう。もう出発と決めた日もすぐそこまで迫っている。本当にどうしよう。







　困り果てた私の次の救世主となってくれたのは、魔法省の実力者ラーナであった。

　出発日までも日がないのに、行く先が決まらないというどうしようもない事態を魔法省に相談しにいくと、話を聞いたラーナは『さすが、カタリナ』としばし爆笑した後に、にやりと笑って、

「そういうことなら、とっておきのものがあるぞ」

　そう言うとラーナは『少し待っていてくれ』と部屋をあとにした。そして、再び戻ってきた彼女の手にはなぜかぬいぐるみがあった。

　茶色の生地に丸い耳、つぶらな瞳ひとみ、形からしてクマだろうか？

「え～と、ラーナ様、そのぬいぐるみは？」

　尋ねると、ラーナはまたにやりと笑った。

「これはキースを探すための魔法道具だ」

「魔法道具？」

　初めて聞く言葉に？マークを浮かべると、ラーナが説明してくれた。

　魔法道具というのは現在、ラーナが主だって開発しているもので、魔力を道具にこめて使う道具であるとのこと。

　色々、作っているのだがいまいちうまくいかず試作を重ねている最中だと言う。

「魔法道具がうまく作れるようになれば、魔力がないものでも魔法の恩恵にあずかれるんだ」

　とラーナは、それはキラキラ目で語った。

　それから、しばらくラーナの魔法道具への熱い語りが続き、段々と高度になってきた話についていけず『はぁ』とか『ほぉ』とか返していると……。

　熱く語るラーナの横に置かれていたぬいぐるみが、もそっと動いた気がした。

　あ、あれ？　目をこすってもう一度、ぬいぐるみに目をやると……目が合った！

　さっきまで俯うつむき加減で置かれていたはずで、目線は下を向いていたはずなのに!?

「な、なんで？」

　目を見張り驚く私の様子にラーナが気づき、そして私の視線の先を見て、

「ああ、そうそうこれの説明がまだだったな」

　と再びぬいぐるみを手にした。

「これは最近、変質しゃ……でなくてある国の要人に頼まれ作ったものなのだが、人を探すことができる道具だ」

「人を探すことができる道具ですか？」

「そうだ。探したい人物の思い入れの強いモノからその人物の気を辿たどるものだ。闇の魔力を研究して応用しているのだが……」

　そこからまた少し話が長くなったが、要するにこのぬいぐるみにキースの思い入れのあるモノを記憶させると、キースの行方ゆくえを示してくれるらしい。

　聞くと成功率はまだそこそこらしいのだが、それでも今、何の手掛かりもない状態にはありがたい話だ。しかし、それよりなにより――。

「あの、ラーナ様。そのぬいぐるみ動いていませんか？」

　ラーナが話している間も、彼女の腕の中でなにやらもそもそと動いているのだ。気になって仕方がない。

「ああ、人探しをするんだから動いて案内ができなければ役に立たないだろう」

「え！　そのぬいぐるみが案内するんですか？」

「そうだ」

　当たり前のようにラーナは言ったが……ぬいぐるみが案内？

　まぁ、確かにどうやってぬいぐるみで探すんだろうと思ったが……まさかぬいぐるみが案内するとは……。

「あの、なんでぬいぐるみなんですか？」

　何か深い意味でもあるのだろうか？　と真剣な顔で聞いてみると、

「ああ、だって可愛いだろう」

　ラーナはあっけらかんとそう答えた。

　ええ！　理由それだけ！　可愛いからって、いやでも可愛い方がいいのか？

　私はラーナの手にしているぬいぐるみをじっと眺めた。

　彼女がこれを手にして戻ってきてからずっと思ってはいたのだが……このぬいぐるみ可愛いのか？　なんというか、どうもあまり可愛いと思えない。

　悪役顔の私が言うのもなんだが、どちらかというと不細工な作りだと思う。

　ぬいぐるみなんて皆、可愛いものだと思っていたがこの絶妙に不細工な顔……一体どこで見つけてきたのだろう。

　そんな私の思いが伝わった訳でもないはずだが、

「町の雑貨屋で見つけてこの可愛さに一目惚ぼれしたんだ」

　ラーナはニコニコとそう言った。

　うん……人の趣味は様々だ。とにかくとりあえずその微妙な顔のぬいぐるみを使ってキースの居場所を探せることとなった。







　キースの居場所を探すためには、キースの思い入れのあるモノが必要だという。

　私は一度、屋敷に戻り、キースの思い入れのあるモノとやらを探した。

　う～ん、キースの思い入れのあるものってなんだろう？　ずっと一緒にいるが、これだというものが浮かばない。

　そのため、キース付きの使用人に聞いてみたところ。

「キース様の思い入れのあるものですか？　う～ん。この箱の中のものとかですかね？」

　そう言って使用人が持ってきたのは、そこそこの大きさの木箱だった。

　木箱と言っても装飾の施されたそれなりの箱だ。

　う～ん。見たことないものだった。

「本当はご本人の許可なくこのようにお出しするのはいけないことなのですが、今は一大事ですので……」

「ありがとう、キースには私の方からも謝っておくから」

　受け取った箱はそれなりにずっしりと重かった。箱を机の上に置き、その蓋ふたに手をかけ開けると、

「あれ？　これって」

　そこに入っていたものには見覚えがあった。私が毎年、キースの誕生日にあげたプレゼントなどだった。

「わあー、こんな昔にあげたものまで」

　中にはくちゃくちゃの紙に子どもの字で『なんでもお願いを聞いてあげる券』なんて書かれたものまである。私の字なのでおそらく私があげたのだろうけど……正直、自分でも覚えていない。

　こんなにちゃんととっておいてくれるなんて……なんて義姉思いな義弟なのだろうとジーンと感動した。

　どれが一番よいのか私には判断できなくて、とりあえず箱ごとラーナのところに持っていくことにした。







　再び、ラーナの元に行くと、ラーナの部屋にはラーナの他にもう一人の人物がいた。

「やぁ、カタリナ・クラエス嬢」

　ふにゃりと笑ったその人物には見覚えがあった。ジオルドと、アランの兄でありこの国の第一王子であるジェフリー・スティアートその人である。

　え、なんでここに第一王子が……と困惑しながらもしみついた貴族の習性からなんとか淑女の礼をとる。

　そんな私の困惑した様子を読み取ったのだろう、ジェフリーは再びふにゃりとした笑みを浮かべて言った。

「実はラーナに魔法道具の依頼をしていたのでその出来栄えを確認させてもらいにきたのだよ」

「魔法道具のですか？」

　先ほど魔法道具という存在を知ったばかりの私とは違いジェフリーはその依頼をするほどなのだな。さすがは王族だ。それにしても一体、何を頼んだのだろう。

　ただ魔法道具と言っても色々な種類のものがあると先ほど、ラーナに語ってもらったばかりだ。

「どんな道具を頼まれたのですか？」

　そう聞いた私の問いに答えてくれたのはジェフリーでなく、ラーナだった。

「ああ、頼まれていたのは人の居場所を探す道具だ」

「人を探す道具……あれ、それって？」

　あまり聡さといとはいえない私でもさすがに気が付いた。

　人を探す道具ってこれから私が借りようとしているあの不細工なクマのぬいぐるみのことなのでは！

「そうだ。これから旅に使おうとしているあれだ」

　なんでもないことのようにラーナは言ったが……え、いいの？　第一王子の依頼で作ったものを横取りする形になっちゃうよそれ？　それは、やばいのではない？　アワアワして焦る私に、

「ああ、もうその話は聞いたから大丈夫だよ」

　ジェフリーが呑気な声で言う。

「元々、そんなに急いでいた訳ではないから、実際に使えるかどうかも兼ねて先に使ってくれ、それでいいようだったら次に使わせてもらうから」

「……はぁ、ありがとうございます」

　ひらひらと手をふって言う様子に不快に思っている雰囲気はまったく感じられない。

　どうやら、先に私たちが使わせてもらってもまったく問題ないようだ。

　それにしても、このジェフリーという王子はなんていうか全然、王族らしくない感じの人だな。

　ジオルドやアランも王族だからと偉ぶることはない（幼い日のアランはそこそこ偉そうだったが）。それでも今のジェフリーのように気安い独特な雰囲気はない。

　学祭で会ってから、アンに聞いてみた彼の評判はかなり優秀な王子で、大きな派閥もあるとのことだったのだが……なんだか聞いた話と本人がどうも結びつかない。

　思わずじっとジェフリーを見つめていると目がばっちりと合ってしまった。

「ん？」

　とにっこり笑顔で促され、

「あ、あの、人を探す道具は何に使うのですか？」

　まさかなんか王族っぽくないなと考えてましたとか言うのもあれなので、咄とっ嗟さに出た言葉だったが……これはこれでほとんど会ったことない人間が聞くことではなかったかもしれない。

　もし、国の重要な任務で使うとかだったら……まずいかもと不安に思ったのだが。

「いや～、僕の愛いとしの子たちの居場所をいつでも知っておきたくてね」

「い、愛しの子たち？」

「そう、僕の世界一大切な子たちのことをいつでも把握しておきたくてね」

「……それは国の任務的なものでは？」

「まったく、関係ないよ。僕が個人的に使いたいだけ」

　……国、関係なかった。そしてどうも理由がちょっとあれな気がする。

　愛しい子たちの居場所をいつも把握しておきたいって……それってちょっとストーカーみたいな……いや、駄目だ。あまり深く考えるのはよそう。このにこやかな王子の笑顔が何か恐ろしいものに見えてきそうな気がする。

　私は、頭に浮かんだ考えをかき消し、頭を切り替えた。

「では、お言葉に甘えてお先に貸して頂きます」

「はい。どうぞ～」

　王子は、それはにこやかに微笑んだ。

　王子の許可を得てそれではと、家から持ってきた箱をそのままラーナに渡すと、彼女は中を開いて驚いた声をあげた。

「これは一体なんだ？」

　確かに知らない人が見たらなんだかわからないものだろう。

「これは、私がキースにあげたプレゼントです。みんな大事にとっておいてくれたみたいで」

　私がそう言うと、ラーナとそして横から覗のぞいていたジェフリーも感心したような声をあげた。

「これはすごいな」

「こんな大事そうにとっておくなんて、そうとう大事なのだね」

「大事？」

　ジェフリーに聞き返すと、彼はどこか意味深な笑みを浮かべた。

「ああ、カタリナ嬢のことがそれは大事なのだろう」

「はい。とても義姉思いの義弟なんです」

　と笑顔で返すと、ジェフリーとラーナになんだか微妙な視線を送られた。

　ん？　なんかおかしかったかしら？

　ちなみに、ぬいぐるみに覚えさせるモノは、定期的に記憶させなければいけないらしい。よって持ち歩けるものがよいということになった。

　そして箱の中のものがいくつか厳選されて、選ばれたのは私が昔、刺し繍しゅうを習った頃に針を刺しキースにプレゼントしたハンカチだった。

　正直、あげたのも忘れていたが、とても大事にたたまれ、汚れもなく綺麗なままで保存されていたそれを、さっそくぬいぐるみに記憶させることになった。

「どうやって、記憶させるのですか？」

　と尋ねると、ラーナは不敵な笑顔で『まぁ、見ていろ』とハンカチをクマに手渡した。

　魔法道具となり動けるようになったぬいぐるみのクマは、『うむ』といった感じでハンカチを受け取ると……なんとそのボタンか何かで作られているであろう鼻にハンカチを近づけてフンフンと匂いを嗅かぎ始めた。

　え～、まさかの匂いで、そんな犬みたいな！　っていうかぬいぐるみが匂いとかわかるの！

　茫ぼう然ぜんと見守る私の前で、匂い確認は終わったらしく『オッケーだ』という感じでクマがハンカチをラーナに返した。

「あの、ラーナ様。これで本当に探せるのですか？」

「ああ、ばっちりだ。よし、アレクサンダー、キースの居場所はどちらだ」

「え、アレクサンダーって？」

「ああ、こいつの名前だ。かっこよいだろう」

「……はぁ」

　いや、可愛くしたいのかかっこよくしたいのかどっちだ。

　というかこの不細工なクマには似合わないな～。

　そんな私の思いとは裏腹にクマのぬいぐるみ、アレクサンダーはすくっと立ち上がると、ビシッと東の方角を指というか腕指した。

「おお、アレクサンダー。素晴らしい」

　喜ぶラーナを横目に、なんとなく不安になりつつ、クマに目をやると、なんとなく小こ馬ば鹿かにしたような目でこちらを見て『フン』と鼻を鳴すような仕草をした。

　……なんとなくこの不細工クマ、アレクサンダーとうまくやれる感じがしなかった。







　そうしてとりあえず、目的地が決まったというか、とりあえず不細工クマ（なんとなくアレクサンダーとか呼びたくない）が示す先に向かうこととなったので、予定通りの日に出発できることになった。

　魔法学園の入り口で魔法省からラーナとソラがやってくるのを待つ。

　見送りにメアリ、アラン、ソフィア、ニコルが来てくれていた。

「うう、私だってカタリナ様と一緒に行きたかったのに……」

　見送りに来てくれたメアリが寂しそうに言う。

「今回は仕方ないだろう」

　メアリの婚約者であるアランが寄り添い慰めている。

「私もです……カタリナ様」

　ソフィアもそう言って切ない顔をし、その背をニコルに支えられている。

　私も本当なら皆と一緒に行きたいが……ちょっと人数が多すぎになってしまう。それに、

「この忙しい時期に生徒会メンバーが一気に抜けるわけにはいかないだろう」

　ニコルの指摘に、ソフィアの顔はさらにシュンとなり、なぜかメアリの眉が吊り上がった。

「そうですよ、この卒業式で忙しい時期に、まさか生徒会長が抜けるなんて信じられません」

　そうして厳しい視線を向けられたジオルドの方はまったく涼しい顔で、

「もう僕にできることはだいたい仕上げましたよ。それに何かあったらニコルにも協力してもらえるように手配も万全です」

　あっけらかんと答える。むしろ、

「す、すみません。大変な時に抜けてしまって」

　マリアが恐縮して謝り始めてしまった。そんなマリアにメアリも慌ててしまい。

「マリアは今後のお仕事に関わるからいいのよ」

　と必死にフォローし始めた。

　そうして、メアリの追及を逃れたジオルドはすっと私の手を握り、

「カタリナは僕がしっかり守りますからね」

　と微笑んだ。

「……は、はぁ」

　なんだ急にと思いながらもそう返すと、怪け訝げんな顔をされた。

　ん？　なんだろう？

「えーと、これはまさか……」

　めったに動じないジオルドがなぜだが、ひどく動揺していた。

　そこに、ニコルがいつもの冷静な声で、

「忘れたのだろうな。おそらく今はキースのことで頭がいっぱいなのだろう」

「？」

　一体、なんのことだろう？

「確かに……昔から一つのことに夢中になると前のことは忘れてしまう傾向にありましたけど……まさかここまでとは」

　なぜかがっくりと肩を落とすジオルド、そして横で話を聞いていたメアリが先ほどまでの不機嫌な様子が嘘のようにとてもご機嫌になっていた。

　そして？マークを浮かべる私に、

「なんでもないのですよ。カタリナ様は気にしないでくださいな」

　とてもいい笑顔で言ってくれた。

　気にならなくもないが、まぁメアリがそう言うならそれでいいか。

　そうしているうちに、ラーナたちがやって来た。

「カタリナ様、お久しぶりです」

　そう言って頭を下げのは、青みかかった髪に瞳の色気溢れる美青年。誘拐事件以来の再会であるソラであった。

　彼は以前と変わらない様子で笑顔を向けてきた。強いて違いをあげるなら言葉遣いが丁寧にはなっていた。

「ええ、お久しぶりで……」

　そう、挨拶を返そうとした私の前にズッとジオルドが出てきて、

「ソラさんでしたか？　今回はどうぞよろしくお願いいたします」

　それは素敵な王子様スマイルで挨拶した。それを受けてソラの方も、

「どうぞソラとお呼びくださいジオルド様。こちらこそよろしくお願いいたします」

　と丁寧に返したのだが……なんか空気がちょっと険悪な気がする。気のせいだよね。

「待たせてすまないな。では、そろったところで出発しようか」

　空気を読むなんてこととは無縁そうなラーナがそう声をあげた。

　そうして、友にしばしの別れを告げ私たちはキース探しに旅立った。







★★★★★★







　目を開けると、そこは見知らぬ部屋だった。手足がうまく動かせない。見ると、縄で拘束され床に転がされているようだった。明らかに普通の状況ではない。

　記憶は女に誘われ路地へと入ったところで途切れている。その後にも何か、あったような気もするが、頭に靄もやがかかっているようで何も思い出せない。

　あの女にノコノコとついてきてしまったことを深く後悔した。

　元々、どうしようもない女だったのだ。昔はそれをよく理解していたのだが……すっかり幸せな生活になれたせいか、いつも一緒にいる彼女の影響を受けているのか、警戒心が薄れてしまっていた。

　とりあえず、後悔ばかりしていても先は見えない。まず、状況を確認しなければと周りを見渡していると、部屋に一つしかないドアが開いた。

　ドアから見たことのない男が現れた。男は、僕が起きているのに気が付くと、目を細めて目の前までやって来た。

「久しぶりだな」

　目の前に立った男はそう言って床に転がった僕を見下ろして、引きつったどこか歪いびつな笑みを浮かべた。

　ボサボサの髪、その境目がわからない程の肉に覆われた身体、顔のパーツもすべて肉に埋もれ、その肌はテカテカと脂で光っており、吹き出物だらけだ。

　久しぶりだと声をかけられたが、このような男に覚えはなかった。

　そのためただ黙って様子をうかがっていたのだが……その態度が気に障ったのか、男の顔は見る見る険しくなっていった。

「ああっ、なんで何も言わない。下級貴族とは口を聞かないつもりか！」

　吐き捨てるように怒鳴りつけられたその様子に、僕の中にあった古い記憶がよみがえった。

　それはずっと幼い頃の記憶、同じ敷地で育った少年。

「……トマス……？」

　その名を呟つぶやくと、すぐに頬に衝撃が走った。

　目の前の男が真っ赤な顔で拳こぶしを振り下ろしてきたのだ。

「お、お前ごときが……俺おれを呼び捨てにしやがって……お前みたいな奴やつがなんで！」

　男、トマスは再び拳を振り上げ、僕に叩きつけた。

　その様子は昔とはまるで違う見た目になりながらも、確かに昔の彼のままだった。

　手足を拘束され動けない僕は、ただされるがままに殴られ続けた。

　ああ、なんだか久しぶりの感触だ。昔はずっと耐えていた。心を閉じてただ嵐あらしが過ぎるのを待つ、もう長いこと縁のなかった感覚だ。

　ぼんやりとそんなことを思いながら、ひたすら拳を叩きつけてくるトマスをぼんやりと眺めていると、いつの間にかその後ろに一人の女が立っていた。

　黒い髪を無造作に流した、自分とさほど年の変わらないくらいの女。

　その姿はとても目を引いた。それはひときわ美しいからとかそういった理由ではない。

　目の前の男が顔を真っ赤にして狂ったように拳をふるっている様子を目の前にして、女は笑っていたのだ。

　無邪気な笑みを浮かべる女の様子に身体にぞわっとしたものが走った。

　目の前で拳を振り続ける男よりもその女の方がとても恐ろしく感じた。

　視線を感じたのか、女と目線が合った。その目はどこまでも無邪気で、まるで小さな子供のように見えた。

　ああ、僕はどうなってしまうのか……もうあの人には会えないのだろうか。

　この世で一番、愛おしい女性の笑顔が頭に浮かんだ。







第二章　旅の行方ゆくえ







　キース探しの旅が始まった。

　キースの匂においを嗅かいで（まぁ、正確には記憶を辿たどっているということなのだが、なにせ匂いを嗅いでいるようにしか見えない）不細工クマが示すほうへと馬車を走らせる。

　とりあえず、クマの言うとおりというか、指すとおりに進んでいく。果たしてこのクマが本当にあてになるのかはわからないが、今はこのクマしか頼りがないので仕方がない。

　ちなみに馬車は割と大きめのモノを借りたので（一応、商人など市民が使うものを選んではいる）六人でもそれほどギュウギュウになっていない。

　まぁ、ソラは馬車を走らせてくれているので座席には乗っていないのだが。

　出発した馬車の中では、マリアがしたちょっとした魔法の質問に対してラーナが熱く語り出し、まったく終わる気配のないトークを披露していた。

　マリアは自分が聞いた手前、聞かないわけにもいかないという使命感からか、はたまたその真ま面じ目めな性格からか一生懸命にラーナの話を聞いていた。

　手前の座席に座るジオルドは出発の時からなにやら元気がないようでいつもより大人おとなしく、愛想笑いで適度な相あい槌づちを打っている。

　私はといえば、最初の方こそラーナの話を聞いていたのだが、しだいに難しくなる話についていけずウトウトし始めうたた寝してしまっていた。

「カタリナ、とりあえず一つ目の町についたぞ」

　ラーナにそう声をかけられ、目を覚まし、窓の外を見るとそこはそこそこの大きさの町だった。

　居眠りをしているうちに最初の町に到着してしまっていたようだ。

　ラーナに促されて、馬車をおりると、町のざわめきが聞こえてきた。

　最初の町といっても馬車に半日近く乗って辿りついたところで、私はここにくるのは初めてだった。少しだけワクワクしてしまう。

　この町でまずキースに関する聞き込みをするということだった。

「では町はそこそこ広いし、大人数で移動するのも目立つ、私とカタリナ、ジオルドとマリア、ソラの三組に分かれて聞き込みを行う」

　ラーナのその提案に、ジオルドは『僕はできればカタリナと行きたいのですが』と言っていたが、ラーナに『決定事項だ』と一いっ蹴しゅうされていた。

　まぁ、私は誰だれとでもいい。ただ一人にされると迷子になる可能性があるので、そこは誰かと一緒がいいが。

　こうして、私はラーナとともに行動することになった。

　町をまわってみると、私たちの暮らすところとそれほど遠くないためか、そんなに大きな違いはなかった。

　それでも初めてくる町につい周りをきょろきょろしてしまう。

　そんな私を見てラーナは、

「まるで初めて町に出て来た田舎いなかの娘みたいだぞ」

　と苦笑した。

　そうして、少しおのぼりさん風になりながらも町行く人たちにキースについての聞き込みを行って歩いたが、まったく情報は得られなかった。

　正直、キースは義姉の贔屓ひいき目め抜きにしてもかなりの美形で目立つ容姿だ。少し聞き込みをすればすぐに居場所がわかるのではと軽い気持ちもあったので、まったく情報が得られなかったことにかなり落胆した。

　しょぼんとなる私を、ラーナは、

「まだ、始めたばかりだ。これからだろう。そんな顔をするな」

　と慰めてくれた。

「それに、アレクサンダーが指しているのはまだ先のようだ」

　とその背に乗るクマを示した。そちらに目をやると、やはりクマは『フン』という感じで小馬ば鹿かにした表情を見せてきた。やはり腹の立つクマである。

　むっとした表情になる私の目線を追ってラーナがクマの方を見ると、クマはさっと元の表情に戻る。なんていまいましいクマなのだ。

　しかし、そんなクマへの苛いら立だちも、角を曲がった店にそれは美味おいしそうなお菓子がたくさん並んでいるのを見つけると、ぱっと消えていった。

「わぁ～美味しそう」

　お菓子に見入り思わず、店先にかぶりついてしまう。

　あっ、あれ私の好物のお菓子だ。それにあっちは見たことのないお菓子だ。どんな味がするのかしら？

　じっーとお菓子に見入っていると、なんだか小腹がすいてきてお腹なかがぐ～ぐ～と盛大になってしまった。なんとも欲望に忠実な身体からだである。

　すると、後ろから笑い声がして、振り返るとラーナがそれは可笑おかしそうに笑っていた。

　どうやら、私の盛大なお腹の音が壺つぼにはまったのだろう。それからラーナはしばらく笑って、

「まだ、集合時間まで時間はあるから、少し買って食べるか？」

　と言ってくれた。私はもちろん、

「はい」

　と喜んで答えた。

　ラーナとお菓子屋に入り、私は好物のお菓子と、初めて見るお菓子を自分用に購入し、自分ばかりだと申し訳ないので他ほかの皆様にもお勧めのお菓子を買った。

　ラーナは今はいらないと言ったが、とりあえずとお勧めお菓子を購入していた。

　そして、町の広場のベンチに腰掛け、お菓子の袋をあける。

「美味しい～」

　買ったお菓子を頬ほお張ばり、その美味しさにうっとりしていると、ラーナがまたクスクスと可笑しそうに笑った。

「どうしました？」

　あれ？　今はもうお腹なっていないよね？

「いや、すまない。カタリナのコロコロ変わる表情が見ごたえあって、ついな」

「……はぁ」

　これは褒められているのか、なんなのかいまいちわからないな。

「カタリナといると、とても楽しいということだ。今なら彼らの気持ちもわかるぞ。彼らにとって君はなくてはならない存在である意味もな」

「……彼らって？」

　一体、何のことを言っているのかわからず聞き返したが、ラーナは意味深な笑みを浮かべただけで、それには答えず、

「つまり、私にとっての魔力と同じなのだなと思うぞ」

　そんなことを言った。

「ラーナ様にとっての魔力？」

「ああ、魔力は私の世界を彩るすべてだった」

　ラーナはなにかを懐かしむような穏やかな顔になり続けた。

「昔、幼い頃ころの私は世界に退屈していたんだ。優秀だったので、だいたいのことは簡単にできてしまった、楽しいと思えることがなくてな。いつも、つまらないなとばかり思っている可愛かわい気げのない子どもだったんだ」

　それは前にどこかで聞いたことがある話のようだった。完かん璧ぺきすぎて何にも興味が持てないという恵まれているようで、どこか寂しい人。

「だが、そんな私に、ある日、知人が魔力に関する蔵書を多量にプレゼントしてくれてな。その知人が少し変わった人で、子どもが読むようなものでなく、大人でも難しいような難解なものが多かったんだ」

　なんと、子どもに難解な魔力の本なんて……私なら貰もらったらすぐに本棚の奥で眠らせてしまいそうだ。

　しかし、ラーナはそうはならなかったらしい。

「少し読んですぐはまってしまったんだ。初めて面白いと感じて、貰った本を一気に読み漁あさった。かなりたくさん貰ったのだが、二，三日で読み終えてしまった。そして、読み終える頃にはすっかり魔力というモノに夢中になってしまっていた。幸い、私自身も魔力持ちだったので、色々と試してみることができたから、よりはまっていったな」

　なるほど、そうして今のこの魔力オタク的なラーナができあがったという訳か。

　フムフムと聞いている私に、ラーナは、

「そういえば、この話をちゃんとしたのは、カタリナで二人目だな」

　などと言った。

「えっ、そうなんですか？」

　てっきり色んな人に語られている話かと思った。

「まぁ、そう誰にでも聞かせようと思う話ではないしな。話したのはカタリナと、相棒くらいかな」

「相棒？」

「ああ、私の婚約者だ」

「ラーナ様の婚約者!?」

　驚いた。まさか、こんな魔力にしか興味がなさそうなラーナにも婚約者がいるなんて。

　いや、でもラファエルからラーナはそこそこの身分の貴族でもあるようだとも聞いていたので、まぁ、ありえない話ではないのだが……。

「ど、どんな方なんですか？」

　気になって聞いてみると、ラーナは一言。

「変人だ」

　と答えた。ああ、類はなんちゃらと言うものな……。

　そうかでもラーナの婚約者、一回くらい怖いもの見たさであってみたい気もする。

　婚約者……ああ、そう言えば。

「思い出した！」

「な、何がだ！」

　突然、そう言った私に、ラーナが驚いた顔で聞き返してきた。

「ああ、すみません。ラーナ様の子どもの頃のお話を聞いてどこかでも同じような話を聞いたことがあるなって思っていたんですが、それを思い出して」

「ほぉ、それはどこだったんだ？」

「ああ、はい。ジオルド様でした。ジオルド様も何でもできて何にも夢中になれないって聞いたことがあったんで」

　まぁ、実際は本人から聞いたわけではなく。前世のゲームのシナリオで読んだだけなのだが。

「そうか、ジオルドもそうだったのか、なら彼も無事に夢中になれる大切なものを得られたわけだな」

「……？　いえ、ジオルド様はまだそういったモノは得られていないと思いますが」

　だって本来ならマリアに出会って恋をして、夢中になるはずだったけど、残念ながら恋は始まらなかったので、ジオルドはまだラーナのように夢中になれるものは見つけられていないはずだ。

「……これはなんとも報われないな」

「？」

　ラーナはなぜか深くため息をついた。

「まぁ、それでも夢中になれるものが得られただけでもそれは幸せなことだ。そうして一つを得るといっきに周りが華やかに見えるようになる。それに楽しいと思えることも段々と増えていくからな。今の私のようにな」

　ラーナはそう言ってにっといたずらっ子のように笑った。そして、

「よし、そろそろ、集合時間だ。馬車に戻ろうか」

　と言った。

　そうして私たちはお菓子を片手に馬車へと戻った。

　そうしてお菓子を持って帰った私に、ジオルドは『お菓子ばかり食べていたのではないですか？』とか言ってきたので、お土産みやげのお菓子の量を減らしてやった。

　ジオルドの分は『わぁ、美味しそうですね』と喜んでくれたマリアにあげた。

　皆もキースについての情報は得ることができず、私たちはさらに馬車で先に進んだ。







　馬車の中でお菓子を食べつつ、楽しくおしゃべりをしているうちに次の町に到着した。

　学園からはだいぶ離れており、さきほど寄った町よりだいぶ大きな町である。

「わぁー、大きな町」

　馬車の窓から見えた景色にそう声をあげると、

「そうだな、この辺りでは一番大きな町だな」

　ラーナが教えてくれた。

「うむ。もう日も傾いてきているから、今日きょうはこの町で休むことにしようか」

　と言うラーナの一言により初日はこの町で休むことになった。

　馬車を降りて町に入ると、さすがに城下ほどではないがだいぶにぎわっていた。

　先ほどの町の倍以上の人と、たくさんの店がならんでいた。

　ラーナとソラは以前、訪れたことがあるということだったが他のメンバーにとっては初めての町だった。

　先ほどの町も私にとっては初めての町だったが、私たちの住むところからあまり離れていない場所だったから、景色も店も、売られているものも馴な染じみのものが多かったが、ここの町はだいぶ違った。

　雰囲気もだいぶ違い、売っているものも目新しいものが多い。店に並ぶ様々なものに目移りしてしまう。

　そして私は目に飛び込んだものに思わず立ち止まった。

「わぁ～、これかっこいい。いいな～欲しいな」

「カタリナ、遊びにきているわけではないのですよ」

　完全に観光気分ではしゃぐ私に、ジオルドから突っ込みが入る。

「うっ、そうでした」

「まぁ、でも気に入ったのなら買ってあげましょうか？　どれが気に入ったのですか？」

「え、本当ですか！」

　なんという気前のよさ、さすが王子様。

　まぁ、我が家も公爵家ではあるんだけど、私だけは『無駄づかいをするとダメだから』とあまりお小遣いを貰えないのだ。

　そのため、買うものは厳選しなければならず、だいたいが野菜苗や種や肥料に消えてしまい、割と常に金欠なのだ。

　しかも、さっきの町でお菓子をけっこういっぱい買ってしまったので、今後のことを考えると節約しなければならない。

　なので、ここはお言葉に甘えてしまおう！

　私は、気になっていたモノを手に取り『これです！』とジオルドの前に掲げた。

「え！　これは……」

　ジオルドの表情が少し引きつった気がした。そして、少し間をおいて。

「え～と、これは何の道具ですかね？」

　と聞いてきた。なので、

「わかりません。でもすごくかっこよくないですか！」

　私は興奮気味にそう答えた。

　私が気にいって、手に取ったものは片手におさまるくらいの丸い形の道具だった。なんとなく鏡のようにも見えなくはないが、鏡は付いておらず円を囲うように装飾品が付いている。

　用途はまったくわからないが、その見た目はなんだか魔法の秘密道具的な感じで（むしろあの不細工クマより魔法道具っぽい）すごくかっこよかった。

　なんとなく『いでよ』と叫べば召喚獣とか出てきそうな感じだった。

　そのなんともかっこいい作りに前世のオタク魂が刺激され欲しくなってしまったのだ。

　とにかくかっこいいから欲しいと言う私の主張にジオルドは『はぁ』とか曖あい昧まいに答えて、

「とりあえず、何に使うのかも店主に聞いてみましょう」

　と現実的な返答をしてきた。

　なので、とりあえず店主に尋ねてみれば、

「ああ、それは装飾品だよ」

　年配の店の店主はそう答えた。

「ただの装飾品ですか？　誰か有名な方の作品なのですか？」

　ジオルドの問いに店主は少し困った顔をした。

「いや、誰が作ったかはわからないんだよ。なかなか買い手がなくて他の店から流れ流れて来たものでね。うちにももうかなり置いていて売れる気配がないから、そろそろ手放そうと思っていたところなんだよ」

　ようはどこにいっても売れ残りでひたすら市場をくるくる回っていたものらしい。

　この店主も知り合いの店主からわずかな額で譲り受けたものだということだった。

　ということで、かなりの安値で買うことができました。いくらジオルドが気前よく買ってくれると言ってくれてもさすがにそんなに高いものは頼めないのでよかった。

「本当にそれでいいのですか？」

　と何度も聞いてくるジオルドに『これがいいんです』と買ってもらってしまった。

「ジオルド様、ありがとうございます」

　買ってもらった装飾品をしっかりポケットに仕舞い込みご機嫌にお礼を言うと、

「こんな安いものなんて、もっと高いものでもよかったのに」

　と言われた。

「そんな、今までも野菜の苗とか色々、買ってもらっているのに高いものなんて申し訳ないですから」

「そんなこと気にしなくていいのに、だって僕らは婚約者じゃないですか」

「いえ、でもそれは……」

　確かに今は婚約者だが、それは今だけの話で、今後ジオルドに好きな相手ができれば……あれ、私、キースの家出で頭いっぱいになって何か大事なことを忘れているような……。

　考え込む私に、ジオルドがすっと手を伸ばしてきて髪に触れた。

　なんだか心臓の鼓動が大きくなった。

「ねぇ、カタリナ、キースのことで頭がいっぱいで、忘れてしまっているようですが、以前にも言いましたが僕は……」

「はい。お二人とも姿が見えないと思いましたら、こんなところで道草してらしたんですね」

　突然、現れたソラがそう言ってジオルドの手をとった。

　髪にかかっていた手がはずれ、思い出しかけたものも、わからなくなった。

「……ソラ、わざとですか？」

　ジオルドがソラに険悪な目を向けた。

　なんだか、さっきまでニコニコしていたのに一気に機嫌が悪くなった感じだ。一体、なぜだ。

　そんなジオルドを前にしてもソラはニコニコ笑ったまま、

「はい。頼まれておりますので」

　と答えた。

「頼まれた？」

　怪け訝げんに眉まゆを寄せるジオルドにソラはニコニコしたまま、

「はい。メアリ・ハント令嬢より正式に魔法省を通して依頼がありまして『カタリナ様の身の安全の確保』というもので」

「……それは、僕の邪魔をすることも含まれているのですか？」

「はい。むしろそれがメインとのことですので」

「……」

　ジオルドは険しい顔で黙り込んでしまった。

　なんだかわからない部分もあったが、とにかくメアリが私の旅の安全を魔法省に依頼してくれたらしい。特に危ない旅ではないのだがそれでも友人の気づかいに嬉うれしくなった。

　私は優しい友人を持ったものだ。

「では、宿も決まりましたので向かいましょう。ラーナ様とマリアさんもそちらで待っていますよ」

　そう、ソラに促され私たちは本日の宿へと向かった。

　ジオルドは『やられた』『ここまでするとは』とかよくわからないことをぶつぶつ呟つぶやいていた。何かあったのだろうか？







　宿はラーナが目星をつけてソラがとってくれたらしい。本当に頼りになる。

　部屋二室で、私とラーナとマリア、ソラとジオルドとなった。

「部屋の空きが少なくて、一人部屋が取れずにすみませんでした」

　と言われたが、私としてはなんだか前世の修学旅行みたいでちょっと嬉しかった。

　今世はいつも一人部屋だからな。なので部屋に入るとテンションがあがり、

「私ここのベッドでもいいですか？」

　とウキウキ尋ねて、許可を得るとベッドにダイブした。

　いつもなら、あまりそんなことはしないけど（アンに怒られるから）修学旅行のテンションで浮かれているのだ。

　そんな私にマリアは驚いて、ラーナは『楽しそうだな』と笑顔をくれたけど……ラーナの横にちょこんと立ったクマと偶然に目が合うと、また小馬鹿にしたように『フン』とした表情を浮かべられた。

　本当にいけ好かないクマだ。

　各部屋を確認し、食堂で夕食を取ることになった。

　皆でワイワイと食べるご飯に、目新しい料理にさらにテンションがあがった私は、

「ああ、これも美味しそう、これも、あ～、これも」

　かなり食べすぎてしまった。あいまにジオルドが『あまり食べすぎるとお腹を壊しますよ』と忠告してくれたけど、テンションがあがりすぎて頭に入ってこなかった。

　こういう時に、キースがいると『もう食べすぎです、義姉さん』と強制的に食べ物を撤去して目を覚まさせてくれるのだけど……今、ここにキースはおらず――結果、部屋に戻る頃にはもうお腹がパンパンで、動くのも苦しいくらいになってしまった。

　ジオルドにはやっぱりという顔をされ、クマには『馬鹿め』という感じの冷たい視線を浴びせられた。……次からは気をつけよう。

　なんとかパンパンのお腹を押さえ部屋に戻ったが、起きているのも苦しくてベッドに横になり、お腹が頑張って消化してくれるのを待った。

　本当ならこれからが本番でラーナやマリアとガールズトークをしたかったのに……お腹が苦しすぎて、とてもできそうもない。悲しい。

　そうして私がパンパンのお腹を抱えベッドでうんうん言っている間にラーナは、

「少し用があるので出かけてくる」

　と出ていってしまった。

　夜の観光に行ったのかしら？

　しばらくお腹を抱えてうんうん言っていた私だったが、気が付けば少し眠ってしまっていたらしい。

　目を開けると、部屋はもう暗くなって、ランプの灯あかりがともっていた。

　ラーナはまだ出かけたままのようで、マリアだけがベッドに腰掛けていた。

　マリアはもう寝間着なのだろう、ゆったりしたワンピースのようなものに着替えており、ランプの灯りに照らされた金色の髪はいつもより淡く見えて、なんだかいつもと違ったなんともいえない色っぽい雰囲気を醸し出していた。

　そんなマリアに思わず見み惚とれていると、私の視線に気が付いたのか、マリアがこちらを向いた。

「目を覚まされたのですね？　お腹はもう大丈夫ですか？」

　まるで聖女様のような表情でそう聞かれ、なんだか照れてしまい、

「もう大丈夫！　全快よ！」

　と無駄に勢いよくベッドから身体を起こした。

「よかった」

　マリアは嬉しそうに微笑ほほえんだ。

　そんなマリアのとびきりスマイルを見つめながら、私はつくづくマリアは魅力的な女性だなと思っていた。

　学園で初めて目にした時にもその愛らしさに驚かされたが、こうして親しくなればなるほどマリアの魅力は増していく気がする。

　初めこそさすが乙女ゲームの主人公、生まれながらに最強のスペックがそなわっているのねとか思っていたが……そうではないのだ。

　マリアのよいところは、彼女が頑張って手に入れたもので、主人公だから初めから持っていたものなんかじゃないのだ。それに気づくと、マリアがさらに素敵に見えるようになった。

　優しくて、気配りができて、頑張り屋なマリアが私は大好きだ。もう私が、男なら絶対、嫁にと懇願していると思う。

　そう思うと本当に、なぜゲームの終わりが友情エンドであったのかいまだに謎なぞである。

　なんで、こんなに素敵なマリアが誰とも結ばれなかったのかしら？　もう逆ハーレムエンドでもおかしくないと思ったのだけどな。

　私の周りの男どもは本当に見る目がないのか、それともアプローチの方法がわからず、尻しり込ごみしているだけなのか。

　もし、そうならぜひ相談してくれればアドバイスするのに。

　前世、今世と恋愛経験はゼロの私だが、漫画や乙女ゲーム、また今世ではロマンス小説の知識を豊富に持っているのできっとよいアドバイスができると思うのにな。

　前世でも、今世でも誰も私に恋愛ネタを振ってはこない。ガールズトークで聞き出そうとしても友人は皆、『好きなのはカタリナ様です』とか言ってはぐらかすのだ。

　つくづく三次元では恋愛に縁がない。

　いや、でも今日はせっかくのお泊まりである。今日こそ、マリアと人生初の恋愛トークを繰り広げたい。よし、いくぞ！

「あの、マリアは……ってあれ？　マリアなにしているの？」

　意気込んで恋愛トークをしようと再度マリアを見れば、何やらマリアは作業中であった。

「あ、はい、この子のお手入れを少し」

　そう言ってマリアは膝の上にチョコンと乗ったクマを示した。どうやら、布でクマの身体を綺き麗れいに拭ふいていたようだ。

　その表情は何やらニコニコと楽しそうで、また拭かれているクマの表情もなんとも満ち足りている様子だ。

「この子、とっても可愛いですよね」

　マリアはそう言って不細工クマを愛いとおしげに撫なでた。

　確かに、顔は不細工なクマだがその仕草は（私以外の人の前では）かなり可愛らしくマリアは今日だけですっかりこのクマに夢中になってしまっていた。

　マリアの膝ひざで撫で撫でされクマは嬉しそうにマリアの膝にすりすりした。それは愛らしいしぐさだ。

　なんだかだいぶ腹が立った。むっとしてクマを見ていると目が合った。

　するとクマの奴やつは『羨うらやましいだろ』と言わんばかりの表情をした。

　……実に腹立たしい。そもそも、初対面の時からなんなのだこのクマの態度は！

　他の人に対しては可愛いしぐさで寄っていくのに、私にだけこの態度、差がありすぎるのではないだろうか。

　私はクマを精一杯睨ねめつけてやった。すると、そんな私を見てマリアが完全に誤解したらしく、

「あ、カタリナ様も触りたいですよね。どうぞ」

　とあろうことかクマを差し出してきた。

　いや、いらない。マリアの気づかいは嬉しいけどそもそも私、このクマのこと少しも可愛いと思えないから。

　だが、ニコニコと笑顔でクマを差し伸べてくるマリアにいらないとも言い出せずに、とりあえずクマを受け取る。マリアからは見えないだろう位置でクマの方も嫌そうな顔をしていた。

　クマめ、こっちだって不本意だ。

　しかし、そんなクマもとりあえず空気を読んだらしく大人しく私の膝の上におさまっていた。

　だが、少ししてマリアがトイレに立って部屋からいなくなると、クマはすぐにぴょんと私の膝をおりて、まるで汚いものの上に座っていたというようにその短い手でお尻をパンパンと払った。

　そのあんまりな態度にまた腹がたち、私も負けじとクマの座っていた膝の部分をことさらにパンパンと払ってみた。

　すると、クマの方はまた小馬鹿にしたような表情で今度は『はぁ～』という風に肩をすくめた。

「な、なによ！　その態度！」

　思わずそう叫ぶと、さらに馬鹿にしたような目を向けてくるクマ。

　先ほどまでマリアの膝にすりすりしていた奴とは別人、いや別クマのようだ。

　そうしてどうも私を小馬鹿にするクマとの睨み合い（睨んでいるのは私だけでクマのほうは馬鹿にしたような目を向けているだけだが）を続けていると、マリアが戻ってきた。

　そしてベッド上で距離をとっている私とクマを見て、

「あれ、カタリナ様、もうこの子はいいんですか？」

　と無邪気に聞いてきたので、

「ええ、もう十分だわ」

　とクマを再びマリアのところに戻した。

「じぁあ、今日は私が抱っこして寝ちゃおうかな」

　そう言うマリアに抱かれて、クマは嬉しそうに甘えた様子を見せた。

　なんていう変わり身の早さ、さっきまであんなに私を見下している様子だったのに、今ではもう可愛いマスコットにしか見えない。すごい猫かぶりな奴だな、クマのくせに。

　結局、クマはマリアが抱っこしてベッドに入った。

　なので、私もとりあえず寝間着に着替えて、再びベッドにもぐり直した。

「ふふふ」

「どうしたのマリア？」

　ベッドの入って少しするとマリアの方から可愛らしい笑い声が漏れてきたので、尋ねると、

「なんだかとても嬉しくて」

　と返ってきた。

「嬉しい？」

　何がだろう？　クマか、クマと眠れることがだろうか？　マリアはそんなにクマがいいのか？

　そんな猫かぶりの意地悪クマの奴が……。

「はい。私、魔力が発現してからお友達がいなかったのでこんな風に身内以外の誰かと一緒に眠ったことがなくて、つい嬉しくなってしまって」

　ああ、そういうことか、ついクマに敵対心を燃やしてしまった。

「……あ、すみません。キース様がいなくなって大変な時に不謹慎なことを言ってしまって」

　そう申し訳なさそうな声を出したマリアに、

「私もちょっと楽しいなって思ってた」

　と私も暴露すると、マリアはまたクスクスと笑った。

　なんだか、マリアも同じ気持ちでいることがとても嬉しかった。

「ねぇ、機会があれば今回だけじゃなくて、また一緒に出かけましょう。次はメアリやソフィアも誘って皆で」

　そう言うとマリアは「はい」とすぐに返事をしてくれた。そして、少し間をあけて口を開いた。

「……カタリナ様、私、学園でカタリナ様に出会うまではいつも夜寝る時にベッドの中に入るととても寂しい気持ちになっていたんです。でも、今はとっても楽しくて嬉しい気持ちになるんです」

　マリアは今でこそ友達も増え楽しそうにしているが、学園に入るまでの彼女の生い立ちを考えれば、それはつらいことも多かっただろう。そう考えると、今、こうしてマリアが嬉しい気持ちになれるようになってよかった。うむうむ。

「だから今、私がこうしていられるのはカタリナ様のお蔭かげなんです」

「！」

　え、なんでなんで私のお蔭、マリアったら寝ぼけているのかしら？　じつは布団に入って半分眠っちゃってるのか！

「な、なに言ってるのマリア、そんな訳ないでしょう！　今のマリアがあるのはマリアが頑張ったからで私は何もしていないわ！」

　私が寝ぼけマリアに慌ててそう返すと、薄暗い部屋の中でもマリアの頬ほおが赤くなったのが見えた。そして、その目がうっすら潤んでいる。

　あれ？　あくびだろうか？　それに頬の赤みはなぜだ？

「……カタリナ様、どうかずっと傍そばにいさせてください」

　潤んだ目を向けられそんな告白みたいな台詞せりふを言われれば、私の頬も熱くなる。

「……はい」

　返した言葉はちょっと裏返っていた。

　いや、マリアの魅力凄すごすぎる、

　このままマリアと見つめ合って話していると本格的にいけない世界に入っていってしまいそうな予感を覚え、私は再び横になり目を閉じた。

　目を閉じ横になると、一日ハイテンションで騒いだせいか一気に眠気が襲ってきて、あっという間に再び眠りのそこに落ちてしまった。

　結局、ラーナがいつ戻ってきたのかはわからなかった。

　ちなみに恋愛トークをし忘れたことに気が付いたのは次の日の朝だった。







★★★★★★







　私、ラーナ・スミスことスザンナ・ランドールは、本日泊まっている宿から少し離れた建物の屋上にやってきていた。

　この辺の屋上で一番高いものが、この建物のものだったからだ。

　一応、持ち主にきちんと許可もとった。とらなくてもあがってはこられただろうが、あとあと面倒なことになるかもしれないので。

　なぜ一番高い所にくる必要があったのかは、これから使う魔法道具のためだ。

　私は鞄かばんから取り出した魔法道具を空に掲げた。そうしてしばらくすると、道具がフルフルと震え出した。

「よし」

　これはうまくいきそうだ。私はその魔法道具に向かって声をかけた。

「あー、こちらラーナ・スミスだ。ラファエル・ウォルト聞こえるか」

『はい。聞こえていますよ。ラーナ様』

　道具からは少し不機嫌そうな部下の声が響いた。

「成功だな」

　私はにやりと笑みを浮かべる。

　この魔法道具は遠距離にいても会話できるという素晴らしいものだ。もう何度も試作を繰り返しようやくここまでこぎつけた。

　ただ風の魔法を応用しているため、室外、それもそれなりに高い所でないとうまく使えないというのが唯一の難点である。

　しかし、これから改良を重ねれば実用化できるかもしれない。これは戻ったらまた新たに改良を加えて……。

『ラーナ様、ラーナ様、聞いていますか？』

　少し自分の思考に沈んでしまっていると、ラファエルがさらに不機嫌そうな声で呼びかけてきた。

「ああ、すまない聞いてる、聞いてる。それで、そちらの方はどうだ」

『どうだじゃありませんよ。一切合切仕事を全部、僕に押し付けて突然、旅に出るとか本当に勘弁してくださいよ』

　情けない声を上げる部下に、

「しかし、お前なら問題なく回せるだろう。お前の優秀さは魔法省でもトップクラスじゃないか」

　私がそう言い切ると、ラファエルは、

『……そんなことは』

　と言いつつ照れたような声を出す。

　ちなみに、これは別におだてて言いくるめようと思った訳ではなく、確固たる事実である。

　昨年、ある事件を引き起こし魔法省預かりの身となったラファエルだったが、やってきた経緯が経緯であったため魔法省の部署の中でもなかなか引き取り手がなかった。

　そんなラファエルを率先して、自分の部下へと引き入れたのは初めこそ未知な力に関わった人物への好奇心だったが、今ではその優秀さにとても助けられ、本当に素晴らしい部下を得たと思っている。

　よって、魔法省の仕事は彼に任せておけば大丈夫だろう。なので私は話題を変え、頼んでいたことを尋ねた。

「例の調査の方は進んでいるか？」

　ラファエルは小さくため息をつきつつ答えた。

『……はい。そちらの方もなんとか』

「さすが私の部下。でどんな状況だ？」

　私のその問いにラファエルの声が真剣味を増した。

『はい。クラエス公爵も独自に色々と動かれていますが、いまだに手掛かりは見つかっていないようです。クラエス公爵からの依頼を受けた役人や、魔法省もそれは同じようです』

「そうか、あのクラエス公爵を出し抜くとは敵もなかなかだな。それで闇の魔力を使用している者がいるらしいという噂うわさの方はどうだ？」

『そちらの方はかなり確かなものかと思われます。実際に魔力にかけられたかもしれない人物も見つけました』

「そうか、そちらは確定か……」

　闇の魔力を使っている者が再び現れたという噂が入ったのが数週間前のことだ。正直、まだ情報が漏れていたのかとうんざりした。そして、

「それで、その闇の魔力とキース・クラエスの失しっ踪そうの関係性はどうだ？」

『それもまだわかりません』

「そうか……」

　この二つの報告が入った時、私はこの二つの事柄がどうしても無関係なものとは思えなかった。

　カタリナの義弟キースの失踪に、再び流出した闇の魔力、この二つは、つながっている気がしてラファエルにこうして調査させていた。

「ああ、そうだ。それとジェフリー王子にも私の名で調査協力の依頼を出しておいてくれ」

『ジェフリー王子にですか？』

　不思議そうな声を出すラファエル。

「ああ、いくつか貸しがあるからここで使わせてもらおう。それに、協力しないなら例の道具は渡さんとも伝えておいてくれ」

『……はぁ』

　ラファエルは少し困惑したようだったが、それでも深くは追及せずに頷うなずいた。

　それから、しばらく沈黙し、そして再び口を開いた。

『あの……それでカタリナ様の様子は？』

　心配そうに尋ねてきたラファエルに、そういえばこの部下もカタリナ・クラエス溺でき愛あい同盟の一員だったと思い出す。

「安心しろっと言っていいのか、鈍すぎて心配した方がよいのかキースの失踪は間違いなく家出だと思い込んでいる。そして見つけて謝ればすぐに戻ってきてくれると信じているから普段どおりに元気にしている」

『そうですか、元気にしているなら何よりです』

「ちなみにマリアの方もそんな感じで家出説を信じている。彼女たちの純粋さには恐れ入るよ。ただ、ソラとジオルド王子の方はさすがに何か感づいているようだが、直接はなにも言ってこないな」

『そうですか、しかし何か言ってくるようなら説明した方がいいのでは？』

「そうだな。その時にはちゃんとするさ。しかし、まだ憶測の域を出ないことばかりだからな。まぁ、私はこちらの方で色々と調べてみるから、お前はそちらで引き続き調査を頼む」

『わかりました』

「頼むよ、私の優秀な部下よ」

　最後にそう言って会話を終えようとすると、向こう側で『まったく』とため息をつかれた気配がした。

　しかし、そんな風に言いながらもきっとラファエルはちゃんと調べてくれると信じていた。

　そうして、私は今日の宿へと戻る。

　宿では、キースは家出しただけと信じて休んでいるカタリナがいる。

　彼女はまさか、キースが何者かにさらわれ、しかもそこには闇の魔力を使う者がいるかもしれないなどと夢にも思っていないだろう。

　そして、その危険があるからこそ、私が光の魔力保持者マリアと闇の魔力保持者ソラを伴って旅についてきたなんて考えもつかないだろう。

　純粋なカタリナを見ていると私もただの家出であってくれと思わずにはいられない。

　クラエス公爵も妻や娘には心配かけまいと、さらわれた可能性を告げずに必死にキースの捜索を続けている。

「どうか、無事でいてくれキース・クラエス、君の純粋な義姉のためにも」

　私は夜空に向かってそう呟き、宿への道を歩んだ。







★★★★★★







　宿での目覚めは爽そう快かいだった。いつもならアンの『いつまで寝ているんですか！』という怒り声で目を覚ますところをマリアの『カタリナ様、そろそろ起きないと本当に寝坊してしまいます』という優しい声で起きられたのだから気分も違う。

　ただ、だいぶ時間が迫っていたため準備を最速で行わなければいけなかったのが大変ではあったが。マリアがたくさん手伝ってくれたのでなんとか間に合った。

　ラーナがいつ戻ってきたのかわからなかったが、私が起きた時にはもうすでにしっかり支度を終えて優雅に紅茶を飲んでいた。

　ジオルドも王子様ではあるが自分で問題なく身支度ができるらしく、いつもどおりきちっとした服装で待機していた。

　それでも二人とも、ワタワタと遅れて登場した私に笑顔で挨あい拶さつをくれた。唯一、ラーナの傍にちょこんと座ったクマだけが『駄目な奴め』と言いたげな視線をよこしたので、こちらも『生意気なクマめ』と睨んでおいた。

　ちなみにソラがいなかったので私以上の寝坊かと思ったら、先に町でキースについての情報を集めに行ってくれていたらしい。なんて仕事のできる男なんだ。

　しかし、残念ながらここでもなんの情報も入らず、とりあえず私たちはさらに先へと進むこととした。

　情報が入らないということで、本当にこのクマが正しいのだろうかと疑いも出てきたが、ラーナが大丈夫だと強気に言うのでとりあえず信じるしかない。

　私たちは再び馬車に乗り次の町を目指した。

　馬車の中では昨日きのうですっかりマリアに懐いたらしいクマが、その膝に座り撫でてもらっている。その表情はとても愛らしいが、私と目が合った時だけはまた小馬鹿にした目をする。実に失礼でいけすかないクマである。

　旅はとりあえず問題なく進んでいるが、私とクマの仲は悪くなる一方である。

　正直、ぬいぐるみ相手に大人げない気もするのだが、そもそもはあちらがこちらを馬鹿にしたような態度をとって険悪にしてくるのだから仕方がない。

　そんな私たちを乗せて今日も順調に馬車は進んだ。

　間の町で何度か馬車をおりキースについての情報を聞いてまわったが、結果は芳しくなかった。

　それでも、今はとりあえず進むしかないと馬車を進め、やがてまた日が暮れようとしていた。

　出発から二日目、私たちは日暮れに到着した町で、宿をとり休むことにした。

　本日泊まる町は、昨日泊まった町とは打って変わり小さな田舎町だった。

　昨日の町のように市場のようなものもなく、道もきちんと整備されておらず、そこら中から雑草が伸び放題になっている。

　町はずれの指定の場所に馬車をとめ、そんな道を宿まで歩く。

　もっと大きな町ならたくさんの店を横目に見ていくが、今日は道端の草くらいしか見るものもなかったので、草を眺めつつ歩いていると、懐かしいものを見つけた。

「あ、この実！」

　立ち止まりそう言って草をとった私に、隣を歩いていたマリアが不思議そうな声を上げた。

「なんですかそれは？」

　私は久しぶりに発見したバカの実を掲げた。

「やたら身体にくっついてくる実だよ。知らない？」

　そう聞くとマリアは『はい。初めて見ます』と答えた。

　そういえば、今世では私も初めてお目にかかるのかもしれない。もしかして私たちの住んでいる辺りには生息していなかったのかもしれない。

　前世では、山をかけずり回った後にはそれこそ服じゅうにこの実がくっついてとれなくなって母によく怒られたものだ。懐かしい。

　初めて目にしたと言うマリアに、『とにかくすごく、くっついてくるんだよ』と一つとって服にペタリとくっつけると、

「本当ですね」

　マリアは可愛い顔で驚いてくれた。

「なんて名前の植物なんですか？」

　と尋ねられ『バカの実』と答えようとして、ハタと思った。バカの実ってきっと正式名称じゃないよね……これ本当はなんて名前なんだろう？

「……え～と、ごめん。名前はわからない」

　自分からふっといて名前わからないとか少し情けない気がしたが、マリアは、

「そうですか、なんて言うんでしょうね？」

　と普通に返してくれた。天使マリアはこんなことくらいで人を馬鹿にしたりしないのだ。

　しかし、昨日からすっかりマリアにべったりで、今もその肩に身を置いているいけ好かないクマの方はそうはいかない。

『お前、自分からふっといて名前も知らないとか、じゃあ話ふるなよ、馬鹿め』という台詞を顔で語ってきた。

　仲は悪くなる一方なのに、なぜかクマの考えていることがどんどんわかるようになっていくこの腹立たしさ。

　このクマめ～！　私は手にしていたバカの実を握りしめ、そこでハタといいことを思いついた。

　そして、バカの実を手に『今に見ていろクマ』と悪い笑顔を浮かべる。







　宿について皆で食事をとった。田舎特有の素朴な料理はとても美味しかったが、昨日の経験を活いかし、今日は食べる量をセーブした。

　食事を終え、それぞれ部屋に戻ったが、ラーナはまた用があるとのことで出ていった。

　昨日は観光にでも行ったのかと思っていたが、何やら魔法省の方でやっておかなければならない仕事があるらしい。大変である。

　なので、私はマリアと二人部屋に入り、今日訪れた町のことや、学園でのことなど他愛のない話をして時を過ごした。

　そして、しばらくしてマリアがトイレへと席をたった。

　私は、今がチャンスとばかりに先ほど確保していたバカの実をそっと鞄からとり出した。

　そして、マリアのベッドにちょこんと座っている憎きクマ目がけて一気に投げつけてやった。

　すると、予想どおりにクマはバカの実だらけになった。

　はっはっはっ、生意気なクマめ、おそれいったか、ぬいぐるみのくせにこの悪役令嬢カタリナ・クラエス様を馬鹿にばかりしていた報いだ。

　私は作戦の成功に悪役令嬢お得意の高笑いをした。

　クマの方はといえば最初は何が起こったのかわからず茫ぼう然ぜんとした様子だったが、しだいに状況が掴つかめてきたのか、私を睨みつけ、その短い手でバカの実を取り始めた。

　それは苦戦して実をとるクマを高笑いで見守っていると、マリアが戻ってきた。

　バカの実だらけのクマを見て『どうしたんですか？』と驚くマリアに『転んでこぼしてしまって』と言い訳をする。

　純粋なマリアはそれをあっさり信じてくれた。少しだけ良心が痛んだが、まさかクマに馬鹿にされた仕返しとかはさすがに言いにくい。

　結局、優しいマリアの手伝いを受けクマからバカの実は取り除かれた。

　バカの実の恨みでその後、クマはマリアの目を盗んで私を睨んできていたが、一矢むくいた喜びにご機嫌になり私は眠りにつく。

　ベッドに入ると、今日、バカの実を見つけたこと、それを使ってクマに一矢報いたことをキースに話したいなと思った。

　キースはいつもこうして寝る前や夕食の後なんかに一日の話を聞いてくれた。

　それは姉弟になってからずっと一緒で……こんな風に離れていたことなんてなかった。
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　ああ、キース早く会いたいな。会ってちゃんと謝るからまた戻ってきて話を聞いて、話したいことがたくさんあるのよキース。







★★★★★★







　ポカポカと丁度よくそそぐ太陽の下、屋敷で一番大きな木の下に寝そべっていた。

　すると、釣りではしゃいで、だいぶクタクタになってしまったのでうっかり眠ってしまったらしい。

　そうしてとってもいい気持ちで眠ったのに、見た夢は昔の夢だった。暗く狭いところに閉じ込められたり、理不尽に暴力を振るわれる、そんな昔の出来事。

　今、僕は家族に愛され、大切にされている。あの時では考えられないほどの幸福な、幸福すぎる日々、それなのに、昔の出来事は時々こうして夢に現れる。

　まるで、今の生活が幻でお前はまだあの狭い部屋で一人震えているのだと言わんばかりに……。

　しかし、そんな夢にうなされて、目を開ければそこには心配そうな顔で覗のぞき込む女の子。

「キース、大丈夫？」

　キラキラ差し込む日の光を背にした彼女は本で読んだ女神様みたいに見えた。

「……大丈夫だよ、義姉ねえさん。少し怖い夢を見ただけだから」

「そっか、だいぶうなされていたから心配したわ。怖い夢かー、ならもっと早くに起こせばよかったわね。ごめんね」

「大丈夫だよ。心配かけてごめんね」

　しゅんとしてしまった義姉カタリナにそう声をかけると、

「ううん。でも、もしまたキースが怖い夢を見ているようだったら、次はすぐに起こしてあげるからね」

　そう言ってカタリナは『任せて』と胸を張った。







　目を開けてもそこにカタリナの姿はなかった。

　ああ、そうか昔のことを夢に見たのか……懐かしく幸せな夢だった。

　クラエス家に移ってしばらく僕はよく昔の出来事を夢に見てうなされていた。

　すると、あの頃特にお義姉さん風をふかせていたカタリナが『私が起こしてあげる。手を握っていてあげる』と色々してくれたのだ。

　好きな女の子に『寝るまで手を繋つないでいてあげる』とか、『添い寝してあげる』なんて言われてなんだか嬉しいような、情けないような複雑な気分になったものだ。

　それでも、しばらくするとそんな夢も見なくなっていた。

　そもそもカタリナと過ごす日々は新鮮で楽しくて幸福で、そんな夢を見ていたことも忘れてしまっていたくらいだ。

　久しぶりに思い出したのは……この状況のせいなのだろうか？

　僕は、光のささない部屋の中に手足を縛られ転がされていた。

　かつて自分を捨てた母に声をかけられ、見知らぬ男たちに引き渡され無理やりここに連れてこられた。

　それから、数年ぶりに再会した異母兄であるトマスに一方的に暴力を振るわれ続けている。

　そりゃあ、この状況では昔の夢のことも思い出すだろう。まるで昔の自分に戻ったような扱いを受けているのだから。

　それにしても一体、どのくらいの時間がたったのだろう。家族は、カタリナは心配しているだろうな。

　八歳で初めて得た温かく優しい家族に、愛しい人。それまでの僕が得ることができなかったものを惜しげもなく与えてくれた人たちに思いを馳はせる。貰うばかりで僕はまだ何も返せていない。

　ずっとここに転がされてはいるが、それでも朝と夜の食事なのだろうか、一定の時間になると粗末なものだが食料が与えられている。

　ということはとりあえずすぐに命を奪おうという訳ではないようだ。

　この先、ここの人間が、トマスが、自分をどうしようとしているのかはわからないが……それでも僕はまだこんなところで死ぬわけにはいかない。

　まだすることがたくさんある、与えてもらったものを返したい、それにカタリナともっと一緒にいたい。

　だから、与えられた粗末な食料を犬のように床に這はいつくばって食べている。生きるために。

　暗い部屋に冷たい床は幼い頃の虐げられてきた記憶を嫌でも思い出させるが、そんな記憶を打ち消すように僕はカタリナのことを思い出す。

　まるで太陽のように明るい笑顔、差し出される温かい手。思い出すだけで僕に力をくれた。

　トマスが何度か僕のところへやってきて無抵抗な僕に暴力をふるっている時も、カタリナのことを考えて過ごした。

　きっとここを出てカタリナの元へ戻る。その思いが今の僕の力の源だった。







　部屋に一つしかない扉が開いたのは、少し前に再びトマスがやってきて、激しく僕を罵ののしった後のことだった。

　そのため、またトマスがやってきたのかと思った。この暗い部屋を訪れるのは食事を運んでくる陰気そうな男の他には、トマスしかいなかったからだ。

　初めに目を覚ました時にいた女はあれ以来、ここには姿を現していなかった。

　しかしその時、部屋に入ってきたのは、最初に見たあの女だった。

　前に見た時と同じように無邪気な笑みを浮かべて一人部屋に入ってきた女は僕の前にしゃがみこむと、

「調子はいかが？」

　まるで天気を尋ねるように軽い口調でそう聞いてきた。

　女の意図がわからず黙って女を見返していると、

「まぁ、それだけしっかりした目をしていればまだ大丈夫そうね」

　と笑った。

　前に会った時にも感じたが、なんだかとても不気味な女だ。

　その見た目は確かに同じ年くらいの女であるのに、時折、まるで幼い子どものようにも見える。そして何をするかわからない危険な雰囲気を感じた。

　毎度、ここにやってきては暴力をふるっていくトマスよりも、この女の方がよほど怖いと感じる。

　僕はじっと黙って女の動きを見つめた。

　そんな僕に女はまた笑いかける。

「ふふ、普通なら身動き取れないままこんなところに何日も閉じ込められて、暴力をふるわれ続ければおかしくなってしまいそうなものなのにね。さすが、クラエス公爵家の後継者というところかしら？　それとも幼い頃の慣れなのかしら？」

　女のその言葉で、この女が僕のこれまでの素性を知っていることがわかった。

「……何が目的なんだ？」

　僕は女に問うた。

「ふふふ、それはね、あなたに落ちてもらいたいのよ」

「……落ちて？　どういう意味だ？」

「そのままの意味よ。あなたのいる公爵家という高みから底辺に身を落としてもらいたいの」

「……高みから底辺？」

　てっきり身代金目当ての誘拐かなにかと思っていたのに、女の口から出た言葉は意味のわからないもので、怪訝な顔をする俺に、女が再び笑みを向ける。

「トマスにね。お願いされたのよ。でもね……」

　そう言って女は言葉をきり、困ったような顔を作った。

「トマスはもうゆっくり待てないんだって、どんなに痛めつけても真まっ直すぐに向けられる目に耐えられなくなっちゃったらしいの」

　女は再び笑みを浮かべた。

「だからキース・クラエス。あなたには実験体になってもらうことにしました」

「……実験体？」

　不穏な単語に身体に悪寒が走った。

「そう、闇の魔法の実験体、ずっとやってみたい実験だったんだけどそれなりに強い精神を持つ実験体がないとできないし、それに一回したら実験体は壊れちゃうだろうから困ってたの。そしたら、トマスがあなたを壊してくれって言ってきたから丁度いいと思って」

「……闇の魔法の実験……壊れる」

　まるで悪意などないかのように語られる話に現実味は感じられず、僕はただ、茫然として目の前の女を見つめた。

「壊れると言っても身体はそのままよ。壊れるのはあくまで心だから、あなたの美しい身体はちゃんと残るわ」

『だから安心して』と女は微笑む。

「じゃあ、さっそく始めるわね」

　そう言った女の言葉に、やっと茫然としていた頭が動き、このままでは危険だと動こうとしたのだが……身体は動かなかった。それどころか、声を発することすらできなくなっていた。

　口を開けることも、見開いた目を閉じることもできず、微笑んで何か呪じゅ文もんのようなものを唱える女の姿を見ていた。

　やがて、目の前は暗闇へ変わる。

　そしてより暗い闇が僕を包み込むように迫ってきていた。

「いっぱいあらがってね。そうすればきっとより強いモノができるから」

　女の無邪気な声が闇の中で響いた。

　声にならない声で僕は必死で愛しい人の名を呼んだ。

　カタリナ――――。
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「！」

　誰かの悲鳴を聞いた気がしてベッドから飛び起きると、部屋には朝日が差し込んでいた。

　見慣れない部屋に一瞬、慌てたが、すぐにここが昨日から泊まっている宿だったことを思い出す。

　少し離れたベッドではマリアとラーナがまだ寝息を立てている。

　とても怖い夢を見た気がする。額にはうっすらと冷や汗をかいていた。

　なんだか、もう一度寝直す気になれず私はベッドを離れ、そっと部屋を出た。

　まだ早朝なのだろうが、働き者の町の人たちはもう働いているらしく外からも人の声がした。

　窓から見える田舎の風景が前世の家と重なり懐かしさに、寝間着のままだったが少し外に出てみた。

　お日様と緑の香りが嗅きゅう覚かくをくすぐった。怖い夢で乱れていた気持ちが少しだけ落ち着いた。

　しばらくそうして外に立ちぼーっと風景を眺めていると、

「カタリナ？」

　突然、背後から声をかけられた。振り向くとそこにはジオルドが立っていた。

　いつもきちんと整えられた身なりのジオルドもさすがにまだ完全に支度をしていないらしく、いつもよりラフな服装をしていた。

　しかし、ラフな服装をしていても、それはそれでまた色っぽい独特の雰囲気を醸し出しているのだからさすがだ。

「おはようございます」

　寝間着ではあるが一応、優雅に朝の挨拶をしたはずなのに、なぜかジオルドはどこか怪訝な顔をして、

「その頭どうしたんですか？」

　と返してきた。

「え？」

　頭がどうかしたのだろうか？　何のことか戸惑う私にジオルドは苦笑して、私の頭に手を伸ばし、そして、

「これ、頭中についていますよ」

　と私の頭からとったのであろうものを差し出した。

　渡されたモノをマジマジ見ると、それは、昨日のバカの実であった。

　え、なんでバカの実が！

　慌てて自分の頭に触れてみると、頭中にとげとげの実がくっついているのがわかった。

「……なんでこんなものが……」

　確か、昨日持っていた実はすべてクマにつけてやったはずだ。

　それでクマは必死にそれをとって……。

「……あっ！」

　そうだ、クマは自分の身についていたバカの実をとってどうしたのだろう？

　確かマリアが『捨てましょう』と言ったのを『自分でやる』的なジェスチャーで断っていたのを見た気がするが、その後、捨てたところまで見ていない。

　……ということは、この頭中についたバカの実は、おそらく……あのクマの仕業か～～！　きっと、昨日の仕返しにやり返されたのだ！

　やられた、まさかやりかえされるなんて、油断した！　私はくやしさに地団太を踏んだ。

　そうして、一人悔しさを噛かみしめる私をジオルドはなんとも言えない目で見つめていた。

　しばらくして、怒りが落ち着いた私の髪についたバカの実をジオルドがとってくれた。

　自分でもとろうとしたのだが、何せ見えないところであるのと、不器用であるのがたたってうまくとれなかった。

　それに引き換えジオルドの器用なこと、髪を引っ張ることもなくスムーズにその長い指で絡みついた実をとってくれる。

「はい。全部とれましたよ」

　ジオルドはそう言って私の頭をポンポンと撫でた。

「ありがとうございます」

　なんだか少し照れくさい気持ちになりながらお礼を言う。

「どういたしまして、ところでカタリナはこんなに早くからどうしたのですか？」

「ああ、はい。なんだか怖い夢を見て目を覚ましてしまって……」

「怖い夢ですか？」

「はい。よくは覚えていないんですが……ただすごく不安になって……」

　なんだかまだ思い出すと背筋が寒くなり、私は自分の身を抱いた。

　すると、ジオルドはその顔を曇らせた。

「……やっぱり不安がないわけじゃないのですね」

「？」

「僕にとってはなかなか厄介な相手ですが、君の大切な家族ですからね。本当はこの旅でもっとアプローチする予定だったんですが……今回は押さえておきましようか」

「？」

　ジオルドが言っていることの意味がわからない。そうして？マークを浮かべる私に、ジオルドは少し寂しそうな笑みで微笑んで、

「それに、せっかく自覚したこともすっかり忘れられてしまっているみたいですからね……今はここまでにしておきます」

　そう言うと、ジオルドは突然、私に腕を伸ばしてきた。

　そして、伸びてきた腕は私を引き寄せ、気づけば私はジオルドの腕の中にすっぽりと包まれていた。

　突然のことにひどく驚いたが、その温かで力強い腕の中におさまると、先ほどまでの背筋の寒さが落ち着いていく。

　ああ、そうか。ジオルドは私を安心させようとしてくれているのか。優しいな。

　私の周りは優しい人がいっぱいだ。私は本当に幸せものだ。

　そうしてしばらくジオルドの温かくて大きな腕の中に包まれていたのだが……突然、ぱっと離された。

　ん？　と目の前のジオルドを見ると彼の意志で離した訳ではなく、どうやら誰かが引き離したようだ。

「やぁ、おはようございます。ジオルド様、カタリナ様」

　横を見ると笑顔のソラが立っていた。

「……ソラ、このくらい見逃してくれてもいいと思うのですが？」

　苦い顔をしてソラを見てジオルドがそう言うと、ソラはニコニコと答えた。

「任務ですので」

「それだけではない気がしますけどね」

　どこか意味深な視線をおくるジオルドにソラは変わらず笑顔のまま、

「そんなことありませんよ」

　と言った。２人の会話の意味はよくわからなかったが、いつのまにか背筋に感じた寒さなどなくなり、今度はお腹に空腹を感じ始めた。

　ぐ～となった私のお腹を合図に苦笑した二人とへやに戻った。







　へやに戻り、着がえをすませると、私は食堂へ向かった。

　そして朝食の席につき、とりあえずお腹を満たした後に、バカの実の犯人を追及するとやはり犯人は予想どおりクマだった。

　しかし、クマの奴は何やら、わざとではなく片付けようとしたら偶然に私の頭のところにこぼしてしまったという私と同じような嘘をついてきた（しゃべったわけでなく身振り手振りであざとく可愛らしく説明した訳だが）。

　クマの本性を知らない皆は、それを信じたため、私も『嘘だ、絶対にわざとだろう！』と強く主張することはできなかった。

　何より私自身が、一度同じような嘘でクマにバカの実をかけていたからより言えない。

　結局、今回のことは私とクマの痛み分けとなった。悔しいが仕方がない。

　そうして関係がよりいっそう悪化したクマとともに、本日も馬車に乗り出発だ。

　今日で馬車を走らせ三日目だ。そろそろ位置的に国境の町に着く頃だと説明してくれたのはラーナだ。このまま進めば隣国へも入らなければならなくなる。

　正直、キースはそんなに遠くまで行っていないと思っていたので、ここまできたのには驚いた。本当にあのクマは正しくキースの後を追えているのだろうか。

　私はまだ今世で自分の国から出たことがない（まぁ前世でも生まれた島国から出たことはなかったが）。

　今世の私の国はそこそこの大きさであり、発展もしているからだいたいのことが国内でおさまる。

　さすがに王族であるジオルドやアランは何度か外交目的で行っているみたいだが、この辺では一番の大きさである我が国には他国から出向いてくる方が多いらしい。

　だからこのまま進むと私は今世初の外国に行くことになる。

　外国といってもこの辺りの国は皆、言葉も共通で、文化もそう大きく違わない。

　また前世みたいにパスポートが必要とかそういったことはないのだが、それでもやはり外国は外国であり、少しワクワクしてしまう。外国とはどんな場所なのだろう。







　国境の町の手前の小さな町で、ソラが再び少しだけ情報収集をしてくると言うので、『私も行きたい』と同行を願い出た。

　これまでの聞き込みはラーナとペアで回っていたので、まだソラと一緒に行ったことがなかった。

　なので、以前話に聞いた本物スパイさながらに生きてきたというソラの聞き込みとやらを一度、見てみたかったのだ。

　すると、ジオルドも『なら僕も一緒に』と言ってきた。

　ジオルドもプロの技を見てみたいのかしら？

　しかし、ジオルドの申し出は、ソラの『でしたら、ジオルド様は反対側からまわってください』という言葉によりにこやかに却下されてしまった。すると、

「じゃあ、僕がカタリナと行きますよ。反対側からはソラが一人で回ってください」

「いえ、こういう場所は僕の方が慣れていますので、僕が付いていた方が安全ですから」

「そうですか？　ソラ、僕は、君自体が危険な気がするんですけどね」

「まさか、僕はジオルド様よりずっと紳士ですから」

「どの口が、そんなことを言うんですか？　前の事件の際に君がカタリナにしたことはもうわかっているんですよ」

　そうして、なにやらよくわからないことを言い合い止まらなくなった二人の間に、空気など読まないラーナがガッと入り、

「なんだかよくわからんが、こんな所で色々言い合うのは時間の無駄だ。確かにソラの方がこういうところに慣れているのだから、カタリナが行くならソラと行ってもらう」

　との有無を言わせず決定した。

　最後まで、不服そうなジオルドはソラに『本当にわかってますよね？　カタリナは正式な僕の婚約者なのですからね』と言い、私には『くれぐれも気をつけてください』と何回も言ってきた。

　あんまりしつこいので、

「わかっていますわ、聞き込みの邪魔になることはしませんし！　迷子にもなりません！」

　と堂々と宣言すると、どこか遠い目を向けられた。なんだったのだろう？

　そうして、私はソラとともに町に聞き込みに出た。

　国境が近くなってきたからか、また一段と町の雰囲気も変わってきていた。

　小さな町なので店はあまりないようだが、それでも建物や、周りにある植物なんかも目新しいものが多い。

　思わず、キョロキョロしてしまう私を見てソラが苦笑を浮かべる。

「珍しいですか？」

「うん。目新しいことがいっぱいだわ。これまでの町も新鮮だったけど、ここも初めて見るようなものが多くて。私、今まで都にしかいたことがなかったから、こんな風に旅をするのは初めてで」

「そういえば、そう言っていましたね」

　そう言ったソラがクスクスと笑った。

「どうしたの？」

　と問うと、

「まさか、こんな風に本当にあんたと旅ができるなんて思ってもみなかったからな」

　ソラは前に会った時の口調に戻ってそう言った。

　そう言えば、ソラと過ごした時に彼の外国での話を聞いて一緒に旅に行きたいと話したのだだった。まさか、こんなにすぐに実現するとは思わなかった。

「あんたとは世界が違う、一緒にいられるわけないと思ったのに」

　ソラが以前と同じことを言う、なので私も同じように返した。

「何言ってるのよ、同じ世界にいるっていったじゃない」

「そうだな。こうして一緒に旅まで、できているしな。それもこれのお蔭かな」

　そう言ってソラがポケットから取り出したのは、前にあげた青色の石のブローチだった。

「わぁ、とっておいてくれたのね」

　学園祭で買ったたいして値の張らないものだったが、こんな風に持っていてくれたなんて、なんだか嬉しかった。

「当たり前だろう、あんたと俺の瞳ひとみの色の入った特別な石だ。これからだってしっかり大切にするさ」

　そう言ってソラは前に会った時のような無邪気な笑顔を見せた。

　それはこの旅の最中に彼が浮かべている上品そうな笑顔より、ずっと彼に似合っていた。

「ふふふ、やっぱりあなたは上品そうにしているより、そういう顔している方が似合っているわね」

　無邪気な笑顔を浮かべるソラにそう言うと、なぜか彼は笑顔のまま固まり、そしてその腕を伸ばしてなぜか、私をぎゅっと抱き寄せた。

「？」

　なんで突然、ハグ？　そう言えば、前にもこんなことをされた気がする。

　もしかして、ソラは外国人だからこれは外国流の挨拶なのであろうか？

　きょとんとする私に、ソラは苦笑した。

「本当にあんたは最強だな。なんでそんなに誑たらし込んでくるの」

　たらしこむとはなんぞや？　みたらしだんご？　今は団子の話なんてしてなかったはずだけど。

「……それでもって無防備すぎるな。これなら、ジオルド王子が心配になるのも仕方ないな」

　そう言うと、ソラは私を離した。

「本当はいつまでもこうしていたいけど時間もないし、何よりジオルド王子に見つかると面倒だから、聞き込みにいくとしましょうか？」

「……あ、うん」

　よくわからないが、やはり挨拶のようなものだったのだろうか？　団子の話でもなかったのかな？　まぁ、いいか。

　それから、私たちは町の人にキースについての情報を聞いて歩いた。







　しばらくまわったが、やはりここでも情報は得られなかった。

「う～ん。ここでも何もわからないか、このまま進むと本当に外国に行くことになるわね」

　私が少しワクワクしてそう言うと、

「なんだか、ちょっと楽しそうじゃないか？」

　とソラがいぶかしげな目を向けてきた。

　うっ、ばれたか……私は外国に入るということで少しだけワクワクしていることをソラに告げた。

　すると、ソラは少し困ったような顔になった。

「……でも、そう楽しいことばかりでもないぞ」

「どうして？　だって以前に話してくれた時は色々と面白いことがいっぱいあると言っていたじゃない」

　前に起こった誘拐事件の際にソラから、たくさんの外国の話を聞いて、まだ外国に一度も行ったことのない私はすっかり外国に行ってみたくなったのに。

「確かにこの国にはない色々なものもあるし、面白いものもたくさんある。でもその分、危険も多いからな」

「危険？」

　どういう意味だろうと先を促すと、

「カタリナの生まれたこの国、ソルシエはこの辺りの国ではとても治安がよい国なんだよ。他国はもっと犯罪も多いぞ」

「え、そうなの？」

　前世では世界で一番治安がいいのではという国のド田舎で育ち、犯罪といえば狸たぬきの野菜泥棒くらいだった。

　今世の国であるソルシエ王国でも、公爵家の屋敷でぬくぬくと育ち、町に出る時もいつも人が付いてきてくれた。

　そのため、いままで犯罪という犯罪にはあったことないので、治安のこととかあまり考えたことなかった。

　そうソラに言うと、彼は怪訝な顔で『えっ、闇の魔法にかけられたことや、誘拐されたことを犯罪と認識していないのか……』と小声でなにやらぶつぶつ言っていたが、やがて表情をあらためて、

「まぁ、この際カタリナの認識はもうどうしようもないと思うから話を戻すが……」

　ん、私の認識とはなんのことだ？

「とにかく、ソルシエに比べて他国は治安が悪い。特にこの先にあるルサーブルという国はこの辺りでも特に治安の悪い国として有名だ。一応、表だっては禁止されているが、人身売買もかなり盛んにされてる」

「……人身売買」

　平和にぬくぬくと育った私には本の中でしか聞いたことのない単語だ。あまりの話に茫然とする私に、ソラはまた困った顔になった。

「他国ではそれなりにあることなんだよ。俺おれの育った国でも普通にあった」

「……」

　平和の中に育って面白い話だけ聞いて、すっかり外国に憧あこがれていた。よく知りもしないで……なんだか恥ずかしい気持ちになる。

「……もの知らずなまま行ってみたいと騒いだりして、恥ずかしい」

　俯うつむいた私に、ソラが声をかけてくれる。

「あんたは本当に素直だな。だが問題ないさ、知らないことは知っていけばいいだけだ」

「知らないことは知っていけばいいだけ……そうね、そのとおりね」

　そうだ、知らなかったことは知っていけばよいのだ。

　私はソラにこの先のルサーブルという国、そしてこれから行く町、ノワールについて尋ねた。

「さっきも言ったが、ルサーブルは特に治安が悪いことで有名な国だ。だから、犯罪者も犯罪も多い。中でも人身売買の盛んさは他の国からも群を抜いていると言われてる。そして、そんな国に隣接しているノワールという町も、ソルシエ王国の中ではかなり治安の悪い町として有名だ」

「……そうなんだ」

　まさかそんな町だったなんて、なんだか向かうのが怖くなってきた。

　ん、あれ？　でもそれなら、

「そんな危険な国にキースは本当にいるのかしら？　もし他国に家出するにしてももう少し安全なところを選ぶんじゃない」

　考えなしでもの知らずな私ならいざ知らずキースみたいにしっかりした子があえて家出先にそんな危険な場所を選ぶのだろうか？　私にはとてもそんな風には思えない。

「……それは確かにそうだな」

　ソラもそう言って困った顔で言葉を濁した。

　本当にキースはこの先にいるのだろうか？　クマの指す方向は果たして正しいのか？

　キースに早く会いたい。でも、本当にこんな危険な場所にいるのか。もし、本当にここにいるなら、その身は大丈夫なのだろうか？

　一度はなくなったはずの背筋の寒さがまた襲ってきた。胸がざわざわと騒いだ。

　少しの聞き込みを終え、ソラとともに馬車に戻るとジオルドに、

「何もされてないですか？　無事ですか？」

　とよくわからない質問をされた、そしてなぜか首元など隅々まで確認された、なんなのだ？

　結局、この小さな町ではなんの収穫もないまま、私たちは国境の町ノワールを目指すことにした。







　日も傾きかけてきた頃に私たちはノワールに到着した。

　ソラに治安が悪いと聞いていたが、一見してそんなに殺さつ伐ばつとした雰囲気の町だとかいう感じでもなかった。

　普通ににぎわっているように見えた。ただよく見てみると、なんだか雰囲気のよくない者たちが多少たむろしている様子が垣間見えた。

　ソラだけでなくラーナやジオルドもこの町のことは把握していたらしく、ここでは余計な観光はせず、少し情報を集めたらすぐに宿に入ることとなった。

　私も一人、はぐれたりしないよう以前の町のように屋台ばかりに目をやらず、しっかり皆についていく。

　そうして黙々と進んでいた時だった、なぜかマリアが突然立ち止まった。

　あれ？　なにか気になる店でもあったのかしらとその顔を見ると、険しい表情でじっとどこかを見つめていた。

　他の皆もそんなマリアの様子に気づき、どうしたのかと立ち止まる。

　しばらくしても、マリアは固まって動かないままだ。心配になり私は声をかけた。

「マリア、どうしたの？」

　その声にマリアは、はっと我に返ったようにこちらを見た。

「あ、いえ。なんだか一瞬、見えた気がして」

「ん、見えたって何が？」

「……えっと、その……」

　口ごもるマリアに先を促すと、戸惑いながらも答えてくれた。

「……その闇の魔力の気配のする人が見えた気がしたんです。……おかしいですよね。闇の魔力はもう取り締まられて、誰も使えないはずなのに……」

　そう極力小声で言ったマリアは、

「だから、きっと気のせいだと思います」

　と苦笑した。

　確かにマリアの言うとおりである。闇の魔力は前回の事件の後、それは厳しく取り締まられたはずで、もうこの場にいるソラ以外にはその魔力保持者はいないはずだ。

　そのソラだって魔法省の許可なく使用することは固く禁じられているらしいし、こんなところで闇の魔力の気配がするのは確かにおかしいことだ。マリアの気のせいだと言われた方が納得できる。

　しかし、そのマリアの発言を聞いたラーナの顔つきが一気に険しくなった。

「それは、どのあたりだ？　マリア」

「……あ、いえ。でも気のせいだと……」

「いいから話してくれ」

　真剣なラーナの声に、やや気け圧おされた様子でマリアがおずおずと答えた。

「……先ほどすれ違った人です。もう見えなくなりましたが、黒いフードを深くかぶっていて顔は見えませんでした。方向はあちらの方に向かっていきました」

「闇の魔力の気配はどのくらいのものだった？」

「……その、少し身体の周りを漂っているくらいで、強く付いているようではなかったのですが……でも今まで感じたことがない怖い感じで……」

　青い顔でそう答えたマリアに、ラーナは『ありがとうマリア』と微笑み、そして私たちに早急に本日の宿に向かうように指示を出した。

　正直、何がなんだかわからなかったが……とにかくラーナの険しい表情に、有無を言わせない雰囲気を感じとり私たちは皆で本日の宿まで向かった。







　本日の宿もソラがとってくれた、ラーナも調べたらしいが、とにかくこの町では一番安全な宿だということだった。

　なぜ、突然に宿に行けと言われたのかわからない私たちはラーナに説明を求めたが、ラーナは少しやることがあるから、戻ってきたら話すとすぐに宿を出ていってしまった。

　なのでどうしたらいいかわからない私たちはとりあえずそれぞれの部屋で休むこととした。

　今回の宿でも前日、前々日と同じで女性と男性の二部屋だ。

　ラーナがクマも引きつれて出かけてしまったので、私はマリアと二人部屋のテーブル付きの椅い子すに腰かけていた。

　昨日までなら町がどんなだったか、新しく見たもの珍しいものの話題で楽しく盛り上がるところだが……今日はそんな気分にもなれず二人とも口数少なくお茶を飲んでいた。

　この町の特産だと出されたお菓子も美味しくて、いつもならどんどん進むのだが、なんだかそんなにたくさん食べる気がおきない。

　特に、目の前に座るマリアは顔色も悪く、お菓子にもまったく手をつけない。勧めてみても『今はちょっと』と口にしなかった。

「マリア、大丈夫？」

　全然、顔色が戻る気配のないマリアが心配になり声をかけると、

「……大丈夫です」

　とても大丈夫そうではない弱々しい声が返ってくる。

　闇の魔力を感じたことがショックなのだろう。私もその単語が出たことになんとも言えない怖さを感じていた。

　初めに闇の魔力のことを知った時も怖いとは感じたが、あれから二度も関わったことで一応、極秘のものではあるのだが、ラファエルやジオルドにそれなりに説明してもらった。

　今では魔力の強い者がその魔力を手にすれば人の心を壊してしまうことすらできるものだと教えてもらい、とても恐ろしいものだと認識している。

　だけど、それにしてもマリアの様子はひどい。こんなに青ざめてしまっているのは尋常じゃない気がする。

　マリアは今までにも私と同じく二度ほど闇の魔力に関わり、それを実際に目にしてきている。

　闇の魔力をその目に見ることができるのは光の魔力保持者だけなので、私にはそれがどういう風に見えているのかわからない。

　なのでもしかしてとても恐ろしい形で見えているのかもしれないが、それでも今までにここまで怯おびえたような様子を見たことがなかった。一体どうしたというのだろう。

「マリア、どうしてそんなに怯えているの？　そんなにすごいモノが見えたの？」

　私は思い切って、そうマリアに尋ねた。

　その問いに躊躇ためらっているマリアに『一人で抱えて怯えているなら人に話した方が楽になるのではないか』と話すと、『そうですね』とマリアは少し微笑み、そして答えた。

「そのあれはなんと言うか、今まで見た闇の魔力の気配とはどこか違うモノで……おどろおどろしくて、とても怖くて……頭からなかなか離れてくれなくて」

　そう言ってマリアは身震いした。そうとう怖いものだったのだろう。

　怯えるその姿はあまりにもはかなくて、私は思わずマリアに寄り添いその身体をぎゅっと抱きしめた。

「！」

　驚いて目を見張るマリアに、

「こうしてもらうと落ち着くでしょ」

　と微笑むと

「……はい」

　とマリアははにかんだ。

　子供の頃、よく怖い夢を見たと真まっ青さおな顔で起きていたキースをこうして抱っこしてあげると、いつの間にか顔色も戻っていた。

　その後も、眠れないらしいキースの手を握ってあげて二人で布団に入ったこともあった。

　大きくなってからはさすがにそんなこともなくなったけど、それでも今でも鮮明に思い出すことができる。

　前世では末っ子だったので、義弟が頼ってくれるのがすごく嬉しくて、ことさらにお義姉ちゃん風を吹かせていた。

　まぁ、すぐに優秀なキースとの立場は逆転してしまったのだけど……。

　この町には闇の魔力、それもマリアをここまで怯えさせるほどの力を持つ者がいるのかもしれない。そして、この先にキースもいるのかもしれない。

　怯えるマリアを抱きしめながら、私の脳裏には幼い日の泣きそうな義弟が思い出されていた。

　ねぇ、キース。もちろん無事でいるのよね。泣いてなんていないよね。







★★★★★★







　私ラーナ・スミスは人探しの魔法道具であるアレクサンダーを連れ、とりあえず部下であるラファエルに再び連絡を取るべく、町で一番高い建物の屋上へときていた。

　そこはなにやら、柄の悪そうな男たちがたむろしている建物だった。

『少し屋上を貸してくれ』と丁重に頼んだのだが、どうやら話がちゃんと通じない者たちだったようで、仕方がないので少し魔法を使って皆に外へ出てもらうこととなった。

　よって今、人っ子一人いない建物は非常に静かであり、通信にはもってこいである。

　私は通信機を空に掲げ、部下を呼び出した。

「こちら、ラーナ・スミスだ。ラファエル聞こえるか」

『はい。こちらラファエル・ウォルトです。聞こえています』

　しっかりと応答があることを確認し、私は先ほどマリアが見たものについて説明した。

　どうやら、この町には闇の魔力に関わる人間がいるらしいと。

　話を聞き終えると今度はラファエルが、口を開いた。

『実は、こちらの方でも新たな情報を得ることができまして、本日中にはラーナ様に報告をしようと思っていたことがありまして』

　どこか硬い声の部下に先を促すと、

『ジェフリー様から頂いた情報なのですが……キース・クラエスの行方不明になった日に彼と接触したと思われる人物が明らかになったのですが……』

「本当か！　それで、それは誰だったんだ？」

『はい。キースの実の母親でした』

「実の母親？　というとあの元娼しょう婦ふのか？」

『はい。その母親です。どうもその母親が町に下りていたキースに声をかけたらしいのです。偶然に目撃していた者がいて、キースはあのとおり目立つ容姿ですし、母親の方もだいぶあでやかな女性で覚えていたとのことで』

「それで、キースはその母親のところに行ったと言うのか？」

『いえ、どうやら母親はただ息子を誘い出せと言われただけのようで……その、金と引き換えに頼んできた人物に渡しただけだと言っているようです……』

　そう言ったラファエルの声はだいぶ険しかった。おそらく実の母親があっさりと息子を金で引き渡したということに憤りがあるのだろう。

　ラファエルの母親は心から彼を愛し大切にしていたらしいから、そういう母親がいることが信じられないという思いもあるのかもしれない。

　しかし、私はそういった親がいることをよくわかっている。だてに貴族社会にもまれて生きてはいない。自分の子をまるでただのモノのように扱う親だってこの世にはいるのだ。

「それで、その母親がキースを渡したという人物は見つかったのか？」

『……それが、どうも覚えていないらしくて』

「覚えていない？　しらばっくれているだけじゃないのか？」

『はい、初めはそう思って、だいぶきつめに問い詰めたらしいのですが、本当に覚えていないようなのです。それでよくよく話を聞いて彼女の様子を見てみると……闇の魔力を使われた者によく似た様子だということがわかりまして』

「……やはり、闇の魔力を持つ者が関わっているのか……」

　ため息交じりについた言葉に、

『そのようです』

　部下は硬い声で返す。

「ならば、先ほどマリアの見つけた人物がキースの行方に関わっている可能性は高くなったな。とりあえずアレクサンダーを使ってもう少し居場所の特定をはかることにする。もしかしたらこの町にキースもいるかもしれないしな」

『どうか、お気をつけて。こちらも新たになにか情報を掴みましたら、連絡させて頂きます』

「わかった。よろしく頼む」

　そう言って通信を切り、私はアレクサンダーに再び案内を頼んだ。

　ここまできたら、さすがにカタリナたちにも隠してはおけないな。もし、キースの居場所と思われる場所がわかったら、すべてを話さねばなるまい。

　カタリナに心配はかけたくなかったのだが……もうそうも言っておられまい。

　私は心を決めてアレクサンダーの指す方へと足を運んだ。







★★★★★★







　夕暮れになってもラーナはなかなか帰ってこず心配していたが、日もすっかり暮れた頃にようやく戻ってきた。

　しかし、その表情はとても険しかった。そして彼女は大切な話があるからと部屋に皆を集めた。

「皆にちゃんと話しておかなければならないことがある」

　そう真剣な表情でラーナは口を開いた。

「実は今回、キースが家出したということで探しに出たわけだが、そもそもがこれは家出ではないことがわかった」

「！」

　私は息を呑のんだ。キースが家出ではないとは一体、どういうことなのか？

「実は魔法省の方にクラエス公爵からの捜査依頼もあり、調べたところどうやら今回のキースの失踪は誘拐事件であることがわかった」

「誘拐事件!!」

　家出でなくて、まさかの誘拐！　私は思わず腰かけていた椅子から立ち上がり叫んだ。

「そうだ。キース・クラエスは誘拐されたのだ」

　そうして、ラーナの口から語られた話はまさに寝耳に水で、私をどこまでも驚きょう愕がくさせた。

　なんでもキースがいなくなった日、彼は数年ぶりに実の母親に声をかけられ話があると連れられて、そのまま何者かの手に引き渡されたそうだ。

　そしてこの時の彼の母親は闇の魔力にかけられていたことがわかった。

　彼女は自分が依頼され、引き渡した相手が誰だったかまったく覚えていなかったとのことだ。

　あまりに予想外すぎる事実に私はただ口をポカーンとあけて固まってしまう。

　だって今の今までキースは私がたくさん迷惑をかけてしまったせいで家出してしまっただけで、見つけて謝ればすぐに帰って来てくれると信じて疑わなかったのに……誘拐？　闇の魔法？　頭が全然ついていかない。

　そんな私の横で、険しい顔をしたジオルドが口を開いた。

「それで、結局その闇の魔法を使ったというものは特定できたのですか？」

　私と違って優秀な彼の頭はもうちゃんとまわっているらしい。

「……それがまだなんだ。敵はなかなかの強敵なようで、しっぽを掴ませてくれないのだ」

　ラーナが悔しそうに表情を歪ゆがめた。

　そこでようやく私の頭も少しまわり始める。つまりキースは誘拐されたが、いまだにその犯人はわからないということなの。

「……それじゃあ、キースは今どこにいるの？　結局はどこにいるかもわからないままなの？」

　険しい顔のラーナに問うと、彼女は少し思案した顔になった後に、重々しく口を開いた。

「……いや、どこにいるのかまったくわからないということでもない。一応、可能性のある場所の目星はついた」

「そ、それはどこですか？　キースはどこにいるの？」

　私は身を乗り出した。

「皆を宿に戻した後、もう少しアレクサンダーを使ってキース・クラエスの行方を調べたのだ。マリアが先ほど闇の魔力の気配を持つ者を見たと証言しただろう。そして今回のキースの事件にも闇の魔力を持つ者が関わっている。闇の魔力は厳重に取り締まられているため、複数の箇所にその情報は漏れていないはずだ。まぁ、これは私たちの願望に過ぎない点もあるかもしれないが……それでもこうして魔法道具がキースがいると示した場所に、関わりのあると思われる闇の魔力の気配を持つ者がいたことはまったくの無関係とは思えなかった。マリアが使用された闇の魔力の気配を見ることができる時間はそう長くない。ならば、この町かこの近辺にキースがいると思われる場所があるはずだと考えて探したのだ」

「それで……見つけたのですか？」

「ああ、アレクサンダーはある屋敷を指してここにいると示した」

　そう聞くやいなや私はすぐに椅子から立ち上がった。

「場所を教えてください。行きます！」

　すぐに助けにいくからねキース！

　しかし、さあ、今すぐ走り出そうとした私の肩をジオルドが掴んでそのままもう一度、椅子に着席させられた。

「こんな夜更けにですか？　危なすぎるでしょう。とりあえず、君は少し落ち着きなさい」

　そう言ってジオルドは私の口に手近にあったお菓子を突っ込んだ。もごもごとする私を横目に、ジオルドはラーナに向き合った。

「ラーナ様のお話はよくわかりました。ただ、申し訳ないのですがその魔法道具はちゃんと使用するのは今回が初めてということで、それがここだと示したからといって本当に確かな情報といえるのでしょうか？」

　ずばりと言ったジオルドにラーナの横にちょこんと座ったクマは不服そうな顔になったが、ラーナの表情は変わらなかった。

「確かにあなたの言われるとおりだ。まだこの道具は試作品の段階だ。これの示した先に確かにキース・クラエスがいるという確信はない。しかし、ならばそこに闇の魔法の気配があれば少しは信しん憑ぴょう性せいがますのではないか？　キース・クラエスの事件に闇の魔法が関わっているのはもう確かな事実だ。ならば彼がいると示された屋敷にその気配があれば、それはより確かなものになる」

「闇の魔力の気配。つまりマリアにその屋敷を確認してもらうということですか？」

「そのとおりだ。それにマリアだけでなく、ソラにも確認してもらえば同じ魔力同士だ。少しは何かわかるかもしれない」

「ラーナ様、もしかしてあなたは初めからすべてわかっていらっしゃってこの二人を……」

「まさか、私を過大評価しすぎだよジオルド王子、この二人を連れてきたのはもしものためさ」

『もぐもぐもぐ』ラーナとジオルドがなんだか意味深に見つめ合っているうちに私の口の中のお菓子もようやくなくなった。

　もぐもぐしながら聞いていたが、ようはマリアたちにそのキースがいるかもという場所を見てもらえばいいわけね！

「じゃあ、さっそくそこへ行きましょう」

　再び立ち上がった私を今度はラーナが、

「まずは夜が明けてからにしよう。場所は町のはずれでだいぶ遠いのだ」

　とやんわりと止めた。

　一応、この旅の責任者であるラーナに説得され、私たちは部屋で休むこととなった。

　正直、今日は眠れと言われても、そう簡単に眠れる訳がない。

　だって、キースが誘拐され、それもその誘拐犯には闇の魔力を使う者がいるらしいのだ。

　どんな危険な目にあっているのか、わからない。

　ベッドに入っても、キースのことばかり考えてしまい、少しも眠れそうになかった。

　今まで、どんな時だってそれこそ自分が誘拐された時だってあっさりと眠れたのに……。

　それでも朝日が出始める頃にはなれない旅の疲れもあり、少しうつらうつらしてきた。

　そして夢を見た。小さな男の子が一人膝を抱えて泣いている夢だ。亜あ麻ま色いろの髪の男の子は小さい頃のキースにそっくりだった。

　あまりに悲しそうに泣き続ける姿が可か哀わい相そうで必死に声をかけて慰めようとするのだが、こちらの声は彼には聞こえないらしく少しも気づいてくれない。

　ならば抱きしめてあげようと手を伸ばすが触れることもできない。

　私はただなすすべもなく、泣き続ける男の子の前に立ち尽くしていた。

　日が昇り浅い眠りから覚めると、頬が濡ぬれていた。おそらく夢の影響で泣いていたのだろう。

　いつもならすぐに忘れてしまう夢、それなのに今日の夢はしっかり脳裏に刻みついてはなれない。

　夢の子どもがキースだった気がして、胸が騒いだ。







第三章　いざ敵の元へ







　夜が明けた。いつもならにぎやかな朝食の席も今日きょうは緊張した雰囲気が流れ、皆、口数少なく黙々と食べた。

　やがて皆の準備が整い、昨日きのう、クマが示したというキースの居場所に向かうこととなった。

　同じ町ではあるが、はずれにあり、だいぶ遠いというその場所には途中まで馬車を使い、そして近くになったら歩くこととなった。

　さすがに馬車で乗り付けたら、あちらにばれてしまうのでそうするということだったのだが……なぜか使う馬車も今までのモノではなくかなりオンボロのモノに替えていた。

　これも敵を欺あざむくためかと思ったが、どうやらそれだけではないことがその道中でわかった。

「……なんかひどい」

　窓の外の景色を目にしてそう呟つぶやいた私に、ラーナが眉まゆをよせて答えた。

「この辺りはこの町でもとくに治安が悪いところなんだ。本来ならこのようなところはなくしていかなければならないのだが、接している隣国からの影響も強いらしくここの治安はなかなか改善しないのだ」

　小さな窓の外に見えるのは、汚い衣服で道端に寝転がっている人々や積まれたごみの山。

　道端に寝転ぶ人は思わず目をそむけたくなるほどに汚れ、そしてひどく痩やせた人が多かった。

「この辺りでは借りてきた商人の使う馬車だって目立ってしまう。それからあまり外を見るな。目が合ったら付き纏まとわれることもある」

　ラーナの忠告を受けそっと窓から目をそらす。ここにきて本当にこの町が治安の悪い場所なのだという実感がわいた。

　そしてここから先は馬車でも目立つと、馬車をおりて私たちはラーナに渡されたマントのようなものをまとった。それはひどく薄汚れたもので、着るとすっぽりと姿を隠した。

　ここでは私たちが旅用にと着てきた商人風の服だって目立ってしまうらしい。

　そうして私たち五人は汚いマントの集団になりラーナに案内されるまま先を進んだ。

　道端に転がっている人とは目を合わせず声をかけられても、決して振り向いてはいけないと言われていたので、ひたすら前を見て黙々と歩いた。

　なんだかとても心ぐるしい気分になった。

「目的の場所が見えてきた」

　ラーナがそう言ったのは歩き始めて十分くらいたった頃ころのことだった。

　その声に少し先に目をやると、この薄汚れた場所には似つかわしくないそこそこに立派な屋敷が見えた。

「……あそこが」

　近づくと屋敷の全ぜん貌ぼうが明らかになった。本当にこの場所には似つかわしくない豪華な建物だ。

「なんでこんなところにこんな屋敷が」

　あまりの似つかわしくなさにそう呟くと、

「おそらくこの辺の元締めか何かの屋敷なのだろう。どっちにしろまともな奴やつが住んでいるとは思えない。見ろ警備も異様に厳重だ」

　ラーナがそう言って示した先には、ガタイのいい屈強な男たちが立っており、周りに鋭い目線を向けていた。そんな男たちが屋敷の周りには何人も立っている。

　確かにこんな場所にこんな屋敷があれば危険も多いのかもしれないが、それにしてもすごい警備体制だ。これではうかつに近づけそうもない。

「私も面倒を起こさないために、ここまでしか近づくことができなかった」

　そう言ったラーナはマリアたちを振り返り、

「しかし、お前たちがここからでは確認できないようなら、ちょっと面倒だが近づくこともできるがどうする？」

　と問いかけた。すると、マリアは首を横に振った。

「いいえ、ここからでも十分です」

「……それは何も見えないということか、それとも」

「見えます。昨日見たあの気配と同じものです」

　そう断定したマリアに、皆が息を呑んだ。

　ラーナは続いてソラにも声をかける。

「ソラ、お前にもわかるか？」

「まぁ、マリアさんほどしっかりわかるわけではないですけど……何かあるのはなんとなくわかりますよ」

　どうやら、マリアだけでなくソラも闇やみの魔力を持つ者として感じることができるようだ。

　ならばこれはもう確かなのかもしれない。

「じゃあ、ここにキースがいるのね！　ならすぐに助けにいかなくちゃ！」

　そう私が屋敷へと駆け出そうとすると、またジオルドに抑えられた。

「こんな警備が厳重な屋敷にこのままつっこんでいけるわけないじゃないですか。少し落ち着いてください」

　厳しい声で怒られてしまい。さすがの私も確かにそのとおりだと反省する。

「……はい。すみません」

　そんな私の様子を見てジオルドは『よし』と頷うなずいた。完全に私の保護者のようだ。

「でも確かにあの場所にキースがいるという可能性は高くなりましたね。どうしますか？　乗り込むことにしますか？」

　ジオルドはラーナに問いかけ、彼女は『うーむ』と口に手をあて考え始めたのだが……。

「あ、あの」

　マリアがおずおずと口を開いた。

「どうしたマリア？　顔色がだいぶ悪いな、先に宿へ帰るか？」

　ラーナの言うとおり、マリアの顔色はまた昨日みたいにひどく青白くなっていた。

　しかし、マリアは首を横に振り、

「私は大丈夫です。でも、皆さんにあの屋敷に行ってほしくないのです」

「それはどういうことだ？」

「あの屋敷から見える闇の気配は普通のものではありません。昨日も言いましたが今までのものと比べられないくらいに恐ろしい気配です。そしてあの屋敷はその気配に満ちています。まるで屋敷自体が闇に呑まれているみたいで……」

　そう言って再び屋敷に目をやったマリアは、ふるっと身体からだを震わせ自身の手で身体を抱き寄せた。

　そんなマリアの言葉に思わず固まる私たちに、追い打ちをかけるかのようにソラも口を開いた。

「僕もマリアさんの意見に賛成です。確かにあの屋敷はかなりやばい気がします。僕には気配をちゃんと見ることはできないですが、なんていうかここにいても背がゾワゾワする感じがします。あそこはすごく危険な気がします」

　皆に沈黙が落ちる。

　闇の魔力で満ちた屋敷、それも今までにない恐ろしいもの。

　マリアの顔色が、ソラの真剣な表情があの屋敷が本当に危険な場所だと突き付けている気がした。

「……仕方ない。確かにそこまで危険かもしれないと思われる場所にすぐに乗り込むのは得策ではないな。とりあえず、少し離れて魔法省の方に連絡してみよう」

　そう提案したラーナに従い私たちはとりあえずいったん、屋敷から距離をとった。







　魔法省に連絡をとると言ったラーナはなぜか高い建物へと入っていった。

　私たちはラーナが戻ってくるのを待つ。

　しばらくは皆、沈黙していたが少ししてジオルドが口を開いた。

「マリア、話すのが嫌でなければ教えてほしいのですが、あの屋敷の闇の魔力の気配は前のモノとどう違うのですか？」

「……はい。うまく説明するのは難しいのですが……強いてあげるなら闇の濃さみたいなものが強い気がします」

「闇の濃さですか？」

「はい。私の目に闇の魔力の気配は黒い靄もやのようなもので見えます。今まででその靄が一番強いと感じたのは、学園で小屋に閉じ込められていた時に見たラファエルさんに取りつくものでした。その前に見た靄より黒く濃いもので、とても嫌な感じがしたのを覚えています。でも今回のモノは……」

「それ以上だということですか？」

「……そうです。あの時のモノなど比べものにならない程に黒くて濃い気配で……とても怖い感じがします」

　マリアがそう言うと、ソラも続けた。

「確かに僕もすごく危険な気配だけは感じますね。近寄ってはいけないとひしひし感じますよ」

「そうですか」

　そんな三人のやり取りを私はただ、黙って聞いていた。

　今までにない強い闇の気配、近寄ってはいけない危険な場所。

　そうしているうちにラーナが建物から出てきた。そして、

「だいぶ危ない場所だということで、ここから先は魔法省に応援を頼むことにした」

　と私たちに告げた。そこまではそのとおりだと思った、確かにそれだけ危険な場所なのだろう。しかし、

「よって、私たちは一度、宿まで戻って、魔法省からの応援を待つことにする」

　そう続けられた言葉に、私は思わず声をあげてしまった。

「……あの、それではいつ頃に屋敷に向かうことになるのですか？」

　私の問いに、ラーナは少し困った顔になり答えた。

「本部からの応援の到着を待ってということになるので、明日あす以降になるだろう」

「……明日以降」

　強い闇の魔力に満ちた場所、近づけば危険な目にあうかもしれない場所。

　でも、そんなところにもし本当にキースが囚とらわれているなら……。

　夢の中で泣いていたキースに似た小さな男の子が脳裏に浮かんだ。

　こうしている間にもキースは何かひどいことをされて、昔みたいに泣いているかもしれない。

「あの、ラーナ様……」

「どうしたカタリナ」

　向けられたラーナの視線を真まっ直すぐに見つめ返し、私は言った。

「……私、待てません」

「……しかし、それは……」

　驚いて目を見開くラーナに私はさらに続ける。

「危険な場所だということはわかりました。でも……そんなところに本当にキースがいるなら今、こうしている間にもどうしているか、明日までちゃんと無事でいるのかわからないじゃないですか！」

「……」

「今、こうしている間にもキースに何かあったらと思うのに、このまま待機して待つことなんて私にはできません。どうか私だけでもいいのであの屋敷に行かせてもらえませんか？」

　私は今の思いを強く訴えた。

　ラーナは困った表情で考え込んだ。マリアもソラも私の発言に驚いている。

　何の力もないくせにと思われているかもしれない、それでも、私は大事な義弟が今、危ない目にあっているかもしれないのに、ここでただ待つことなんてとてもできそうもない。
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　ぐっと唇を噛かみしめて、ラーナの返答を待つ私の横で別の人物が口を開いた。

「ラーナ様、僕からもお願いします」

「……え、ジオルド様」

　あまりにびっくりして私は、目を見開いて彼を見つめた。

　だって、ジオルドは絶対に危ないからと反対すると思っていたから、まさか許してくれるどころか賛同してくれるなんて夢にも思っていなかった。

　ポカーンと固まる私にジオルドは少し困ったような笑みを返し、そして再びラーナに向き合った。

「カタリナだけにはしません、僕がついていきますので、どうか許可して頂けないでしょうか？」

「本気で言っているのか、ジオルド王子？」

　訝いぶかしげな顔のラーナに、ジオルドが真剣な顔で頷く。

「もちろんです」

　そうしてジオルドはもう一度、私を見た。

「こういう顔をして物事を決めたカタリナはもう絶対止まらないのですよ。ここでダメだと言っても一人で絶対に乗り込んでしまうでしょう」

　ジオルドの指摘に思わず『うっ』と怯ひるんでしまう。確かに、そんな風に考えていた。

　反対されてもなんとか抜け出して一人でも向かってやると。

　図星を指され怯む私に、ジオルドは『あなたの考えそうなことならわかりますよ』と苦笑した。

「う～む」

　ラーナはしばらく考え込んでいたが、やがて。

「確かにそれだけ危険な場所なら早く助けにいかないといけないというのもそのとおりだ。それにこっそり君たちだけで単独行動をとられるのも困るな」

　ラーナは仕方ないなという顔をした。

「よし、ならこの面子メンツで乗り込むこととするか」

「ありがとうございますラーナ様」

　私は飛び上がって喜んだ。

「しかし、では今すぐという訳にもいかない。正面から『入れてください』と言ってすんなり入れてくれるとは思えないから、まず入れそうな場所などを探ってこなければならない」

　そうしてラーナは黙って成り行きを見守っていた青年に声をかける。

「ソラ、頼めるか？」

　ラーナの指示を受け、ソラは唇の端を持ち上げにっと笑った。

「いいですよ。そう決まったなら全力を尽くさせてもらいます」

　こうしてソラが屋敷の周りを偵察してきてくれることとなった。

　一人では危険なのではないかと思ったが、ソラ曰いわくむしろ一人の方が楽だそうだ。

『こういうことには慣れていますから、任せてください』といたずらっ子のような笑みを浮かべて去っていった。

　確かに以前、聞いた彼の経歴はまるでスパイ映画の主人公のようだったので、ここは彼に任せた方が最善なのだろう。なんとも頼もしい限りだ。

　そうして私たちは屋敷から少し離れた場所でソラの帰りを待った。

「あ、あのジオルド様」

「なんですか？」

　私はジオルドに声をかけ、ぺこりと頭を下げた。

「さっきはありがとうございました。私の意見に賛成していただいて」

「ふふ、ああいう顔をした時の君がどうやっても止まらないのは、よくわかっていますからね」

　ジオルドは困ったように微笑ほほえんだ。

　それにしても、

「……ああいう顔ですか？」

　一体、どんな顔なのだ？

「こうだと物事を決めた時の顔ですよ」

「……はぁ」

　なんだかよくわからないが、顔がわかりやすいということだろうか？

　よくわからないまま頷いた私の様子に、ジオルドは苦笑しつつ続けた。

「でも君ならきっとあの時、すぐに助けにいくと言うだろうなと言うことも、本当はわかっていましたよ。だって君はそういう人ですから」

「？」

「助けを求める人がいたら、ただ真っ直ぐ走っていく、たとえ自分には手に負えないようなことだって」

　……それは無鉄砲ということだろうか？　なんだちゃっかりお説教されているのかとややシュンとなると、

「怒っているわけではないのですよ」

　と微笑まれた。

「むしろ、僕は君のそんなところをとても好ましく思っているんですよ。だって君はもし今、囚われているのがキースではなく僕でもきっと同じように駆けつけてきてくれるでしょう？」

　言いたいことがいまいちピンとこないが、その問いの答えはもちろん、

「当たり前です」

　私は強く頷いた。すると、ジオルドはそれは嬉うれしそうに微笑んで、

「君のそういうところが本当に好きですよ」

　そう言って私の頭をそっと撫なでた。

　なんだかやたら照れくさくなってしまってしまい、心臓がバクバクした。

「ふふ、だからこの事件が解決したら覚悟してください」

　ジオルドはなんだか意味ありげに笑った。
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「やっぱりきたのね。さすがね」

「何か言ったか、サラ」

　窓の外を覗のぞき込み何事か呟いたような相手にそう問うと、彼女はいつもの愛らしい笑みを浮かべ、

「いいえ何でもないわ」

　と言った。

「そうか」

　俺おれトマス・コールマンが、このサラと名乗る女に出会ってひと月が立った。

　初めはなんだか胡う散さん臭くさい女だと感じていたのだが、今では自分をわかってくれるのはこの女しかいないと思うほどに信頼していた。

　俺は本来、コールマン子爵家の跡取りであった。この世に生を受けてから跡取りとして特別な存在として大切に育てられてきたはずだった。

　それなのに……今ではその跡取りの地位も弟に奪われ、家からは追い出されてしまった。信じられない事態である。

　そもそも俺は何も悪くなどないのだ。学力が思うように伸びなかったのは無能な家庭教師のせいだし、俺につく使用人が次々に辞めていったのも皆、奴らが無能なせいだ。

　俺は周りに恵まれないだけで何一つ悪くなどないのだ。

　それなのに気が付けば、俺に怪け訝げんな目を向け『なぜこのようになったのか』などと蔑さげすんできた父親。好色で女遊びのひどい男にあんな目で見られ、そのような言葉をかけられるなど屈辱的なことだった。

　またそんな男と一緒になり『もう少し己を振り返ってみろ』などと吐いてきた傲ごう慢まんな弟、ずっと俺の後ろを付いてきていただけだった奴が何を今さら俺を見下そうというのか。

　何もかもが不運だった。あんな父や弟を持ったこと、無能な奴らに囲まれ実力を伸ばせなかったこと。

　そしてそんな不運に俺は自暴自棄になり、無能な奴らにあたり散らす日々を送り、気が付けばすべてを失い家まで追われてしまっていた。

　家を追われる際に渡されたわずかばかりの金などすぐにそこを付き、与えられた粗末な家で一人、俺は自らの悲劇を嘆いていた。

　そんな時、どうにか酒が手に入れられないかと町を歩いていた俺は、そいつを見つけた。

　ずっと昔に奴が我が家を去って以来、その姿を直接、目にしたことは一度もなかった。

　しかし、噂うわさでは公爵家の跡取りとして社交界で華やかに過ごしていると伝え聞いていた。

　そんな話が聞こえた際には、娼しょう婦ふの子のくせに調子に乗りやがってと苛いら立だったものだが、社交界へほとんど参加したことのない俺は実際に奴を目にすることはなく、やがてそんなことも忘れていくという日々だった。

　しかし、ここに来てこんなふうに不運からすべてを失ったこの時に、まさかそいつを目にすることになるなんて思ってもいなかった。

　俺の腹違いの弟であるキース・クラエス。その母親は娼婦であるという汚らわしい存在。

　そしてそんな存在であるにもかかわらずこいつは、俺に刃向い魔力で攻撃してきたことがある。奴の魔力により、硬い土の塊が頭上からいくつも落とされ、それにあたった俺は骨を折るほどの重傷を負ったのだ。

　あの恐ろしい体験はしばらく夢にまで出て俺を苦しめた。俺は奴を恐ろしいと思いながらそれは憎んだ。キースは、本当に最低でどうしようもない屑くずだ。

　そんな奴が、質のよさそうな服を着て、隣に女を連れそれは楽しそうな笑顔を見せていた。

　俺がこんなに落ちぶれて薄汚い服を着てひもじい暮らしを強いられているというのに、あちらは公爵家で悠々と贅ぜい沢たくな暮らしをし、女を侍はべらせているのか……。

　なんて許せないことなのだろう。

　ただ魔力が少しあったというだけで、公爵家に引き取られたキース。元は娼婦の血をひく汚らわしい存在であるはずなのに、なぜあいつだけが……。

　許せない、許せない、許せない。あいつも引きずり落としてやりたい。

　ここまで、いやもっともっと底辺まで、それこそあのような奴、異国で奴隷にでもなればいいのだ。

　現在のキースを目にしてから、そうした思いは日々高まり、やがて俺の心を支配した。

　しかし、貴族としての地位も金も奪われてしまった今の俺にはどうすることもできず、苛立ちは募った。

　そうした日々を過ごしていたある日のことだ。その女が俺の前に現れた。

「わぁ、すごく真っ黒で素敵な心ですね。少しお話を聞かせてもらってもいいですか？」

「？」

　町でぶらついていた俺に、そう声をかけてきたのは黒い髪の女だった。

　何を言っているのかよくわからず、最初は怪訝に思ったが、気前よく酒をおごってくれた女に気が付けば、今までの話を語っていた。

　無能な家庭教師のせいで学力が伸びず、やがて女遊びの激しい愚かな父親と、馬ば鹿かな弟の手によって屋敷を追い出されたこと。

　そして、数年ぶりに見た腹違いの弟のこと。

「あのような汚らわしい血を持つ化け物がなぜ、あんな地位にいて贅沢三ざん昧まいな暮らしをしているんだ。俺だけがこんなに不幸で、あんな奴がなぜ幸福なのか……許せない」

　そう吐き捨てた俺にサラと名乗った黒髪の女は、他ほかの者たちのように俺を貶けなしたりすることなく、

「本当にそのとおりだわ。あなたはなんて不幸な人なんでしょう」

　と言葉をくれた。

　今まで俺のこの話を聞いた者でちゃんと相手をしてくれた者などいなかった。おそらく皆、愚かで無能な者だったのだろう。

　俺は初めて俺のことをちゃんと理解してくれる存在に出会えたと思った。

　その後も、サラは熱心に俺の話に耳を傾けてくれた。そして俺が、

「キースを俺のように、いやそれ以上に落としてやりたい。それこそ奴隷の身分にまで落ちてみじめに這はいずりまわる奴を見たい」

　と語ると。

「そうね。そうすればあなたの傷ついた心も少しは癒いやされるかもしれないわね」

　そう言って微笑んでくれた。

　サラは年齢こそ俺と同じくらいであったが、その微笑みはまるで幼子のように愛らしかった。

　気が付けば、俺はこのサラという女にすっかり心をあずけ、すべてをさらしていた。

　サラは多くを語らず、一体何者なのかはよくわからなかったが、それなりの地位や金を持っているようだった。

　俺はそれまでの子爵家から手切れ金代わりに与えられた狭い家から、知らない町の屋敷に引っ越した。整った家具も衣類もサラが準備してくれた。

「本来のあなたにはこちらの方がふさわしいでしょう」

　と言って。

　使用人たちも、子爵家の無能な奴らと違いなんでも俺の言うことをきく有能な奴らばかりだった。

　サラに出会い俺は失っていたものを取り戻した。そして、それだけでなく彼女はさらに俺の望みを叶かなえてくれた。

「ねぇ、キース・クラエスを連れてきたわよ。あなたの好きなようにしていいわ」

　サラに案内された部屋にそいつはいた。

　手足を縛られ床に転がされ、髪もボサボサに乱れ汚れている姿に、あの日、町で見た面影はなかった。

　いい気味だ。娼婦の子が調子に乗って、公爵家の跡取りなど似合わない、お前にはこの姿がお似合いだ。

　そうしてしばらく時間を置きそろそろ目を覚ます頃だとサラに教えられ、再び奴の元に向かった。

　部屋の中に入ると確かにサラの言うとおり、キースは目を覚ましているようだった。

　俺は奴の前に立ち声をかけた。

「久しぶりだな」

　俺の声に、その青い瞳ひとみが真っ直ぐこちらに向けられた。

　こんな状況であるのに、澄んで真っ直ぐ向けられる瞳に俺は苛立ちを覚える。

　そして、しばらく待っても奴はまったく反応を返さず、ただその瞳でこちらをうかがうように見つめていた。

　以前、同じ家に住んでいた時は俺が話しかけ、こいつが返事をしないことなどなかった。それなのに、なんの反応も返さないキースに俺の苛立ちは高まった。

　こいつ、公爵家の跡取りになったからすっかり調子に乗っているのか！

「ああっ、なんで何も言わない。下級貴族とは口を聞かないつもりか！」

　俺は奴に吐き捨てるように怒鳴りつけた。

　すると、奴はその目を見開き、

「……トマス……？」

　そう俺の名を呼んだ。

　母親違いの弟とはいえ、こいつは娼婦の子であり、厄介払いに屋敷に押しつけられた存在だった。だからこいつはずっと俺や他家族のことも様をつけ呼んでいた。

　それが……こうして数年ぶりに会えば、あっさりと呼び捨ててきた。

　まるでお前など自分より下の存在なのだと見下すように……俺の中の何かかがぷつりと音をたてて切れた。

　そして、俺は床に転がる男に拳こぶしを振り上げていた。

「お、お前ごときが……俺を呼び捨てにしやがって……お前みたいな奴がなんで！」

　なんでお前みたいな奴が上にいる俺を見下す。

　お前など俺よりずっと下の存在だったはずなのに……なぜ、今、お前は俺の上にいる。

　どうして、俺はこんなに落ちてしまったのだ。

　なんで俺だけが……。

　俺はひたすら拳を振り続けた。手足を縛られ、またどうやったのかはわからないがサラによって魔力を封じられているらしいキースがやり返してくることはなかった。

　しかし、いくら殴ってもキースは悲鳴ひとつあげることなく、また許しを請うこともしないただ黙ってされるがままになっていた。

　そして、その瞳はどこまでも静かなままだった。

　それは自分という存在がまるで彼の瞳には映っていないようで、相手にされていないと感じなおさら苛立ちは募り拳をふるうこともやめられない。

　やがてこちらの拳が痛み出し、殴るのをやめてもキースの様子が変わることはなかった。

　憎いと許さないと思ったキースをこの手に収めてみじめな姿にしても少しも心は晴れない、むしろさらにみじめな気持ちになっていく気すらしてきた。

　これから隣国の奴隷商に奴を売りつけ、地に落としてやることを考えても少しも気持ちは浮上してこない。

　それどころか、最近はどこか身体がだるい気がする。

　なぜだか、起きているのもつらく眠っている時間の方が多くなってきた気がする。

　サラが気づかい背をさすってくれるが、いっこうに状態はよくならず、むしろどんどん悪くなる気がした。

　他人に自分の何かを無理やり奪われているような奇妙な感覚に囚われた。

　それでも、身体の調子のよい時はキースの元に行き、そのたびに痛めつけ、許しを請えと怒鳴りつけたが……奴の様子は初めから少しも変わらなかった。

　どんなに痛めつけても、怒鳴りつけても青い瞳は光を失わず、俺をみじめな気持ちにさせた。

「もう、奴隷に落として奴が落ちていくのを悠長に待つなんてできない。もうあいつはいらない。あんな奴壊れればいい」

　そう言った、俺にサラは、

「じゃあ、私の好きにしてもいいかしら」

　といつもの笑みを浮かべて言った。

「好きにしろ」

　と答えると、サラはどこか嬉しそうに部屋から出ていった。

　それにしても、また身体が重くなった。どんどんと何か失われていくそんな気がする。







★★★★







　ソラが偵察から戻り、いよいよ私たちは例の屋敷へと乗り込むこととなった。

　かなり怯おびえた様子のマリアに、無理についてこないで戻ってもよいと言ったのだが……。

「いいえ、カタリナ様たちだけをあのような屋敷に行かせられません。私も一応、光の魔力保持者です。何かお役に立てることがあるかもしれません」

　そしてマリアは私の手を取って、

「それに、私はカタリナ様が傍そばにいてくださればどんなことも平気なのです。こうしてカタリナ様といられれば私はどんな敵にも向かっていけます」

　と微笑んでくれた。

　そんな優しいマリアの手をしっかり握り返し、私はマリアにも同行をお願いした。

「ありがとう、マリア。ではよろしくお願いします」

　そして、私、ラーナ、ジオルド、マリア、ソラの五人で例の屋敷へと向かった。

　屋敷への侵入は表門より警備の少ない裏側の入り口から入ることに決めた。

　しかし、それでも屈強な警備が三人も張り付いていた。

「え～と、ここからどうするの？」

　屋敷から少し離れたところから様子をうかがいながら、私は裏口から入ると提案したソラにそう尋ねると。

「もう少し待ってもらってもいいですか」

　となにやら、にやりとして答えてきた。

　そうして、彼の言葉どおりしばらく待っていると、なぜかにわかに警備が騒ぎ始めた。

　そして、なにやらあわただしく三人のうち、二人がどこかへ駆けていった。

「どうしたのかしら？」

　疑問を口にすると、ソラがしれっとした顔で答えた。

「おそらく、庭のはずれの小屋で火が出たのですよ」

「えっ、それって……」

「ちょっと細工しておいたのですよ。さぁ、警備が減った今のうちに行きましょう」

　にこやかな顔でそう言ったソラを見て、この人すごいと改めて感心した。

　また、残った一人の警備の男には、ラーナが風の魔力を使いなにやら物を吹っ飛ばし見事にみぞおちにヒットさせ一瞬で気絶させてしまった。

「おお、うまくいったな」

　ラーナは淡々とそう言った。彼女もやはりすごい人だった。

　こうして私たちはなんなくその屋敷に侵入することに成功したのだ。







　屋敷の中は、その立派な外見どおりと言うか、なんともゴージャスな造りだった。

　ただ、なんと言うか無駄に豪華すぎた。

　飾られた美術品みたいなものも派手なばかりでどうも品のない感じである。

　なんだかとにかく金ぴかの多い成金屋敷のようだった。

　ラーナはこのあたりの元締めか何かの屋敷だろうと言っていたけど、どんな人が住んでいるのかしら？

　なんだかジャラジャラした金のネックレスをつけてバスローブみたいな服着てワイングラスを片手にしたようなおっさんが思い浮かんだ。

　そんな想像をしながら、成金屋敷の廊下を注意深く進む。

　しかし、さすがこんな界隈にある豪華な屋敷だけあって室内の警備も多い。何度か避けきれず出くわしてしまった。

　しかし、ある時は、ソラがさっと拳を振り上げ声もあげさせず床にのしてしまう。

　またある時は、ラーナが手をすっと掲げ魔法で吹っ飛ばし、これまた声もあげさせず床にのしてしまう。

　またある時は、ジオルドが剣ですぱっとみねうちを披露し、これまた声もあげさせずに床にのしてしまう。

　そして、彼らがちょっと加減を失敗し、かすり傷でもおった時にはさっとマリアが光の魔法で治してしまう。

　そんな様子を後ろから眺めつつ、これはなんてすごいメンバーなんだと感動していた。

　前世でやっていたＲＰＧならば、まさに最強のパーティーである。

　役をあてるならラーナは魔法使い、ジオルドは剣士、ソラは傭よう兵へいか盗賊、マリアはシスターってところだろうか。そうすると、助け出すキースは囚われの姫君になるな。

　なんだか皆の配役をあてはめた前世のＲＰＧ風のパッケージ絵が頭に浮かんだ。

　私がそんなことを考えている間にもどんどんと進んでいく、屋敷も奥の方へと入ってきて調度品の豪勢さも増してきた。

　これは、今まで雑魚敵ばかりだったが、もしかして中ボスクラスが出てくるかもしれない。なんて考え始めた時だった。

　偶然、近くにあった扉がギイと開き、中から出てきた男と鉢合わせしてしまった。

「な、なんだお前たちは！」

　なんだかどこかで聞いたようなお決まりの台詞せりふを吐いた男は、私がこの屋敷に入った時に想像した成金おっさんそのままの姿で現れた。

　唯一、違うのは着ている服は派手だが、バスローブではなくワイングラスも持っていなかった点だ。まぁ、こんな真昼間からバスローブを着てワイン飲んでいるのもちょっとおかしいのでそれは仕方ない。

　とにかくそんな成金おっさんはこれまたお決まりのように背後に、護衛と思おぼしき屈強な男たちを連れており、彼らを振り返り、

「し、侵入者だ！　捕えろ！」

　と叫んだ。

　私の頭の中でＲＰＧの戦闘に突入した時の音楽がかかった。

　さすがに中ボス（成金おっさん）の護衛だけあって今までの雑魚敵のようには簡単にいかないかとドキドキしたのもつかの間……やはりすばやく動いたラーナ、ソラ、ジオルドの手により護衛たちもあっと言う間に床にのされてしまっていた。

　本当に瞬殺である。このパーティー最強すぎだ。レベル１の場所にレベル99まであげて乗り込んできたかのようである。

　そうして、一人残された成金おっさんにソラがさっとどこからともなく取り出したナイフを当てて、

「お前がここの主あるじか？」

　と低い声で問うと、男は青白い顔をしたままコクコクと頷いた。

　ああ、やはりイメージ通りこいつがここの持ち主だったんだ。

　ならこいつは中ボスどころかラスボスだったのか……それにしてはあっけなかったな。それに見た目が小悪党っぽくてどうもラスボスに見えない。

「じゃあ、キース・クラエスの居場所も知っているな？」

　ナイフ片手に淡々と男に問うソラの方がよっぽどラスボスっぽく見えるくらいだ。

　でもこうしてラスボスも捕まえたし、すぐにキースの居場所もわかるだろうと安心したのもつかの間。

「……キ、キース・クラエスだと？　誰だそれは、そんな奴、知らん」

　男は真まっ青さおな顔で必死に首を振った。

「隠し立てしてもいいことなんてないぞ」

　そう言ってソラがナイフをぐっと男に近づけるも、男はさらに顔を青くし、

「知らん、本当にわからん」

　と必死な様子で繰り返すだけだった。

　すると、ラーナが『少しいいか、カタリナたちはここで待っていてくれ』とソラに男を引きずらせて、たった今、男が出てきた部屋に入っていった。

　そして、少ししてソラと二人で部屋から出てきて、

「やはり、本当に知らないようだった」

　と残念そうに呟いた。

　ちらっと見えた部屋の中には先ほどの男がうつぶせに転がっていた。

　この部屋で何が行われていたのか……少し気になる気もしたがあまり深く考えないことにした。

　そうして、私が頭に湧わいてきた疑問を振り払っている横で、ラーナはさらに続けた。

「それに、こいつも何者かに闇の魔力で操られているようだった」

「え！　あいつが一番、偉い奴で首謀者じゃないんですか？」

　あのおっさんがラスボスだと思ってのに違ったのか！

「ああ、確かにこの屋敷の主であることは確かなのだが……それでもこの事件に直接かかわってはいないようだ。闇の魔力で操られて屋敷を使われているだけといった感じだった」

　そう言ったラーナはマリアに『確認してみてくれ』といい部屋を見せると『確かに、屋敷に漂うモノとは別にあの人の身体自体に、闇の魔力の気配がします』と答えた。

　あの成金おっさんも操られていただけ、犯人ではない。

　じゃあ、真犯人はキースはどこにいるのだ。

「だが、まだアレクサンダーはこの先だと指している。それにマリアはどうだ？」

「はい。屋敷に漂う気配は進めば進むほど濃くなっていくので、こちらに何かあるのは確かだと思います」

　ラーナとマリアの言葉に私たちは、さらに屋敷の奥へと進んでいく。

　成金おっさんの部屋を過ぎると、少し調度品も落ち着いてきて、少しもの寂しい感じになってきた。心なしか廊下自体も暗い気がする。

「うっ、本当に気配が濃くなってきました」

　マリアが思わずといった感じで口を押さえる。

「確かに……これはやばい感じだ」

　ソラも言い、そして『しかし、どれだけの魔力量なんだこいつは』と呟いた。

「魔力量？　どういう意味？」

「いえ、そのままの意味ですよ。皆さんだって魔力の量は無限ではないでしょう。たくさん使えばなくなりますでしょう」

「そうだけど、しばらく休めばまた復活してくるでしょう」

　確かに、魔力量は無限ではない。元々の量など個人差はあるが、使えば使っただけ減ってしまう。だが、しばらく休んで身体を回復させればまた復活してくる。いわば体力と一緒だ。

「そうですね。元々の持っている魔力はそうなんですが、この闇の魔力については違うんです。使えば使うだけ減ってその魔力が再び回復することはないんです」

「！」

　びっくりの事実だ。目を見開く私にソラは更に続けた。

「これは元闇の魔力保持者のラファエルさんにも確認したので、間違いないです。闇の魔力は無限でなく有限なのです。ですから、こんなに多量に何人にも使うことができるということは凄いことなんです」

「じゃあ、ここにいる闇の魔力使いは相当すごい人なの？」

　そんなのがラスボスじゃあ、いくら最強のパーティーでも敵かなわないかもなんじゃ……。

「……わかりません。ただこれが一人の魔力なら相当なものですが、もしかして複数という可能性も……」

　闇の魔力使いが何人も……それもそれで怖い。

「まぁ、進んでみないことには何もわかりませんけどね」

「そ、そうね」

　わからないことを今から想像して怖がっても仕方ない。とりあず前に進むのみだ。

　そうして、私たちはさらに歩みを進めた。

　やがて、おそらく鉄か何かでできた他のドアより頑丈そうなドアが行く手に現れた。

　なんかＲＰＧだったら、いかにもボスがいるような部屋の入り口のようである。

　そんな入り口に向かって、クマがここだとここだと示した。

　なんとなくクマだけじゃ信用ならんとマリアとソラを見れば、

「この扉の先からすごい闇の魔力の気配がします」

「僕も同じくすごく危険な気配を感じますよ」

　二人とも真剣な顔で頷いた。

　ということはここにラスボスがいて、そしてキースが囚われている可能性が高い。

　私たちは、というよりラーナたちはもしもの時のためにすぐに対処できるよう準備をして頑丈そうな扉を開けた。

　そして、その中は……まさにラスボスの部屋のごとくおどろおどろしい雰囲気が満ちて……いなかった。そこは至って普通の客間のような部屋だった。

　真ん中にテーブルがありその周りに椅い子すが置かれているシンプルな部屋だ。

　完全にラスボスの部屋が待ち受けていると思っていた私は、かなり拍子抜けしてしまった。

　それに入り口から中を覗いてみても誰だれも出てこず、人がいる気配もなかった。

　あれ、やっぱりここはラスボスの部屋ではないのかしら？

　そんな風に思いながら部屋に踏み入ると、入り口から丁度、死角になったところに仰向けに、男が倒れているのが見えた。

「ひゃあ、何？」

　びっくりして思わず声をあげ飛びのいてしまったが、倒れている男に反応はなかった。

　だいぶ警戒した様子でソラが男に近づいて『おい』と声をかけるが、やはり反応はない。

　ソラは男の身体に手をかけ起こす。

　うわ、なんかすごい！

　起きた姿勢になり、しっかり確認できた男の姿に私は驚いた。

　仰向けに倒れていた時からだいぶふっくらした男だと思っていたが……。

　ボサボサの髪、その境目がわからない程の肉に覆われた身体、顔のパーツもすべて肉に埋もれており、その肌はテカテカと脂で光っており、吹き出物だらけだ。

　なんていうかこの人もすごい悪役っぽいんだけど。

　倒れていた時は事件の被害者かと思ったが、顔やいでたちがいかにも悪役チックである。

　まぁ、自分も悪役面だし、人を見た目だけで判断してはいけないとは思うのだが……。

「おい、あんた。大丈夫か？」

　ソラが起こした男にさらに声をかけると、男は『うっ』と少し反応を示した。

　どうやら、生きてはいるようだ。よかった。

「外傷はないみたいだがだいぶ衰弱しているな。おい、お前は一体何者だ？」

　ソラの問いに、男の目がうっすらと開いたようだ。かなり肉に埋もれているのでわかりにくいが。

　しかし、目が開いても男は相変わらず何も返さない。

　ただぼんやりとどこかを見つめている。

　う～ん。これはなに話しかけてもダメそうね。そう思ったが、一応。

「ねぇ、あなたはこの屋敷の人？　キース・クラエスの居場所を知らない？」

　ダメもとでそう男に問いかけてみると、

「……キース」

　男が呟いた。そしてどこを見ているかわからなかった目が見開き、部屋の隅にある棚のところに視線を定めた。

「……あの娼婦の子、化け物……くたばるところを見なければ……」

　あまりにも物騒なことを口走ると、男は自分を支えてくれていたソラを振り払うと、視線の先へと這っていった。

　突然の事態に茫ぼう然ぜんとする私たちをよそに男は棚まで這いよるとその側面に触れた。

　すると棚がずっと音をたてて移動し、そこに扉が現れた。

　これは隠し扉？　それは、前に学園で事件が起こった時にも見たことのあるような風景だった。

　そして、なぜだか私は確信した。きっとあの扉の先にキースはいると。

「あいつのくたばるところを……」

　そう物騒なことを繰り返す男に、いつの間にかジオルドが近づいていた。

　どうしたんだ？　と見ているとジオルドは男に向かって剣を振り上げた。

『がっ』男はそう叫ぶと再び床に倒れた。

「とりあえず、発言から明らかに敵側だったので。もういいかなと思いまして」

　剣の柄で男をのしたジオルドは黒い笑みを浮かべてそう言った。

「……ま、ぁいいだろう」

　ラーナも頷いた。

　いいんだ？　まぁ、明らかに物騒で不吉なこと言ってたけど……。

「しかし、この男の発言が確かならこの先にキースがいて、しかも危ない状態である可能性が高いな」

　とラーナは険しい表情で続けた。

「急がなくてはならないな。よし突入するぞ」

　そう、皆に声をかけラーナはその扉を開いた。

　ジオルドとソラがそれぞれもしかして出てくるかもしれない敵に備えて武器を手にする。

　ぎぃぎぃと音をたてて扉が開いた。どうやら日の光が入っていないらしい暗い部屋に、開けたドアから光が入る。

　そこは窓もテーブルも椅子もベッドもない、まるで牢ろう獄ごくのような部屋だった。

　そしてそんな部屋の隅に人が一人倒れていた。

　光が入りあらわになったその人の髪は土にまみれていて、着ている服もひどく汚れていた。

　そこに普段のきらびやかな面影はなかったが、それでも私にはそれが探していた人だと、自分の大切な人だとすぐにわかった。

「キース！」

　そう叫ぶと私はすぐにキースの元へと駆け寄った。後ろから誰かが何かを言っていた気がしたけど、耳には入らなかった。

「キース、大丈夫？　しっかりして」

　倒れていたキースの身体を抱き寄せ、起こすとその顔にはたくさんの傷やあざが付いていた。

　それだけでも胸が締め付けられるような気持ちになったが、それ以上にキースの顔色は真っ白で触った手もひどく冷たかった。

　まさか！　と全身の血が引く感覚を味わい。すぐにその口元に耳をつけると、微かすかな吐息が聞こえた。

　よかった。生きている。心の底から安あん堵どし、私も息を吐いた。

「生きてる！　キース生きているわ」

「そうか、よかった」

　すぐ横にいたジオルドもそう安堵の表情を見せたが、すぐに、

「……それで、カタリナ、その靄は触れても大丈夫なのですか？」

　と怪訝な声でそう聞いてきた。

　その靄ってなんのこと？　質問の意味がわからずジオルドの視線の先を見ると、

「な、なにこれ？」

　私は驚いて一瞬、キースを床に落としそうになってしまった。

　私が目をやったそこには信じられない光景があった。

　キースの土で汚れた身体に、黒い靄のようなものが巻き付いていた。

　それはまるで長いヘビのようにキースの腕に足に腰にぐるぐるに巻きついていた。

「ジオルド様、こ、これなんですか？」

「……わかりませんよ。でも、キースにそうして触れても大丈夫みたいですね。『危険かもしれないからすぐに触れないでください』と告げたのに……君は少しも言うことをきかないのですから」

「……はぁ」

　まったく気が付かなかった。いや、何か聞こえた気もしたような……。

　しかし、キース発見ですっかり舞い上がり、キースに巻きついているものも目に入らず、またジオルドの忠告とやらも耳に入らなかったようだ。

　少し冷静になって周りを見れば、マリアはドアにつかまったまま真っ青な顔で床にへたり込んでいるし、ソラも同じような顔色でドアの横の壁にもたれかかっていた。

　ラーナはおそらく何かあった時に魔法を使おうというのだろう。こちらに、手をかざしいつでも魔法が使えるように険しい顔でスタンバっていた。

　ジオルドもすぐ近くにはいるがやや及び腰な感じなのは、用心していたのか、それともこの黒い靄が彼の天敵であるアレに似た形態をしているためなのか。

「触れても問題ないみたいだな。マリア、ソラ大丈夫か？」

　がっちりキースに触れて、なんなら黒い靄にも触れている私が平然としているのを確認し、ラーナが警戒を解き、入り口付近でぐったりしている二人を振り返った。

「だ、大丈夫です。でもこれ以上はちょっと近寄ることができません。す、すみません」

　青い顔で返したマリアにソラも続けた。

「同じです。なんだかすごい魔力を感じて、これ以上は近づくことができません」

　そういったソラの額には汗が浮かんでおり、本当にきつそうに見えた。

　つまり二人が言うことにはこの闇の魔力に満ちた屋敷の魔力の発信源がどうやらキースに巻きついているこの黒靄らしい。

　この黒靄はとにかくとても強い闇の魔力を放っているらしく、それを感じることができるマリアやソラはあてられてしまったらしい。

　そして、その魔力の強さから、闇の魔力を感じることができない私たちにもこうして黒い靄として見えているようだった。

「じゃあ、キースには闇の魔法がかけられているということかしら？」

　こんな風に黒靄が彼に巻きついているということはたぶんそういうことなのだろう。

「たぶんそういうことだと思います」

　マリアが青い顔で頷く。そうかそれならば。

「キース起きて、私よ、カタリナよ！　迎えにきたわよ！」

　私は大きな声でキースに呼びかけた。

　闇の魔法はかけた者にしか解けないと言われていた、でも私たちの巻き込まれたこれまでの事件で、自力で解くことができることがわかった。

　それは、自らがかけられた魔法に打ち勝てばよいのだ。

　以前、私が闇の魔法にかけられて眠らされた時は、皆がたくさん呼びかけてくれたお蔭かげでその魔法に打ち勝つことができた。

　だからキースもこうして呼びかければきっと目を覚ましてくれるはずだ。

　そう思った私はキースに必死に呼びかけた。身体をゆすって、手をさすって。

「探し出して、迎えに来たのよ。目を覚まして」「もう、迷惑ばかりかけないから帰ってきて」それはたくさんたくさん声をかけた。

　他の皆にも声をかけてもらった。それなのに……。

「なんで目を覚まさないの……」

　ずっと声をかけ続けたのに、まったく反応がない。

　それどころかなんだか吐息も薄くなり、手もより冷たくなってきている気がする。

『キース、あいつのくたばるところを』先ほど聞いた虚うつろな目の男の言葉が思い出された。

　このままでは、キースは死んでしまうのではないか……。

「……どうして駄目なの……なんで……」

　俯いた私にマリアも切なそうな声を出す。

「もしかしたら、かけられた闇の魔法が強すぎて、自力では解けないのかもしれません」

「それじゃあ、かけた人に解いてもらうしかないの……でも、キースに闇の魔法をかけたのは一体誰なの……」

　どうやら先ほどの虚ろな目の男ではなく、そして屋敷の主でもなかった。なら闇の魔力を持つ者は誰でどこにいるのか……それもわからないのに、どうすることもできない。

　このままではキースが……。

　しかし、絶望的な気持ちで俯く私の上から強い声がかかった。

「なら、探すしかあるまい」

　見上げるとラーナが真っ直ぐ強い目を向けてきた。

「これだけの魔力を使っていて、皆を操っていたんだ何か目的があるはずだ。よって一人でさっさっと出ていってはいないだろう。おそらく敵はまだこの屋敷の中かその近くにいるはずだ。私、マリア、ソラで探す。その間、カタリナとジオルドはキースについていてやってくれ」

　そう言ってラーナは私の頭をポンポンと撫でてくれた。絶望に呑のまれそうになっていた気持ちが少し晴れた。

「はい。お願いします」

　私はラーナたちに深く頭を下げた。

「では、ジオルド王子、カタリナたちを頼むぞ」

　そうしてラーナはマリアとソラを引き連れ、キースに闇の魔力をかけた者を見つけるために再び屋敷の捜索へと向かった。

　ラーナたちが出て行った後も、私はとりあえず諦あきらめることなくキースに呼びかけ続けた。

　もしかしたら目を覚ますかもしれないという望みをかけて。

　しかし、やはりキースに反応はない。

　最初はただただ絶望に落ち込んでいた私だったが、しだいに腹が立ってきた。

　なんで私の大切な義弟がこのような目にあわなければならないんだ。

　義姉の私が言うのもなんだが、誰にでも優しくて気のきく本当に素晴らしい子なのだ。

　それがなんでこんなひどい目にあわなくてはならないのか、本当に理不尽である。

　苛立ちは段々と膨らんできた。

　何が闇の魔力だ！　なんでそんなもん、うちの可愛かわいい義弟にかけたのだ！　闇の魔力保持者だがなんだかしらないが許すべからず、見つけ出したら、そいつもキースにしたみたいに、黒いヘビでぐるぐる巻き状態にしてやる！

　と言うか、そもそもこの黒いヘビみたいなのがキースにくっついているのが原因でキースが目を覚まさないんだろう！

　こんな長すぎる不格好なヘビみたいなものはなんなんだ、腹立たしい！

　こんなもの引っぺがして、川に投げてなりたい！

　そうして怒りが沸騰してきた時だった。なんだか右の腰のあたりがぽっと熱を帯びた気がした。ちょうどポケットのあたりだ。

　その熱さに一瞬、なにか燃えてしまうようなモノ入っていたっけと思い、手を突っ込むとそこには数日前にジオルドに買ってもらった鏡もどきが入れっぱなしだった。

　あっ、買ってもらったのにしまうの忘れていた……と思ったのも、つかの間その鏡もどきに触れた途端、なぜか黒靄がさきほどよりくっきりとはっきりと見えるようになった。

　え、なんで？　さっきよりくっきり見える。それに……なんだか掴つかめそうな気がする。

　先ほどまで考えていたキースから引っぺがして投げ捨ててやるというのが、なんだかできそうな気がしたのだ。

　そうして、私はキースに絡みつく黒靄に手を伸ばした。先ほどまでは触れても透けていて通りぬけるだけだった靄に手が触れた。

　いける！　私は黒靄をぐっと掴んだ。そしてキースからべりっと引っぺがし、床に『えぃ』と投げつけた。

　横を見るとジオルドが口を開けたまま完全に固まっていた。

　そして、床に打ち付けられた黒靄はまるでヘビのようににょろにょろと床でまわっていた。

　私は最後の仕上げだとばかりに片手で靄をバシンバシンと容赦なく潰つぶした。

　すると、靄はすっと小さくかたまり人の拳くらいの水たまりのようになって動かなくなった。

　ほぉ、あの黒いの色々な形になれるのか、どうせなら子犬のような愛らしい形にでもなってれば少しは容赦してあげたものを。まぁ、それはともかく、

「とりあえず、これでやっつけたかしら」

　完全に動かなくなった靄を見てそう言うと、隣で固まっていたジオルドが再起動した。

「え、ちょっとなんなんだ今のは！　なにをしたカタリナ！」

　普段の取り澄ました笑顔も敬語も完全に失ったジオルドが、驚愕の表情でそう私に詰め寄ろうとしたその時、私の腕の中から『うっ』と小さく声があがった。

「！」

　キースが反応していた。そして、キースの目が少しずつ開かれていった。

　初めは宙をさまよっていた青い瞳が、こちらに定まり、そして、

「……義姉ねえさん……」

　か細い声が私を呼んだ。それは実に数日ぶりに聞いた義弟の声だった。

「キース」

　私は腕の中のキースを力いっぱい抱きしめた。







★★★★★







　そこは暗くて寒い場所だった。僕はそこで身体を小さくして声を殺してじっとしていた。

　それが僕という存在のあり方だったから。

　初めての記憶は『黙ってそこでじっとしてろ』と母に言われ薄暗い部屋の中、膝ひざを抱えているものだ。

　そうして時折与えられる食料を待つ日々、与えられた食料は少しずつ食べた。一気に食べるとすぐなくなってしまいそれからしばらく続く空腹に耐えられないから。

　少しモノがわかるようになると母にとって自分はいらない存在だということがすぐにわかった。

　そして三つになり、自分の父だという人、異母兄だという人たちの元に移ることになったが……そこでも僕はいらない存在のままだった。

　初めは『娼婦の子』、魔法を使って兄弟に怪我けがをさせてしまってからは『化け物』と蔑まれ、一人部屋で、存在を殺して過ごす日々。

　そう僕はずっとそうして部屋の中で一人じっと存在を殺して生きてきたんだ。

　いらない存在。誰にも必要とされない存在。だからこの暗く寒い部屋の中で、このまま消えてしまってもかまわない。

　暗い闇に初めこそ恐怖し、震え涙を流したが、しだいに心地よいもののようにも感じるようになった。

　このままこの闇に溶けてしまうのもよい気がしてきた。

　どうせ、僕などいなくてもいい存在だ。蔑まれ、理不尽な暴力に耐えるしかない生などいらない。そう思った時だった。

『……キース』

　誰かが僕の名を呼んだ気がした。

　一応つけられた僕の名、呼ぶものなどほとんどいなかったはずなのに……。

　誰だろう、なんだかとても懐かしい声である気がした。

　しかし、周りを見渡してもそこにはやはり暗い闇が広がっているだけだ。

　気のせいだったんだろうか。そうだ、きっと気のせいだ。

　僕の名をあんな優しい声で呼んでくれる人などいないのだから。

　僕はまたじっと息を殺した。こうして闇に溶けてしまおう。

『……キース』

　また声が再び僕を呼んだ。そしてそれは先ほどよりはっきりと僕の耳に届いた。

「……誰？」

　僕は暗闇のなか声をあげ再び周りを見渡した。やはりそこには誰もいない。

　しかし、声はまた聞こえてくる。

『キース、起きて！』

　どこかで聞いたことのある声、なんだかとても懐かしく思える声。

　それでもそれが誰だかわからない。

「……誰、誰なの？」

　僕は再び声をあげた。

『キース、私よ！　迎えにきたわ』

　迎えにきた？　僕を迎えにきてくれる人なんていないはずだ。だって僕は母にも父にも母違いの兄弟きょうだいにもそれは疎まれている存在なんだから。

　この人は一体、誰なんだろう？　ダメだ、どうしても思い出せない。

　僕は混乱して頭を抱えた。僕は確かに疎まれ、必要とされない存在として生きてきたはずなのに……この声を聞くと何か大切なことを忘れているそんな気持ちになる。

　思い出そうとするけど……思考はすぐ闇に包まれてしまう。

『キース、ねぇ、目を開けて』

　その声は必死に僕の名を呼び続ける。

　ああ、僕にもこんな風に名を呼んでくれる人がいたのだろうか。

　思い出したいのに、知りたいのに……闇が思考を阻む。

　そして、闇は思い出さなくてもいいこちらに落ちてこいと誘っている。

　色々と考えるより、この闇に身を任せれば楽になるのではないか、そうも思うのに……。

『キース』

　その必死な声がそれをよしとしない。そちらに行くなと呼び止める。

　包み込むような闇に応こたえればいいのか、きこえてくる声に応えればどちらに行ったらいいのかわからず、途方にくれていた。

　そんな時、周りに満ちた黒い闇の中に突然、小さな光が現れた。

　なんだろう。僕はその光をじっと見つめた。

　光は少しずつ大きくなっていった。すると、頭の中に少しずつ記憶がよみがえってきた。

『やぁ、君がキースかい？　ようこそクラエス家へ』

　八歳の春、そう言われ、連れていかれた先にいたのは、女の人とそして水色の目をした女の子。

『私のことを姉さんと呼んで』

　女の子はそう言って僕に笑顔を向けた。そして、僕を家の外に連れ出し、色々なことを教えてくれた。

　それなのに僕は、また未熟な魔法で彼女に怪我をさせてしまった。もう嫌われてしまった。またここでも疎まれる存在になってしまうと思った。だけど、彼女は笑って許してくれた。そして僕が一番、欲しかった言葉をくれた。

『これからもずっと一緒よ』

　ああ、なんで忘れてしまっていたのだろう。そうして、失われていた記憶は一気によみがえってきた。

　優秀で偉大な義父、優しく愛情深い義母、親切で心優しい使用人、心許せる大切な友人たち、そしてこの世で最も愛いとおしい義姉カタリナ。

　確かに僕は八つのあの時まで誰にとってもいらない存在だったのかもしれない。でも今の僕はもうあの時とは違う。

　僕にはたくさんの大切な人ができた。僕がいなくなったら彼らはきっと悲しむだろう。

　それに僕は決めたんだ。カタリナの傍でずっと彼女を守ると。

　だから、僕はこんなところで闇に呑まれて消えるわけにはいかないんだ。

　そうして顔をあげた僕は、気が付けば暖かい光の中に包まれていた。

　僕を包んでいたあの黒い闇は消えていた。







　暖かな気配に目を開けると、そこには最愛の人の顔があった。

　僕を真っ直ぐ見つめる水色の瞳からポロポロと涙を流している。

　そして、僕の身体はカタリナの腕の中に包まれている。物心ついてから初めて僕を抱きしめてくれたのも彼女だった。

　それは木から落ちたカタリナを受け止めようとして失敗し、気を失った時だった。

　力強く僕を抱きしめて、やっぱり今みたいに涙をいっぱい流しながら心配してくれた。

　僕はあの時、初めて人の温もりと優しさを知り胸が温かくなった。

　ああ、僕はあの時の夢を見ているのかな。

　だって幼い頃ならまだしも、ある程度大きくなってからは、お義母かあ様の厳しい指導もありカタリナもそう気安く抱きついたりしてくることもなくなっていたから。

　でも、この夢のカタリナはあの頃よりずっと成長していて、まるで今と変わらないくらいだ。

　身体にあたる柔らかい感触も幼い時とは違っている。

　じゃあ、これは僕の願望が見せている夢なのか。

　なにせ最近は、カタリナの婚約者であるジオルドが彼女に気安く触れるのをとても羨うらやましく思っていたから。

「……義姉さん……」

　そう呼ぶと。

「キース」

　それは嬉しそうな声をあげて、僕を強く抱きしめてくれた。

　そして『よかったよかった』とその涙で濡ぬれた頬ほおを僕の胸に押し付けてきた。

　昔はさほど身長も変わらなかったカタリナが今、すっぽり僕の腕の中におさまり、そして身体をすり寄せてきている。

　ああ、なんて幸せな夢だろう。最近はなかなかこんなにいい夢を見ることもなかったからな。

「キース、大丈夫？」

　幸せを噛みしめ黙ったままの僕を不思議そうな顔をしたカタリナが上目づかいできょとんと見つめてくる。

　うるうるしている水色の瞳のなんて可愛らしいことか。これが現実ならきっと僕は羞しゅう恥ちに耐え切れず、ばっとカタリナから離れてしまっているかもしれない。

　でもせっかくの夢なのだから、現実ではできない分、彼女にもっと触れたい。

「キース？」

　僕はきょとんとするカタリナの頬に手をかけその頬に伝う涙の痕あとにそっと口づけ、目を見開いて固まる彼女の唇まで移動させていく。

　そしてそのピンク色の愛らしい唇に自分のそれを重ねた。彼女の唇はずっと想像していたより柔らかかった。

　しばらくその柔らかさを堪能してそっと唇を離してカタリナに目をやればうるんだ目で真まっ赤かな顔をして固まっていた。

　ああ、すごく可愛い。今まで想像していたものよりずっとずっと。

「ああ、本当にいい夢……」

　そう呟いたら、すごい疲労感と眠気が襲ってきた。夢で眠くなるなんておかしいと思いながらも、僕はその波に逆らえず微睡の中に落ちていった。







★★★★







　え、今の何？　何が起こったの？

　私はたった今、起こった出来事が理解できず完全に固まっていた。

　え～と、これまでのことを順に追って頭を整理しなくては……まず、私は魔力を高めるために畑を作って……ってこれ前に遡さかのぼりすぎたわ。これだと現在に辿たどりつくのにかなりの時間を有してしまう。そうじゃなくて、つい先ほどのことを思い出すのよ！

　まず、この部屋に辿りついたら行方不明になっていたキースを発見して、でも闇の魔法にかかっていて、いくら声をかけても全然目を覚まさなかった。

　だからラーナたちが闇の魔法を使った者を探しに行ってくれて、私とジオルドはここに残った。

　でもってまたキースに呼びかけたけどまったく反応なくて、そしたら『どうしてキースがこんな目に！』と段々腹が立ってきた。

　そしたらジオルドに買ってもらった鏡もどきが熱くなってそれを触ったら、なんか黒霧もやっつけられる気がしてきて……実際、ぺっと引っぺがして潰してやっつけることができて……そしたらキースが目を覚まして……そして。

「わぁ～～」

　私は思わず奇声をあげ頭を抱えた。今しがた起こった出来事が再びリアルに脳裏によみがえったからだ。

　目を開けたキースは弱々しい声で私の名を呼び、そしてなぜか私の頬に手を伸ばしてきた。

　そこまではよかった。そこまでは。

　しかし、あろうことかキースはその後、私の頬に口づけて……そして、その唇を私のそれに重ねたのだ!!

　どうしたらよいかわからず混乱し、固まり目を見開いたままだった私は、その端正で美しい顔がとろけたような表情で私に迫ってくる様子をがっちり見続けてしまった。

　もう、思い出すだけで爆発しそうな気分だ。

　それにあの唇の感触、他人の唇があんなに柔らかいなんて……それに私のファーストキスが……ってあれ？　こんな感じ前にも味わったことがある気がする。

　そもそも他人の唇の感触、本当に初めてだったっけ？　なんだか、前にも触れたことがある気がする。あれ？　でも誰の？

「……カタリナ、大丈夫ですか？」

　すっかり自分の思考に陥っていた私に声がかかった。

　はっと我に返りそちらを見るとジオルドがひどく不機嫌そうな顔でこちらを見ていた。

「あ、はい」

　動揺しつつ何とかそう返事をすると、ジオルドは私の腕の中、とんでもないことをしでかしておいて再び眠りについてしまったらしいキースの様子を確認した。

「先ほどと違い反応はありますね。おそらくもう魔法は解けているのでしょう。これはたぶん疲労で眠っているだけでしょう」

「……はぁ」

　魔法は無事に解けたようで本当によかった。しかし、なかなかさっきの出来事が、強烈すぎて頭がまだしっかりしてくれない。

「しかし、おそらく寝ぼけていたとはいえとんでもないことをしてくれましたね」

　そう言ったジオルドは私の顎あごに手をかけた。まだ混乱する頭でなんだろうと見つめているとまさかの事態が……。

　ジオルドの端正な顔が近づいてきたと思うと、唇に再びやわらかい感触。重なっているのは同じ唇。

　そして『ちゅ』っと音をたててそれは離れていく。

「消毒ですよ。君は僕のものなんですから、他の男に奪われるなんて許せないことですからね」

　まるで子どものように拗すねたような顔でそんなことを言ったジオルド。

　私は、今の今まで忘れていたことを一気に思い出した。

　そうだ、さっきのキースからのキスは私のファーストキスではなかった。

　私のファーストキスは、少し前にジオルドに奪われて……それでもってジオルドから『愛しています』と告白されたんだった！







[image: ]







　キースの行方不明騒動ですっかり忘れてしまっていた。なんてことだ！

　目の前にはまだ子どものように拗ねた顔をしたジオルドが、

「う～ん。一度じゃあ僕の気持ちを思い出しませんかね？　もう一度しますか」

　なんて恐ろしいことを言ってくる。

　私は思いっきり頭を横にブンブンと振って、

「いえ、もう思い出しましたので結構です」

　と必死に返した。

　するとジオルドは『そうですか』と少し残念そうな顔をする。

　こうして混乱材料がまた増えてしまい。私はますますどうしてよいかわからず、アワアワしてしまう。

　ジオルドがキスしてきて、しかも私を好きだと言っていて、でもってなぜかさっきはキースも……。いきなり色々と一気にやってきてもうどうしてよいやらわからない。

　ああ、なんだか顔を熱いし、心臓はバクバクいうし……あぁ～！

「ワン」

　ああ、しかもなぜか混乱しすぎて、謎なぞの鳴き声まで聞こえてきた。

「ワンワン」

　ああ、もうなんなのだ。この大変な時に何がワンワンなんだ。

　……ってなんだこの鳴き声!?

　急にすぐ近くで聞こえ出した謎の鳴き声、その声からおそらく子犬か何かだと思うが、この部屋にはそんなものいなかったはずだが……。

　私は鳴き声の方に目をやると、それは今しがた倒した黒い靄の残ざん骸がいである黒い円の中から聞こえてきていた。

「……え、何？」

　茫然と鳴き声の響く黒い円を見つめていると、黒い円は再びぶわっと上に広がり新たに形を作り出した。

　またあの蛇に戻るのか！　と警戒したが……新たに黒い円がとったその形は……。

「……子犬？」

　黒い円があったその場所に、一匹の黒い子犬がそれは可愛らしくお座りしていた。

「な、なんなの!?」

　おそらく普通に考えればその犬は先ほどの黒い円だったものなのだろうが……なぜ子犬になったのか。なんなのだこれは……。

　私もジオルドも茫然としたまま突然、出現した子犬を見つめた。

　そして、その子犬は私と目が合うと一直線にこちらへ駆けてきた。

　今までの私の人生経験上よってきた犬は皆、敵意を向けてくる。

　そのため、はっと警戒するが……何と子犬はそれは嬉しそうに尻尾しっぽを振って私にすり寄ってきたではないか。

「な、な……」

　驚きに固まる私に、ジオルドが険しい顔で、

「大丈夫ですか？」

　と犬を私から剥はがそうとしたのか手を伸ばしてきたが、その手が届く前に、

「か、可愛い～」

　私はその子犬をその手に抱きしめていた。

「……えっ」

　ジオルドが横で怪訝な顔をしていたが、そんなのほとんど目に入らなかった。

　私は今、とてつもなく感動していたのだ！

　この世界に生まれてから、いやむしろ生まれる前の前世からずっとずっと犬に嫌われ続けていた。

　私的には動物は好きで犬も好きだったのだが……なぜか犬の方が私を嫌う。

　動物園や猿山の猿たちにはなぜだか人気のある私なのだが、こと犬に関してだけは徹底的に嫌われ続けていた。

　可愛らしい子犬に手を少し伸ばしただけでまるで長年の宿敵に出合ったかのように戦闘態勢を取られ、その毛並みを撫でることすらままならず、ましてや抱っこするなど夢のまた夢であったのだ。

　そうして長年、嫌われ続けて生きてきたのに……まさか犬に懐かれる日が来るなんて！

　私は、まったく私を威嚇してこない愛らしい黒い子犬をしっかり抱きしめその毛並みをもふもふ撫でたり、顔にすりすりしたりと長年叶わなかった願望を今、叶えるべく存分に子犬を愛めでた。

　子犬の方もそんな私に嫌なそぶりを見せることなく、嬉しそうに私にすり寄り、尻尾を振った。

　ああ、もふもふ気持ちいい、可愛い、なんたる幸せ、まるで夢のようだ。

　そうして、犬との二人、いや正確に言えば一人と一匹の世界を作り上げていた私たちだったが、その二人の時間に、謎の笑い声が乱入してきた。

「くすくすくす」

　と鈴を転がしたような笑い声。初めはのけ者にしていたジオルドが拗ねて変な声を出してきたかと思ったが、どうやら違ったようだ。

　ジオルドはといえば私と犬の前に立ち剣に手をかけ厳しい顔でどこかを見つめていた。

　そして彼の視線の先、部屋の入り口に一人の女が立っていた。

　おそらく私と同じ年くらいの年頃に見える黒髪の女。笑い声の主はどうやら彼女だったようだ。

「本当に、面白い人ね」

　剣に手をかけ警戒するジオルドなど目に入っていないかのように女は、のんびりした様子で言った。

　なんだか不思議な雰囲気の女だった。見た目は同じくらいの年に見えるのに、その笑った様子はまるで小さな子どもみたいだ。

　じっと女を警戒し見つめる私達に女は続けた。

「でもせっかく、闇の魔力の実験で私だけの闇の使い魔を作ろうと思ったのに、すっかりあなたに取られてしまったわね」

「闇の使い魔？」

　なんのことか思わず聞き返すと、

「その子犬よ。私があなたの義弟さんに闇の魔法をかけて作ったのよ。でもその魔法もあなたが解いてしまったのね」

「え、この子が闇の使い魔！　というかキースに闇の魔法をかけたのはあなたなの！」

「ええ、そうよ」

　女は顔色一つ変えることなくあっさりと頷いた。

　なんていうことだ。まさか、ラーナたちが探しに行ってくれた犯人が自らこちらに出向いてきてしまった。

　なんかマリアやソラの話ではかなり強い力の持ち主らしいが……そんな人と対たい峙じして大丈夫だろうか。不安になりさらに女を警戒する私をよそに女の態度はまったく変わらない。

「でも、なんであなたに取られてしまったのかしら？　あなたは闇の魔力も持っていないのに不思議だわ」

　女は頬に手を当て首を傾かしげる。そして、

「ねぇ、なんで？」

　と私に問う。

「えっ！　私に聞かれても……」

　私は腕の中でまだ嬉しそうにすり寄ってくる子犬に目をやる。

　女の話が本当ならこの子は闇の使い魔なのか？　確かにあの黒い靄からできてきたけど……というかそもそも闇の使い魔ってなんだ？　あぶないものなんだろうか、でもこんなに可愛い子が害あるものとも思えないし……。

「まぁ、でも、もう取られてしまったものは仕方ないわね。しょうがないから、その子はあなたにあげるわ」

「え、あ、ありがとうございます」

　なんとなく反射でお礼を言ってしまったが、あれ？　なんかおかしい気もする。

「くすくす、本当に面白い人ね。カタリナ・クラエス」

　女はまた鈴を転がしたような笑い声をあげた。

「え、なんで私の名前を……」

　この女が知っているんだ。私は女に問おうとしたが、その前に女が動いた。

　片手をさっとあげて何事か呟いた。

　その動きにジオルドが剣を抜こうとしたのが見えた。

　しかし、それより早く部屋の中が真っ暗な闇に包まれた。何も見えない本当に真っ暗な闇だ。

　そんな闇の中に女の声が響いた。

「本当はもっとお話ししたかったけど、そろそろ行かなくちゃいけないの。またどこかで会いましょう」

　そして、しばらくして部屋が元の明るさを取り戻した時、そこにもう女の姿はなかった。

「……今のなんだったの」

　私が茫然と呟くと、それに合わせて腕の中の犬が『ワン』と嬉しそうに吠ほえた。







　女が消えてすぐにラーナたちが部屋に戻ってきた。

　彼らは闇の魔法の気配を辿っていたが、またこちらで闇の魔法が使われた気配を強く感じあわてて戻ってきたということだった。

　私とジオルドは先ほどあった出来事をラーナたちに説明した。

「う～む。これが闇の使い魔？」

　ラーナは私の腕の中にいる子犬をじっと見つめ、うなった。

「何とも興味深い話がたくさんでより詳しく聞きたいのだが、いつまでもここにいるわけにもいかないな。キースのかけられていた魔法も無事解けたということなら、とりあえず、まずはここを出て安全な場所まで行こうか」

　確かにそれが今、一番の選択であった。

　そうして私たちは、この成金屋敷から出ることになったのだが……。

「……あの、この子犬連れていっていいでしょうか？」

　どうも愛らしくて手放したくないし、しかも何やら床に置いてもトコトコと私の後を付いてくる子犬をこのままここに置いていくのは可哀相だ。

「ああ、実に興味深い生き物だし、見たところすぐに害がある訳ではなさそうだし、連れていこうか」

「はい。ありがとうございます」

　そうしてラーナの許可も経て、黒い子犬を連れていくこととなった。

　それから、キースはそうとう疲労してしたのか眠ったまま目を覚まさない。しかも身体もひどい傷だらけだ（それでもマリアが光の魔法で小さな傷は治してくれたので、見た目は先ほどよりも少しよくなってはいたが）。

　誰かが抱えていった方がよいかという話になったのだが。

「それなら、私にいい考えがある」

　とラーナはソラが背負っていた荷物から、皆で外でご飯を食べた際に敷いていた布を取り出した。

　そして、そこにキースを横たえ、何かを呟いた。するとなんと布が数センチ宙に浮いた。

「おぉ！　すごい」

　思わず歓声をあげると、ラーナは少し得意げに風の魔法の簡単な応用だと教えてくれた。

　まるで空飛ぶ絨じゅう毯たんのようでえらく感動した。もしかしてこのまま宙をまって空を飛べるのではないかと興奮して聞いてみると、残念ながらあげられるのは数センチのみなのだとのことだった。

　しかし、私の空飛ぶ絨毯の話を聞いたラーナは、『面白そうだ。ぜひ検討しよう』と目を輝かせていたので、そのうち本当にできあがるかもしれない。

　こうしてキースを数センチだけ飛ぶ布にのせ、黒の子犬を抱いて私たちは成金屋敷を後にした。

　帰りはほとんど護衛に出くわさなかったから、不思議に思って聞くと、ラーナたちが屋敷をまわった際に邪魔なのでほとんど、のしてきたとのことだった。本当に最強のパーティーである。

　こうして、私たちのキース探しの旅はとりあえず終了した。







第四章　事件は解決し







　私、魔法省幹部のラーナ・スミスこと本名スザンナ・ランドールは、キース・クラエス誘拐事件に関する報告を携え、長年の相棒にして一応、婚約者でもあるジェフリー・スティアート第一王子の元を訪れた。

　ジェフリーはいつもどおりのへにゃりとした笑みで私を出迎えた。

「やぁ、今回はだいぶ大変だったみたいだね」

「ああ、まったくだ。今回は考えていたよりきつかった」

　そう今回の事件は、私が考えていたよりもずっと厄介なものとなった。

　事件自体はキースを救出し、アジトだった屋敷やその持ち主も魔法省の方で掌握した。

　それでも後片付けはまだ終わらず、部下たち特に私直属の部下であるラファエルなどは、ここ数日はほぼ休みなく働いている状態である。

「それはお疲れ様、じぁあ、僕もだいぶ協力した訳だし、事件の詳細を教えてもらってもいい？」

「ああ、お前にはだいぶ世話になったからな」

　それにこうして彼と情報を共有しておくことで、いざという時、彼の王族としての力と私の魔法省幹部としての力を合わせ協力することができる。

　だから、私たちはお互い相当自らに不利なこと以外はこうして日々、報告をし合っている。

　そして、私は今回のキース誘拐事件の詳細をジェフリーに話し始めた。

　まず、初めは主犯と思われ、キースを誘拐し監禁、暴力をふるっていたのは、キースの異母兄弟きょうだいであるトマス・コールマンという男だった。

　元々はコールマン子爵家の跡取り息子だったという男は、甘やかされて育ちすぎたのか横柄でどうしようもない人間だった。

　屋敷の中でもそれは問題児だったらしいが、社交界にデビューすると間もなく、他ほかの貴族たちとも多々トラブルを起こした。

　その結果、父親であるコールマン子爵はトマスからその弟に跡取りを変えた。

　そのことにトマスは激怒し悪い輩やからとつるむようになり、さらに大きなトラブルをいくつも起こすようになる。結局、そんなトマスの面倒を見きれなくなったコールマン子爵は彼を家から追放した。

　それでも身一つで追い出すのではなく、町に小さな家を与え、それなりの金品も持たせてやったらしいが、それまで甘やかされ放題で育ったトマスがやっていけるはずはなかった。

　トマスは与えられた金などすぐ使い切り、やがて周りにたかりのような真似まねをし、ひどく煙たがられていたらしい。

　そうしてほとんどの人間から相手にされなくなった頃ころ、トマスは偶然、町でキースの姿を見つけ激しく嫉しっ妬とし、貶おとしめてやりたいと考えるようになり、今回の誘拐を決行したとのことだった。

　ただ、どうやって金も地位もなくし、周りから相手にされなくなったトマスにそのようなことができたのか、そこには一人の女の存在があった。

　トマスの証言では、その女はある日、突然声をかけてきたのだそうだ。そうして女はトマスに食事や酒をおごり、彼の話を熱心に聞いてきたのだという。

　やがて、トマスのキースへの嫉しっ妬と、貶おとしめてやりたいという話を聞いた女は、『では、私が協力してあげる』と言ったという。

　そして気づけばトマスは何もせず、事件のあった屋敷で優雅に暮らせるようになった。トマスは、その屋敷を女のものだと思っていたようだが、実際は女が金とトマスの爵位を使い借りていただけのものだった。

　あの屋敷の者たちは元々、後ろぐらい罪を犯すようなものたちだったが、今回の事件に関しては使用人はもちろん、主あるじすら何も知らなかった。ただ金で頼まれたことをやっていたのみだった。

　むしろ、彼らにも不審を感じない、疑問を抱かないような闇やみの魔法が施されていた可能性が高く、皆、記憶に曖あい昧まいな点が多々見られた。

　そして、やがて女はどこからともなくキースを連れてきたので、トマスは彼を監禁し暴力をふるい、やがて隣国の奴隷に落とそうと思っていたのだそうだ。

　こうして各人物や目撃者などからの証言を集めると、初めこそ主犯だと思われていたトマスという男はただの傀かい儡らいのようなもので、その名を表だって使われていただけで、本当の主犯はトマスに寄ってきた女だと考えられた。

　その女こそが実際に闇の魔法を使いキースをさらった人物であるのだから。しかし、

「それでその主犯の女は捕まえたのかい？」

「……まだだ」

　ジェフリーの問いに私は眉み間けんに力が入る。それこそまさに今、手こずっている後始末である。

「おや、優秀な君にしては手こずっているね」

「なかなか強敵で居場所を掴つかめないのだ」

「じぁあ、いまだにどこの誰だれかもわからない状態なんだ」

「いや、そこはなんとなく目星は立っているのだが……」

「へぇ、君をそこまで手こずらせるのは一体、どこの誰だったんだい？」

「おそらく奴やつはディーク侯爵家の中にいた人間のようだ」

「ディーク侯爵家というとラファエルに告発されたあの家だね」

「ああ、何年も前から闇の魔法に手を染めて色々していたあの家だ」

「でも、あの家の闇の魔力に関わっていたとされた者はすべて捕らえられたんじゃなかったっけ？」

「ああ、そのはずだったのだが……」

　私は今回の事件で明るみになったディーク侯爵家のさらなる事実をジェフリーに話して聞かせた。

　ラファエルの告発により明らかになった国でもかなりの権力を有していたディーク侯爵家の罪。闇の魔力の使用に数々の犯罪行為、その首謀者たる侯爵夫人を含め、関わっていた者はすべて捕らえたはずだった。しかし、そうではなかったのだ。

　まず、その女、トマスにサラと名乗った女は闇の魔力についてあまりに知りすぎていた。

　闇の使い魔という存在の作成方法、そして闇の魔力を得るために他者から力を吸い取る方法。

　そう、サラと名乗った女は何も凄すさまじく多い闇の魔力を有している訳ではなかったのだ。彼女はあのトマスという男からその力を奪っていたのだ。

　闇の魔力は人一人の命と引き換えに得ることができる。ただし得た魔力は無限ではない、使えば使っただけなくなってしまう、よって使い続ければいずれはなくなるものだ。

　しかし、そこには裏ワザがある。これは魔法省でもほんの一部しか知らない事実だが、闇の魔力は他人から吸い取ることができるのだ。

　それも魔力としてではなく生命の力として吸い取るため、取られ続けた人間はやがて命尽きる。そして、特に負の感情が強い人間のエネルギーの方が強い闇の魔力を得ることができるとされている。

　そうして、おそらく今回の事件のトマスがまさにそうして生命の力を吸い取られていた。

　魔法省で捕らえてから色々と試し、一応、話ができる程度には回復したトマスだったが、それでもその衰弱の具合は激しくおそらくもうそう長くはもたないと思われた。

　それまでのトマスについても調べたが、大きな持病もなくほんの少し前まではピンピンしていた男がたった数週間でここまで弱ってしまうなんてなぜだと事情のわからない他の職員たちは皆、首をひねっていた。

　本来ならほとんどの人間が知りもしない事実、なぜそれをあの女は知っていたのか？

　少し前にあったカタリナ誘拐事件の主犯であるデービット・メイスン侯爵。彼もまたディーク家から闇の魔力の情報を得て使っていた。しかしそれは闇の魔力を得る方法のみであり、応用法があることなどは何も知らなかった。

　むしろそんなことがあることを知っていたのは、ディーク家でも特に闇の魔力に関わっていた数人のみだった。

　だから、あまりにも闇の魔力について知りすぎているサラという女は異質だった。

　もしかしたらこの女もディーク家で深く闇の魔力に関わっていたのかもしれない。そう考え、捕らえられているディーク家の人間に聞いたところ、ディーク家の新たな闇が明らかになった。

　闇の魔力を研究していた彼らは、ラファエルに闇の魔法をかけた男以外にも、魔力を与えていた。

　ディーク夫人がもしまた息子シリウス（ラファエル）に何かあった時のためにと行われたらしい。

　そうやって闇の魔法を無理やり与えられたのはほとんどが孤児や買われてきた子どもだったそうだ。

　その中には、闇の魔力を得ることに失敗し命を落とした者や、後遺症で心を壊した者もいたらしい。

　そうして準備された子どもたちだったが、夫人の心配は杞き憂ゆうに終わりシリウスは表向き順調に育ったため、その者たちも特に必要はなくなっていた。

　そのため生き残った彼らも、闇の魔力を持つ者として研究を手伝わせていた。

　しかし、様々な無理な実験を繰り返させたために、ほとんどの者が、心を壊し狂ってしまっていた。

　やがてディーク家はラファエルの告発でその罪を暴かれた。闇の魔法研究をしていた者たちは狂った者たちの存在が明らかになりさらに罪が重くなることを恐れ、その者たちの存在を暴かれる前に始末したとのことだ。

　その者たちの中に、特に闇の魔力を強く持つ黒髪の少女がいたらしい。

「それはかなり胸むな糞くそ悪い話だね、ディーク家の闇は僕らが思っていたよりずっと深かったってわけか」

　ジェフリーが眉まゆをひそめて言った。

「ああ、あの悪党ども、私が今回のことで問い詰めなければ口を割らないままでいるつもりだったようだしな。素直にしゃべらせるのもだいぶ苦労したぞ」

　本当になかなか口を割らなかったものだから、少し追い詰めすぎて、しばらくは口もきけなくなってしまったくらいだ。

「しかし、その話が真実ならそのサラと名乗った女もディーク家の被害者ということになるね。それにそいつらの話どおりならその少女は始末されてしまったのだろう？　本当に今回の犯人はその少女なのかな？」

「始末したと言っても自分たちで手を下したわけではなくその辺のゴロツキに死体の隠ぺいも含め依頼しただけだというから、生き残っている可能性は十分に考えられる。それにトマスや事件関係者に確認した特徴も完全に一致しているので、ほぼ間違いない」

「そうか、で、そのディーク家の少女はなんていう名前だったの？　おそらく名乗っていたサラは偽名だったんだろう？」

　ジェフリーのその問いに私の眉間にさらに力を入れてしまう。

「……それが少女には名前がなかった。ただ番号で呼ばれていただけだった」

　ジェフリーの顔が不快そうに歪ゆがむ。おそらく、私も同じような顔をしていることだろう。

　そうサラと名乗った女がいた環境はあまりにもひどい。とても憐あわれで可か哀わい相そうな少女。

　だが、だからといってそれが他者を傷つけていい理由にはならない。

　なぜ、彼女は今回このような事件を起こしたのか、カタリナたちにディーク家を破滅させられた仕返しなのか、それともディーク家の奴らが言ったように狂ってしまいただやみくもに罪を犯しているのか？

　すべては彼女を捕らえてみないことにはわからない。

　正体はわかったのだ。あとはその居場所をつきとめるだけだ。私は気持ちを引き締めた。

　そして、次の報告を行う。

　それは今回、カタリナ・クラエスが起こした珍事に関してである。

　なんと彼女は、闇の魔法にかかり、その身を闇の使い魔を作り出すための生いけ贄にえとされていた義弟キースの魔法をあっさり解いたのである。

　それもジオルドの話ではあの黒い靄もや（使い魔の完成前の姿だったようだが）を素手でひっつかんで投げたらしい。

　しかも床にころがったそれをとどめとばかりにこれまた素手で叩たたき潰つぶしたのだとか。ジオルド曰いわくその姿は畑に入ってきたへびを仕留める時とまったく同じだったとのこと。報告してくれたジオルドはどこか遠い目をしていた。

　まず、貴族の淑女が畑でヘビを仕留めるというのもどうかと思うが……あんな得体の知れないモノを掴んで投げて叩き潰すとは……カタリナ・クラエスは私が考えていたよりもずっと凄まじい人物であるようだった。

　しかも当の本人ときたら『なんかできる気がしたんです』とケロッと答えてきたものだから、もう笑いが止まらなかった。一瞬、呼吸困難になるかと思ったほどだ。

　そして、なんだかんだで私と近い感覚を持つジェフリーもこの報告に爆笑した。

　しばらくひーひーと肩で息をして、ようやく少し落ち着いたところで口を開く。

「しかし、なんでカタリナ嬢にそんなことができたんだい？　彼女は闇の魔力に対抗できる光の魔力を持っている訳でも、ましてや闇の魔力を持っている訳でもないのだろう？」

「そうなんだ。だから疑問だったのだが……よく話を聞いたらどうやら闇の魔法道具のようなモノの影響のようだ」

「闇の魔法道具？」

「ああ、これだ」

　私はジェフリーの前にカタリナから預かっているそれを置いた。

「え～と、これは鏡？」

　ジェフリーはそれを手に取り、困惑した顔でそう聞いてきた。

「いや、ただの装飾品らしい」

　それは女の片手におさまるくらいの丸い形をしており、なんとなく鏡のようにも見えなくはないが、鏡は付いておらず円を囲うように装飾品が付いている謎なぞの物である。

　正直、そのごてごてした飾りはあまりセンスのよいものには思えない。

　実際、どこにまわされても誰の手に取られることもなく、町の露店で子どものお小遣いで買える程度で出回っていた品物だ。完全な売れ残りだ。

「私もただ見ただけではわからなったが、マリアやソラの見立てだと闇の魔力の気配を微かすかに感じるものらしい。それで色々、調べてみたらどうやらそれは私が今、作っている魔法道具のようなモノだとわかった」

「じゃあ、誰かが、また魔法省の目を盗んでそのような道具を作っていたということ？」

「いいや、骨董品に詳しい者に見せたら、どうやらこれは状態こそいいが、かなり昔のモノのようだ。それこそ王国がまだ今の王国の形を成してない程の昔、まだ闇の魔力も禁忌とされていない頃に作られたモノのようだ。それが偶然に偶然が重なり、いつのまにか店をまわりにまわってここにあるようだ」

「はぁ～、それはすごいね。というかそんなすごいモノを偶然手に入れてしまうカタリナ嬢という人物もかなりのものだけど」

「そのとおりだ。間違いなく私では手に取って買わないからな。ある意味、鋭い感性を持っているのかもしれん」

　私はジェフリーの手にある謎の装飾品を見てつくづくそう感じた。

「それで、この魔法道具の作用でカタリナ嬢は、闇の魔法を解くことができたのだね」

「ああ、おそらくそうだと考えられる。それに……結局、その魔法で呼び出されていた使い魔も形にしてしまったしな」

　そう、女がキースを使い呼び出していた使い魔はしっかり呼び出されてしまったのだ。

「え！　使い魔できあがっちゃったの？」

「ああ、それで興味深いし連れて帰ってきたのだが……」

「ふ～ん。じぁあ、今は魔法省で調査中？」

「……いや、それが……」
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「ほ～れ、ポチ取っておいで」

　そう言って私が投げた木の棒を黒い子犬が元気に走って取りにいく。そして投げた木の棒を拾うと私のところに戻ってきて、褒めて褒めてとばかりに尻尾しっぽを振る。

　ああ、本当に可愛かわいらしい。もう、ポチの魅力にメロメロだ。

「お嬢様、大丈夫なんですか？」

　私とポチから少し距離を取りつつアンが、そんな風に聞いてくる。

「え、大丈夫ってなにが？」

「なにがではありませんよ。だって、その犬は……」

　アンはそう言って口ごもっる。

「ああ、大丈夫大丈夫。ラーナ様にも問題ないだろうって言われたでしょう」

「それは…そうですが」

　ポチこと元黒い靄である子犬の正体を近しい人には説明していた。

　ポチは一見すると愛らしい只の子犬なのだが、少し他の犬とは違う特技などがあるためごまかしがきかなかったのだ。

　よってまだポチの存在に慣れきっていないアンはポチを怖がっているようすだ。

　こんなに可愛いのにな。まぁ、アンもそのうちポチの魅力に気づいてくれるわ。

　キースを奪還して戻ってきた際に一緒に連れてきた黒い子犬は、なんでも闇の魔法で生み出された闇の使い魔という存在らしい。

　ようはキースが作り出す土人形の進化版みたいな存在のようで、その身体からだには闇の魔力がつまっているとのことだ。

　なので、最初はそこそこに危険な存在として扱われ、魔法省で引き取られて、色々と調べられる予定だったのだが……。

　黒い子犬は完全に私に懐ききっていた。引き離されても必死に私の方へやってこようとして、何やら黒い靄に戻るすべまで見出した。

　そして、どうやっても私から離れないとばかりに私の影の中に入ってしまえるようにもなった。こうなったらもう誰にも引き離すことは不可能だった。

　その後もさまざまなことが試されたが、子犬が私から離れることはなくて、結局『これはもう無理だな、これのことはカタリナに面倒を見てもらおう』とラーナが残念そうに言った。

　一応、あらかたの検査で犬が私やまわりに害をなすことはないとのお墨付きをもらい、また犬を連れて魔法省に通うことを約束し、晴れて黒い子犬は私のペットとなった。

　子犬が靄になったり、影に入ったりした時はさすがに驚いたが、それでも懐いてくれる子犬が可愛くて仕方ない。

　特にドックフードもいらないし、しかもとても賢くて言いつければ影に入って大人おとなしくしているから犬小屋もいらない、素晴らしいペットである。

　それに、この子犬の存在のお蔭かげで卒業後めでたく魔法省への就職が決まった。

　肩書は闇の使い魔の使い手というなんとも立派なものだ。

　まぁ、役割としては子犬の世話係なのだが、それでもこれで堂々と魔法省に入れるので、すぐにジオルドと結婚、王族への道、一直線という事態は回避することができた。

　そうして、私は黒い子犬にポチと名付け、飼うことになった。

　アンに『ポチとはどういう意味ですか？』と聞かれたので、『犬と言えばポチでしょう！』と言ったが不思議な顔をされた。どうやら、ポチはこの世界の犬の名前のメジャーではないようだった。

　しかし、そうやって名前も付けるとより可愛く思えてくる。可愛すぎてこうしてほぼ毎日庭でポチと戯たわむれている。

　現在、私は実家であるクラエス家に戻ってきていた。

　それというのも無事に連れ帰ってきたキースだったが、だいぶ衰弱していて、おまけに身体中に打撲や傷がひどかった。そのため実家に戻って静養するように言われたのだ。

　そんなキースが心配だったので私もこうして一緒に実家に戻ってきたのだ。幸い学園での授業もほとんど終わっているので問題なく付いてくることができた。

　なので『がっつりキースの看病をするぞ』とはりきっていたのだが……しばらくして、クラエスの優秀な使用人によって『お嬢様がいると仕事が増えるうえに、騒がしくて静養環境にも悪いので申し訳ありませんがお引き取りを』と部屋を出されてしまった。

　……無念である。そして、アンを筆頭にクラエス家の使用人たちはなんだか私に少し手厳しい気がする。友人に聞いたら他の家の使用人はもっと優しいみたいなのに……。

　そうアンに愚痴ると、『奥様より「お嬢様には厳しく」と皆に達しがきておりますので』と衝撃の事実を教えられた。お母様、ひどい……。

　そうして、私はせっかくキースについて帰ってきたのに特にすることなくこうしてポチと戯れている訳である。いや、ポチと遊ぶのは楽しいのだけどね。

　ポチは尻尾ふりふり、私の後ろをついてくる。そんな私たちを見て、アンがそう言えばと思い出したように口を開いた。

「この間、お嬢様に付き添って魔法省にいった時、遠目にマリア様をお見かけしたのですが、マリア様も何かペットのようなものを肩にのせておられましたが、あれは一体、なんなのですか？」

「ああ、あれか～、あれは魔法道具よ」

「魔法道具ですか？」

　きょとんとした顔で聞き返してきたアンに、私はマリアの肩に乗っていた魔法道具である不細工クマのことを説明した。

「へぇ～、そんなすごいモノがあるのですね」

　アンの感心した様子に、私も『まぁそうね』と同意する。

　確かにクマは性格こそアレだったが、今回の旅ではそれなりに、役に立ってくれた。

　いや本当はかなり役に立ってくれた。だって奴がいなければキースの居場所はわからないままだったかもしれない。

　なので、私もクマが気に食わないという気持ちを抑え、彼にお礼を言った。しかし、例によってあのクマの野郎はフンと馬ば鹿かにした態度を返してきただけだった。

　結局、最後までクマと私は和解できなかった。

　そうして、クマは依頼主であるジェフリー王子の元へ届けられる予定だったが……。

　なんとクマはキース探しの旅を通してすっかりマリアに懐いてしまい、ジェフリーのところに行くことを強く拒否したのだ。

　それこそ私のポチのように必死に……そうして結果的にクマことアレクサンダーはマリアの元で預かられることとなった。すごい。

　ちなみに、ジェフリーにはラーナは新たに材料費を貰もらって新しい人探しの魔法道具を作るらしい。

　ラーナは『新作新作』と嬉うれしそうにしていたが、完全にクマに振られる形になったジェフリー王子は心なしかしょんぼりしているようにも見えた。

　とにかくそうしてクマは正式にマリアのペットになってしまった。

　よって今度、マリアと会う時にはあのクマも付いてくる可能性が高い。

　そう思うとやや気が重い。奴がこの先もマリアの傍そばにいる気ならば今度こそ和解しなければなるまい。しかし…どうやったらいいだろう？

　なんかプレゼントでもして気を引くか、だけど何がいいのだろう？

　そうしてクマとの和解作戦を考えていたら、屋敷から使用人の一人が慌てた様子でこちらに駆け寄ってきた。

「お嬢様、キース様が……」

「え、キースがどうしたの!?」

　何かあったの！　と詰め寄ると、

「無事にしっかり目を覚まされました」

　使用人は笑顔でそう言った。

　実は、屋敷に戻って医者にもきちんと見てもらい傷の処置もすんでいるキースだったが……衰弱や体力の消耗がだいぶ激しかったようで、ずっと眠ったままだったのだ。

　それでも時たま少し意識を取り戻し言葉を交わすこともあったが、それも朦もう朧ろうとした感じですぐにまた眠ってしまうというのがずっと続いていた。

　それでも身体は回復してきていると医者には言われており、きっとそのうちちゃんと覚かく醒せいするだろうと様子を見ていたのだが……。

「……そっか、ちゃんと目を覚ましたのね」

　私は心から安心して息を吐いた。

　いくら大丈夫だと言われていても、ずっと眠ったままのキースに不安を覚えていた。

「じゃあ、キースの元に行きましょう。あ、ポチはいきなりの対面だとキースが驚くかもしれないからハウスね」

　賢いポチは『ワン』と返事をして影の中に入った。

　そして、私は数日ぶりに目覚めた最愛の義弟の元に向かった。







　部屋に入ると、ベッドの上でずっと横になっていたキースがしっかり背を起こしていた。

　閉じられていた青い瞳ひとみも開いており、部屋に入ってきた私をしっかり見つめていた。

「キース！」

　私はすごくすごく嬉しくなってベッドに駆け寄り、キースに抱きついた。

「キースよかった。本当によかった」

　鼻声でそう言ってキースを抱きしめると、

「……義姉さん……いっぱい心配かけて、ごめんね。それから助けてくれて、ありがとう」

　そう言ってキースは私と同じ涙をためた瞳で、少しぎこちない笑顔を見せた。

　それから、私はキースに今回の事件の顛てん末まつについて話した。

　ずっと眠っていたキースは何も知らなかったから。ぼんやりと私たちに助け出されたことだけは記憶しているという感じだった。

　私はキースにくっついたまま、キースがいなくなってからのこと、ラーナ、ジオルド、ソラ、マリアでキースを探しに出たこと、魔法道具のクマのことなどを話した。

　キースは興味深げに、時には不安そうに、私の話を聞いていた。

　そして、話はあの成金屋敷でキースを見つけたところまでいった。

　私が素手で黒い靄をやっつけた話をすると、キースはとても驚き、

「……義姉さん、いくらなんでも無茶しすぎだよ」

　と困った顔を見せた。

「……で、でもね。そうして靄をやっつけたらキースは目を覚ましたのよ！」

　とそこまで話して、私はふいにその時のことをしっかり思い出した。

　靄を剥はがして目を覚ましたキース、そしてなぜかキースは……。

　思い出した途端とてもキースにくっついていることができなくなった、私はばっとキースから距離をとった。

　そんな私をキースが怪け訝げんな目で見つめる。

「……どうしたの義姉さん？」

「あの、そのね、あの屋敷で目を覚ましたキースはどうも寝ぼけていたみたいでその……」

　そう、あの時のキースは間違いなく寝ぼけていたのだ。だってなんだか『夢』的なことを言っていた気がするし、きっと好きな人と間違えてしまったのだ。

　しかし、それをここで言うべきか、いやもうキースが覚えていないならなかったこととしてあの時のことは闇に葬ってしまおう。

　あたふたする私を、なにやら考えながら見つめていたキースは、

「僕が……寝ぼけて……ってまさか、あれって夢だったんじゃ！」

　どうやら、思い出してしまったようだ。キースの顔色が悪くなる。

　あわわ。私は慌ててフォローする。

「あの、寝ぼけてしかも朦朧としていたから仕方ないのよ。好きな人と間違えちゃったのよね。うん、そう言う時もあるわ。大丈夫、私はもうすっかり忘れるから、キースも忘れてなかったことにすればいいのよ」

　そう言う時もあるわって、なんか自分でも何を言ってるんだという感じだが、仕方ない。私は火照る顔で必死にそう訴えた。

「……忘れて、なかったことに……」

　キースが呟つぶやいた。

「そ、そうよ。そうしましょう」

　それが一番、いいことだ。キースだって好きな人と間違って義姉にキスしてしまったなんてとんだ汚点になってしまう。

　キースも同意してくれてこの件はこれでおしまい。そう思ったのに……。

「……嫌だ」

「……え？」

　キースがとても真剣な顔でこちらを見ていた。

「……忘れてなかったことなんかにしたくない」

「……キース？」

　離れたはずのキースがいつの間にかまた私の傍に来ていた。青い瞳が真まっ直すぐに私を捕らえていた。

「確かに寝ぼけていたけど、でも、好きな人とした初めてのキスだ。忘れるなんてできない」

「え、あの、どういうこと？」

　好きな人とした初めてのキス？　この文脈の流れだと、キースの好きな人って……。

「僕はずっと子どもの頃から義姉ねえさんが、カタリナのことが一人の女性として好きなんだ。愛しているんだ」

　キースが真っ赤な顔でそう言った。

　え～と、つまり、キースの好きな人は私ということでいいのかしら？

　う～んと私もキースのことは大切で大好きだけど……ん、でも今女性としてって言ったかしら？　あと、愛しているって……それって……。

　ようやく脳が言葉の意味を理解すると、急激に頬が熱くなってきた。鼓動も凄まじく速い。

「え、あ、う」

　なんて言っていいやら混乱して謎の擬音を叫ぶ私、真っ赤な顔で固まったままのキース。

　そこへ、突然の侵入者たちが現れた。

「キース、何、勝手に告白なんかしているんですか。カタリナは僕のものなんですよ」

「ジオルド様こそ、何言っているんですか、カタリナ様はあなたのものではありませんよ」

「メアリの言うとおりだ。お前のモノではない」

「そうですよ。カタリナ様は誰のものでもありません。あ、カタリナ様、お見舞いにお勧めの小説を持ってきましたわ」

「ソフィア、具合を悪くしているのはカタリナでなく、キースだぞ。お見舞いの品がおかしくないか」

「あ、私はお菓子を作ってもってきました」

　一体、いつから部屋の外に待機していたのか、わっといつものメンバーが部屋に乱入してきた。

　そして、ジオルドが一目散に私のほうに寄ってきて、キースから引き離すように抱きしめてきた。

「カタリナは僕のものですよね」

　そう耳元でささやかれ元々、熱かった頬はもう沸騰しそうだ。鼓動も破裂してしまうのではないかと思うほどに激しい。

　そうして、ジオルドの腕に収められていた私を今度は、キースがぐっと引き寄せる。

「ダメです。ジオルド様に渡したくありません」

「へぇ、言うようになりましたねキース」

　ジオルドとキースが私を挟んで睨にらみ合う。

　もう、何がなんだかわからない。もうどうなっているんだ～。
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　大混乱でパニックな私をよそに、にぎやかな雰囲気に誘われたのか、私のあげた謎の擬音に反応したのか、いつの間に影からポチが出てきて、私たちの周りをくるくるとまわっていた。

　それをマリアの肩に乗ってやってきたらしいクマがしげしげと見ている。

　そんな光景を横目に、茫ぼう然ぜんとする私の耳に、

『キース・クラエスも攻略。両手に花だね』

　また前世の友人あっちゃんの楽しそうな声がどこからともなく聞こえた気がした。

















お留守番組の苦悩









～メアリ・ハントの苛いら立だち～







　ようやく片付けた書類をバンと机に叩たたきつけるようにして置いて、私は大きなため息をついた。

　いつもならささっと終わらせることができるくらいの仕事なのに、意識がそちらに入らずだいぶ時間がかかってしまった。

　よってこうして仕事を寮の自室まで持ち帰っている。仕事にも、私生活にもいまいち身が入らない。ここ数日はこんなことばかりだ。

　原因は自分でもしっかりわかっている。

　カタリナたちがキース探しの旅に行ってしまったから、そしてその旅に同行させてもらえずおいていかれたからである。

　カタリナ・クラエスは私にとってもっとも特別で、もっとも大切な存在である。

　カタリナは、幼い頃ころ、異母姉たちに蔑さげすまれすっかり自信をなくし自分の殻に閉じこもっていた私を救ってくれた。私に自信を持って生きることを教えてくれた。

　そして、くじけそうになるたびに手を差し伸べてくれた。

　そんな人を大好きにならない人間なんているだろうか、私には無理だ。

　気が付けば、私の中の一番はカタリナになっていた。

　だから、私はカタリナの傍そばにいたかった。ずっと傍にいられるように様々な努力もしてきた。

　だけど、魅力溢あふれる彼女を好いている者は多い。

　その筆頭ともいえるのが、現在、彼女の婚約者であるジオルド・スティアート王子である。

　何でもできる天才肌の彼もカタリナのことをそれは好いており、なんとしても手に入れようとしている。

　見た目こそさわやかな青年であるジオルドだが、実はかなり腹の黒い性格をしているのはわかっている。

　そんな彼が婚約者という立場から、魔法学園を卒業したらすぐにでもカタリナと婚姻関係を結ぼうと考えていることも。大変不本意であるが、なんとなく自分はジオルドと考え方が似ているから。

　しかし、当のカタリナはというと……大変鈍いため、まったくそんなことには気づいておらず、むしろ長年にわたり私が『王族になるのはそれは大変』と吹き込んできたかいがあり、ジオルドとの結婚には乗り気でなかった。

　そんなカタリナの気持ちと、他ほかのカタリナを好いている仲間たちの援護を受け、ジオルドとの婚約を解消させようと目もく論ろんでいたのだが……。

　少し前に色々あり、あの国で一番、鈍いのではないかというカタリナもついにジオルドの気持ちに気づいてしまったのだ。

　そして、それに勢いづいたジオルドはこれまでにない猛アプローチを始めたのだ。

　なんとかそのアプローチを少しでも阻止するべく、生徒会の仕事を多量に押し付けてみたり、色々と邪魔立てしてもみたが、あちらの方が上手でなんなくかわされてしまっていた。

　そして、そんな状態だというのに……よりによって、ジオルドとカタリナがともに旅に出てしまった。

　そもそもの発端は、カタリナの義弟であるキース・クラエスの家出が原因である。

　実家に帰宅した休暇中に彼は突然、行方ゆくえ不明になり、そしてクラエス家に『家を出ます』と直筆の手紙が届いたとのことだった。

　その過程はどこか不自然で、あのカタリナ大好きキースが、彼女から自ら離れるということに疑問も感じたが……それは私だけが感じていることではないと思うので、私みたいな小娘にできることはないだろう。

　しかし、カタリナはそんな風に考えない。なんでも真まっ直すぐな彼女は『キースが家出したのはきっと自分が迷惑をかけすぎたからだ』と思い込み、自ら義弟を探す旅に出ることを決めた。

　そういうことなら、もちろん私も一緒に！　と思ったのだが……もろもろの事情から旅の仲間に入れてもらえなかった。

　カタリナと一緒に行けない、それはとても悲しいことだったが……それよりも問題なのは、ジオルドが旅のメンバーに入っていることだ。

　ただでさえ、最近、カタリナへのアプローチが激しいジオルドがこれから数日間、カタリナとずっと一緒……何が起こるかわからない。ものすごく心配である。

　ただ、カタリナの方はキースの家出のことでジオルドのアプローチなどすっかり忘れてしまっているらしく、またいつものようにアプローチに何も気づかなくなったようで、それはよかったのだが……。

　一応、念のために魔法省を通して今回旅に同行する者に、ジオルドをカタリナに極力近づけさせないように依頼したが……それでもあのジオルドのことだから、どう出てくるかわからない。

　ああ、私がついていけていれば……。心配だ。そして、残されたことが悔しい。

　カタリナたちが旅立ってから、そんな気持ちがぐるぐる渦巻き、生活にも生徒会の仕事にも支障をきたしている。

　うう、あとどのくらいで戻ってくるのかしら？　カタリナの身は大丈夫かしら？

　部屋の中をぐるぐると意味なく歩きまわる。そこには、もう社交界の花ともてはやされる令嬢の姿など微み塵じんも感じられなくなっている。

　そうしてイライラ、部屋をまわっていると扉がノックされ、使用人が来訪者を告げた。

　やってきたのは、現在、私の婚約者であるアラン・スティアート王子であった。

　ジオルドの双子の弟でもあるアランだが、その性格はまったく似ていない。

　よく言えば素直、悪く言えば単純で、少し子どもっぽいところがある彼もまたカタリナを好いている一人である。

　といってもアランがその気持ちに気づいたのは、つい一年前ほどの話である。

　カタリナほどではないが、かなり鈍い彼が幼い頃からカタリナを好きなことは周りにはバレバレの事実であったが、彼はそんな自分の気持ちにずっと気づいていなかった。

　まぁ、それは私を筆頭に、彼に気持ちを気づかせないように仕向けていたということもあるのだが。

　なんでそんなことをしたかと問われれば、それはもちろんカタリナをめぐるライバルを減らすためである。

『私の婚約者なのだから』なんて愛らしい理由ではない。そもそも私はアランのことはそれなりに好きだが、やはりカタリナを思うほどに気持ちは高ぶらないのだ。

　ちなみに、アランは自分のカタリナへの気持ちに気が付いた時、馬ば鹿か正直に私に『別に思う人がいる。思いは届かない人だが、お前に対して不誠実な真似まねはできない婚約を解消しよう』と言ってきた。

　本当に素直すぎて呆あきれ、これで腹黒狸たぬきが渦巻く社交界を渡っていけるのかと心配になったものだ。

　それに『相手の名は言えない』とか言ったけど、もう皆が知っているわよと内心激しく突っ込んだ。

　しかし、もちろんその時の私の答えはＮＯである。

　だって、アランとの婚約を解消してしまったら、絶対にすぐ別の人と婚約させられてしまう。そうなればそのまますぐに結婚なんて話になりかねない。

　自分で言うのもなんだが長年の努力もあり、今や社交界の花ともてはやされる私は独身貴族に大変な人気なのだ。

　正直、よく知りもしない人に嫁ぐのも嫌だが、それ以上にカタリナと離されてしまうのが、耐えられない。

　私の目下の目標は少しでもカタリナの傍にいること。そうして最終目標はカタリナと一生一緒に暮らすことである。

　結婚なんてしている場合ではないのだ！

　なので私は、アランに自分にも思う人がいること、その人もアランと同じで思いは届かない人であることを告げ、そして『でも、私は諦あきらめきることができなくて……可能性は高くありませんが、頑張ってみたいのです。ですから、新しい婚約者をあてがわれるよりも、こうして同じような思いを持つアラン様と婚約している方が助かるのです。なので、どうかこのまま婚約を継続させてください』と目に涙を浮かべた。

　鈍い王子様は私もライバルであることなど少しも疑わず『わかった。お前が、その人と結ばれる時まで、婚約者の役目を引き受ける』と言った。

　アランに少し申し訳ないと思いつつ、まぁ今、私たちがやることは一緒だからと、アランを仲間に引き入れジオルドのアプローチの邪魔を企ててきたのに……今回は完全にやられた。

　もう、自分の手の届かないところでジオルドがカタリナに何かしているんじゃないかと気が気ではない。

　そうして、気が気でなくイライラする私の元にやってきたアランは、私のいつもと違う態度にやや気け圧おされながらも、

「生徒会あてに手紙が届いていたから持ってきたぞ」

　と手に持った紙を差し出して見せた。

「手紙って誰だれからですか？」

　とそれを覗のぞき込んで、私はすぐに気が付いた。それは私が大好きなひとの字。

「ああ、カタリナが旅先から手紙を……って」

　アランが言い終わらないうちにやや強引にその手紙を奪い取った私は、すぐに中身に目を通す。

　そこにはただ旅がとても楽しいと呑のん気きな様子が書かれているだけだった。

　そんな手紙に少し安心し、思わずためてしまっていた息を吐いた。

「メ、メアリ。俺も見せてもらっていいか？」

　どこか怯おびえたように言うアランに私は、『どうぞ』と淑女スマイルを浮かべ手紙を差し出した。







～アラン・スティアートの不安～







　俺おれの婚約者であるメアリの様子がここ最近おかしい。どこか上の空だったり、また険しい顔をしていることが多い。

　原因はおそらく、というよりほぼ確実だが、カタリナが旅に出てしまったことだろう。

　カタリナ・クラエス、俺の双子の兄であるジオルドの婚約者にして、俺やメアリの親しい友人でもある。

　クラエス公爵家一人娘である彼女は、色々と規格外で変わっているが、その真っ直ぐな性格から皆に好かれている。

　特にメアリは幼い頃からカタリナにとても懐いており、今では大の親友である。なので、今回こうしておいていかれたことを寂しく思っているのだろう。

　かくいう俺も、今回こうして残されたことを悔しく思っている。俺もメアリに負けずにカタリナのことを思っているからだ。

　まぁ、俺とメアリの思いは同じ感情ではないが。

　メアリは純粋にカタリナのことを慕っているが俺は違う。

　俺は、あろうことか兄の婚約者であるカタリナのことを一人の女として愛してしまっている。

　俺は鈍くて、その気持ちに気づいたのは昨年カタリナが命を落としそうになった時のことである。気づいた時は驚いたが、気づいてしまうとその思いはすとんと胸に落ちていった。

　しかし、そうして自分の思いに気づいたからといって、まさか兄の婚約者を横から奪うわけにはいかない。

　婚約が政治的で無理やりなもので、二人が不仲なのならまだしも、ジオルドは傍目で見ていても恥ずかしくなるくらいカタリナを溺でき愛あいしているのだから。

　俺は自分の気持ちを胸に秘めておくことに決めた。

　しかし、それでも別の人物に思いを寄せているのは、婚約者であるメアリに対して不誠実だと感じ、思い人の名こそ伝えなかったが、自分の今の気持ちを打ち明けた。

　そのため、きっと婚約は破棄になるだろうと思ったのだが……。

　そこでメアリからも思ってもみなかったことを打ち明けられた。メアリにも他に思う人がいて、しかも相手は俺と同じで思うことが許されない人なのだと。

　確かにメアリとはよくカタリナの屋敷で会っていたが、お互い適度な距離であり、メアリは特に俺を好いてはいないだろうということは薄々感じてはいたが……、まさか他に思う人がいたとは……。

　俺との婚約を解消すればまた別の相手と婚約させられることになる。ならばこのまま婚約していたいと訴えたメアリに俺は頷うなずき、そして今も婚約は継続している。

　あれから一年近くたったが、メアリの思い人はいまだにわからないままだ。それでもメアリ曰いわく、色々と頑張っているらしい。

　俺は立場的にも頑張ることなどできない、それなので健気に頑張るメアリにはぜひ思い人と幸せになってほしいと願っている。

　そうして、お互いの気持ちを打ち明け、それまでのなんとなくの婚約者であったメアリとは以前よりだいぶ親しくしなった。

　メアリの『親友であるカタリナを独占されたくない』という可愛かわいらしい願いから、ジオルドの動向を伝えたりもするようにもなった。

　まぁ、そうしてジオルドに独占させないことは俺の望みでもあるので、メアリに頼まれてという大義名分を掲げて邪魔しているという感じでもあるのだが。

　そのように俺たちが邪魔立てしてきたお蔭かげか？　ジオルドとカタリナの仲はさほど進展することはなかった。

　ジオルドの方はカタリナにそれなりにアプローチするのだが、そのカタリナの方はというとだいぶ鈍くて、ジオルドの思いにまったく気づくことがなかった。

　しかし、少し前に起こった事件後、ついにカタリナはジオルドへの長年の思いに気づいた。そしてそれをきっかけにジオルドは猛アプローチを開始したのだ。

　そんな矢先に、今回の旅である。カタリナの義弟であるキースが家出をして、それを探しにいくということなのだが……ここにジオルドが入ってしまったからそれは不安である。

　メアリも寂しいだけじゃなくて、そのことでカタリナを取られるかもと心配しているのもあって最近、おかしいのだと思うが。

　正直、俺も同じ気持ちだ。

　思いは胸に秘めておくとか言いながら、やはりカタリナが正式にジオルドのモノになってしまうなんて……考えたくはなかった。我ながら、我わが儘ままである。

　どうかこの旅で二人の間に何もありませんようにと祈りながら、生徒会室で残り仕事を片付ける。

　ジオルドがいない分少し増えた仕事に、旅立ったジオルドたちが気になりあまり身が入らず仕事が進まないため、最近はこうして生徒会室に残って仕事をしているのだ。

　だいぶ日も落ちてきたし、そろそろ寮へ戻ろうかと思い始めた時、その手紙は届けられた。

　魔法学園生徒会メンバー様と書かれたその字は、彼女のモノに間違いなかった。

　その場ですぐ開けようかとも思ったが……もしジオルドと正式に婚姻関係を結んだなんてことが書いてあったら……などと考えてしまい。すぐに開けることは躊躇ためらわれた。

　とりあえず、まずメアリの元にも手紙がきたことを知らせよう。そう決めて、俺は生徒会室を片付け、寮へと向かった。

　メアリの部屋へ行くと、彼女はまた険しい顔をしていた。そんな彼女に、

「生徒会あてに手紙が届いていたから持ってきたぞ」

　とカタリナから届いた手紙を見せる。

「手紙って誰からですか？」

「ああ、カタリナが旅先から手紙を……って」

　俺が言い終わらないうちに、メアリはやや強引にその手紙を奪い取った。

　そして俺のように躊躇うことなど一切なく、すぐに手紙を開くと険しい顔で手紙に食いついた。

　そして、険しい顔を緩めて深くため息をついた。

　どうやら、悪いことは書かれていないようだ。とりあえず、顔は戻ったがまだどこかギスギスした雰囲気を放つメアリにやや気圧されながらも、

「メ、メアリ。俺も見せてもらっていいか？」

　と聞けば『どうぞ』といつもの淑女の笑顔を浮かべ、メアリは手紙を差し出してきた。

　受け取って目を通してみれば、そこにはただ旅がとても楽しいと呑気な様子が書かれているだけだった。

　とりあえず、何事もなく元気にやっているようだ。俺は安心し、手紙を元に戻した。渦巻いていた不安が少し落ち着いた。

　手紙は、生徒会メンバーへとなっている。これは次はソフィアに見せてやった方がいいだろう。

　そうメアリに言うと、すっかりいつもの様子に戻った彼女は『では、私が届けますわ』とふんわり微笑ほほえんだ。







～ソフィア・アスカルトの憂ゆう鬱うつ～







　はぁ～、私はもう何度目になるかわからないため息をついた。

　日が暮れて寮に戻り、最近、沈みがちな気持ちをあげるべくお気に入りの本を開いてみたが、どうも集中できない。

　少し本の中に入り込みかけても、しばらくするとふとカタリナはどうしているかしら？　と気になり出してしまう。

　どんなに大好きな本を前にしてもやはり、カタリナの存在に敵かなうものなどない。

　カタリナ・クラエス、幼い頃からの友人であり、今では親友といってもいいくらい仲よしな彼女は、私にとって、とても大切な人である。

　彼女との出会いは十歳の時、お城で開かれたお茶会でのことだった。

　人と違う見た目で生まれ、好奇の目を向けられて育ち、すっかり自分の殻に閉じこもっていた私に、彼女は笑顔で声をかけてくれた。

　そして、自分でも嫌っていた人と違う見た目を綺き麗れいだと言ってくれた。この彼女の言葉に救われ、私は新たな自分に変わることができた。

　今の私は、カタリナと出会ったからこそここにいるのだ。

　そんな私の大切な人は、今、私をおいて旅に出てしまっている。

　カタリナの義弟であるキースが、家出してしまい。その行方を探すためだ。

　公爵子息の失しっ踪そう、公にはできず少人数での捜索、それはまっとうなことでわかってはいるのだ。

　私にはジオルドやマリアほどの力もないし、もしついていっても足手まといになってしまうかもしれないということもわかってはいるのだ。

　だけど、理性ではわかっているのだが、感情がいうことをきかない。

　なんで一緒に行きたかったのに、私もカタリナと旅がしたかったというもやもやした感情でいっぱいになってしまう。

　そもそも、マリアはともかくジオルドまで一緒なんて……。

　ジオルド・スティアートはこの国の第三王子にしてカタリナの婚約者である。

　私がカタリナと出会った頃にはもう婚約しており、その頃からカタリナにべったりであった。

　少し意地悪な感じがする時もあるけれど、悪い人ではないのはわかっている。

　でも……すぐにカタリナを独り占めしようとするのは納得いかない。幼い頃から何度もそんなジオルドにむっとしたものだ。

　しかも、どうやら彼は学園を卒業したら、すぐにでもカタリナと婚姻関係を結ぼうと考えているようだ。

　そんなことになったら、完全にカタリナをジオルドに独占されてしまう。そんなの絶対に嫌だ！　なんとかして妨害をしなければ！

　そう強く決意し、同じ志を持つメアリたちと結託して、今まで邪魔してきた。

　そうしてこつこつ邪魔してきた成果か？　カタリナはまったくジオルドの気持ちに気づかずにきたのに……最近、ついに気づいてしまい。それに勢いづいたジオルドの猛アプローチが始まり、大変な時だったのに……。

　こんな時に一緒に旅に出るなんて……もしこの旅でジオルドとカタリナの仲が進展してしまったら、このまま婚姻関係を結ぶことになったら……もう、今までのように会えなくなってしまう。

　うう、そんなの嫌だわ！　ジオルドとの結婚なんてやっぱり祝福できない。

　それに私の一番の望みは、カタリナが私の義姉になってくれることだ。そうすれば義理の姉妹としてずっと一緒にいられるのだから。

　そのためにも、お兄様にはもっと頑張ってもらいたいのに……お兄様ときたら。

　私の一つ上の兄ニコルはとっても綺麗で気が利いて、優しい、どんな人にも自慢できる兄である。

　その美しい容姿と独特な雰囲気から、男女問わず人気のある兄がずっとカタリナのことを思っているのを私は知っている。

　でも、兄は少しも積極的にアプローチしたりしないのだ。

　兄が本気を出せば、その誰をも魅了する魅力で、カタリナだって虜とりこにできるはずなのに……いくら兄にもっと頑張ってくださいと促しても少しも首を縦に振ってはくれないのだ。

　兄曰く『ちゃんとした婚約者がいる相手にちょっかいをかけるなんていけないことだ』というのだ。

　我が兄は見た目こそ魔性なのに、中身は至って真ま面じ目めで堅い性格だ。

　そもそも『ちゃんとした婚約者』とは言うが、ジオルドはともかく、カタリナの方はジオルドをちゃんとした婚約者ととらえていない節があるので、私としては今がチャンスと思うのだが。

　カタリナはその真っ直ぐで優しい性格からとにかく皆に好かれているのに、不思議なことに本人にはまったくその自覚がない。

　ジオルドも幼い頃からあんなに積極的にアプローチしているのにもかかわらず、ずっと気づいてもらえていなかった。

『ジオルド様は他の令嬢への防波堤代わりに今は私と婚約しているだけだわ』カタリナはよくそんな風に言っていた。

　周りはどう見ても『そんなことありえない』とわかっているのに、カタリナ本人だけはいたって真剣にそう信じていたのだ。

　カタリナはロマンス小説が大好きだ。私と知り合ったのもそれがきっかけだ。

　素敵な恋物語もたくさん読んでいるし、普通に『小説の中のあの騎士が素敵だった、あの王子にはときめいた』と話すのに、いざ現実のことになると『まぁ、私には色恋は縁がないからな』などと周りがびっくりするようなことを言う。

　なぜですかと問えば、『だって、私は所しょ詮せん、悪役令嬢だもの』と返してきた。まったく意味がわからなかった。

　とにかく、よくわからないカタリナ独自の理由でカタリナはずっと自分と恋愛は無縁なものだと思い込んでいたのだ。

　でも、それが今、ジオルドの思いに気づき変わろうとしているのだ。

　旅の直前にはキースのことで頭がいっぱいで、ジオルドの気持ちに気づいたことを忘れていたみたいだけど……ずっと一緒に旅をしていればすぐに思い出すかもしれない。そうしたら……。

　ああ、またもやもやした感情が込み上げてきた。私はじっとしていられなくなり、部屋をウロウロとまわった。

　だいたい『ジオルド様はきっと手が早い』とメアリが言っていた。もしかしたら、この旅の中でカタリナとの間に何か……。

　今まで多量に読んできた小説のせいで無駄に色々な妄想が広がってしまい、私はさらにいたたまれなくなる。

　最近読んだ、旅先での王女と護衛騎士の禁断のラブロマンスの場面が頭に浮かんだ。

　深夜、寝つけずにそっと宿の部屋を抜け出す王女、それに気づいてそっと護衛につく騎士。外に出た王女に絡んでくる酔っ払い、そしてそれを颯さっ爽そうと助け出した騎士、そんな騎士に恋に落ちる王女。そして旅の間に深まる二人の仲。

　しかし、この旅が終わればもうともにいられない二人。王女は城に戻る前に騎士と結ばれたいと考え、ついに旅も終わりに近づいたある夜、決意を固め騎士の元へ。

「……ダメ～！」

　王女と騎士がカタリナとジオルドに重なり、私は思わず絶叫した。すると、

「何がダメなのか知らないが、もう日も落ちてくる頃だ。寮内であまり大声をあげるな」

　どこか呆れたような声が背後で聞こえ、振り返ればそこには、

「お、お兄様、なぜここに？」

　なぜか兄ニコルが呆れ顔で立っていた。

「生徒会から頼まれていた仕事を届けにきたんだ。そのついでにお前の様子を見ておこうと寄ってみたら、いくら呼んでも返事はないし、気づかないし、いい加減にその空想の中に入る癖を直せ」

「うっ、ごめんなさい」

　兄に厳しく注意され、私はシュンとうなだれる。

　兄の言うとおり私にはつい空想の世界に入ってしまう癖がある。自分ではなかなか気が付かないが、よくこうやって周りが見えなくなる時がある。気を付けなければ。

　すっかりシュンとした私に、兄は少し気づかうような表情になり、

「それで、お前はなんでぐるぐると部屋をまわっていたんだ」

　と聞いてきた。どうやら心配してくれているようだ。私の兄はとても優しい。

　私はカタリナが旅立ってしまって、寂しいこと、またジオルドと一緒なのが心配なことを兄に話した。

「カタリナが行ってしまって寂しいことはわかるが、ジオルドとカタリナは婚約者なのだから仲がよくなることはいいことだろう」

　兄はそんな風に正論を返してきたが、言葉とその表情が合ってない。

　兄は基本的に無表情で表情の変化もわかりにくいと言われるが、生まれてからずっと妹をやっている私の目はごまかせない。正論を言う兄の顔は、なんともつらそうである。

「本当はお兄様だって心配なくせに、意地っ張り、もっと素直になればいいのに」

　そう言った私に、兄は『何を言っているんだか』と返してきたけど、やっぱりその顔は複雑そうだった。

　そうして、意地っ張りな兄と掛け合いしていると、部屋に新たな来訪者が現れた。

　それは、同じ生徒会メンバーで友人のメアリだった。彼女は私たちにとてもよいモノを持ってきてくれた。

　それはカタリナからの手紙だった。そこにはただ旅がとても楽しいという様子が書かれているだけで、どうやら特にジオルドとの間に何かあった感じはなかった。

　私はほっと息を吐いた。隣の兄を見るとやはり安心したような表情をしていた。

　まったく、兄は素直じゃない。







～ニコル・アスカルトの苦悩～







　幼おさな馴な染じみで友人でもあるジオルドの留守中に学園の生徒会の仕事を少し手伝うことに決めたのは、生徒会メンバーの主たるメンバーが、そろいもそろって調子を崩してしまっているためだ。といっても別に病に罹かかったという訳ではない。

　皆、気持ちが沈んでしまったり、気になることがあったりで、仕事に身が入らなくなっているだけなのである。

　原因はわかりきっている。彼らの慕うカタリナが、彼らをおいて旅に出てしまったからである。

　しかし、カタリナも好きで彼らをおいていったわけではない。

　今回、彼女が旅に出たのは、義弟であるキースが突然家出し、その行方を探すためである。

　公爵家子息の突然の失踪、あまり公にできることではない。探しにいくにしても大人数で行くわけにもいかない。

　それに彼らは生徒会のメンバーであり、仕事も多い、特に卒業式を控えたこの時期に、上級生メンバーである彼ら全員が職務を放り出して一緒に行くなどできる訳がない。

　だから、今回、カタリナが少人数で出かけたのは仕方がないことなのだ。

　彼らもそれはよくわかっている。わかってはいるが、それでも気持ちがおいつかないのだろう。

　カタリナという存在は彼らの原動力のようなものでもあり、そして癒いやしでもあるとても特別な存在なのだから……気持ちはよくわかる。

　そう俺、ニコル・アスカルトにとってもカタリナという存在はやはり特別なものなのだ。

　初めて彼女に会ったのは妹の付き添いで、クラエス家を訪れた時。出会った頃は妹ソフィアを救ってくれたことをただ感謝しているだけだったのだが……気が付けば俺も皆と同じように彼女の虜になってしまっていた。

　人は俺に不思議に惹ひきつけられる魅力があるなんて言うが、俺に言わせればカタリナの方がよほど人を惹きつける魅力に満ちていると思う。

　カタリナという存在は、どうしようもないほどに俺を惹きつけて離さないのだから……。

　だが、カタリナと初めて出会った時からすでに彼女には正式な婚約者がいた。俺の幼馴染でもあるこの国の第三王子であるジオルドだった。

　少し会わない間にすっかり性格が変わってしまったジオルド、彼もカタリナに魅了され彼女に夢中になっていた。

　正式な婚約者のいる令嬢、それも相手はよく知る幼馴染、ただの政略的な婚約ならまだしも、ジオルドは本気で彼女を愛している。

　そんな二人の仲を引き裂くなど許されることではない。俺はどうしようもなく、カタリナに惹かれながらも必死にその気持ちを抑えてきた。

　そうしなければいけないと自分にひたすら言い聞かせて……それなのに、そんな俺の気持ちを知ってか知らずか妹、ソフィアは俺をけしかける。

　皆と同じくカタリナが好きでたまらないソフィアは、俺がカタリナと結ばれれば、自分とずっと一緒にいられると信じているらしい。

　妹は実に優しくていい子なのだが、少し妄想が広がりすぎるところがある。

　そして、昔はただ妄想しているだけだったのが、今は友人であるカタリナたちの影響を受け行動力も出てきた。それ自体は喜ばしいことなのだが……あまりにも積極的に俺とカタリナとの仲を取り持とうとしてくるのには困っている。

　少し前に行われた学園祭でも、俺にカタリナを相手役に恋人同士の演技をして見せてほしいなどと言ってきた。あの時はほんとうにまずかった。

　あっさりとそれを引き受けたカタリナに、台詞せりふとはいえ愛しているとささやき、私もだという言葉をもらい、普段、理性でなんとか抑え込んでいる気持ちが溢れてしまった。

　気づいた時には、その身体からだをこの腕の中に抱きしめてしまっていた。そして、このまま離したくないと思ってしまった。

　もちろん、その後なんとか理性を取り戻し、ちゃんと腕の中から彼女を解放したが、それでも自分の中に芽生えた熱はしばらく引かなかった。

　本当はわかっているのだ、いけないのはけしかけてくる妹なんかではなく、ちゃんと自分を制御できない自分自身であることを……。

　昨年、学園を卒業し、俺は本格的に伯爵家を継ぐために、父についてまわり仕事も手伝うようになった。

　このままいけば、問題なく伯爵家の後継者になれるとは思う……ただそのためには早くどこかの令嬢と婚姻関係を結ばなければならない。

　俺ももう十八になった。幼い頃ならいざ知らずいい加減に婚約者を決めなければならない。

　正直、ありがたいことに婚約者になりたいと言ってくれる者はたくさんいる。その中には条件が合う令嬢も何人かいた。

　そういった人物との面会も積極的にしてはいる（妹に話すと色々とうるさいので彼女には黙っているが）。

　しかし実際に、その令嬢たちと会うと必ず比べてしまうのだ……この子がカタリナだったらと。カタリナならこういうだろう、こうするだろうとすぐに思ってしまう。

　そうして、どんな令嬢と会ってもカタリナのことが脳裏をよぎり、もっと会ってみようという気持ちがどうしてもおきないのだ。

　幸いなことに、そういった息子の複雑な心情に気づいているのか、両親が俺の婚約をせかすことはないが、それでもこのままではいけないことはわかっている。

　だから、この長年の気持ちにいい加減に区切りをつけなければならない。

　なので、むしろ今回の旅でカタリナがジオルドと一緒に出かけ、その仲が進展することで、俺の気持ちに区切りをつけられるかもしれないと思うのだが……。

　手伝っている生徒会の仕事を届けに来て、ついでに寄ってみた妹の部屋。カタリナが行ってしまったことに落ち込み、奇行に走る彼女に、

「カタリナが行ってしまって寂しいことはわかるが、ジオルドとカタリナは婚約者なのだから仲がよくなることはいいことだろう」

　と言ってやれば、

「本当はお兄様だって心配なくせに、意地っ張り、もっと素直になればいいのに」

　などと生意気なことを返してきた。

「何を言っているんだか」

　と平然と返しつつも、気持ちを見抜かれていることに内心動揺する。

　確かに、理性ではカタリナへの気持ちを諦めるためにジオルドと進展すればいいなどと考えているが、感情の方はそうはいかない。二人の仲が進展してほしくないと心は叫ぶ。

　そんな理性と感情の複雑なせめぎ合いを重ねつつ、行動派でなんでも口にするようになった妹と言い合いをしていれば、生徒会メンバーであるメアリ・ハントが一枚の手紙を携えてやってきた。

　そこにはカタリナの特徴ある文字で旅の楽しい様子が書かれていた。その手紙の雰囲気からジオルドと何か進展した様子などまったく見られなかった。

　それを見て安心する自分に、また複雑な気持ちになった。







～ラファエル・ウォルトの疲労～







　とりあえずチェックの終了した書類を机に置き、僕は息をついた。これでこの仕事は終わりである。

　しかし、前を見ればまだ山のように積まれた終わっていない仕事が……。

　はぁ～、おもわず大きなため息が漏れてしまう。

　ここは魔法省の一室で、僕の属する部署である。普段から他の部署より仕事量が多いところなのだが、今の仕事量はいつもの比ではない。

　原因は、直属の上司でありこの部署のトップでもある人物の不在である。

　そもそもこんなにこの部署に仕事が集まるのは、その人物がとてつもなく仕事ができるからでもあるのだ。

　僕の上司、ラーナ・スミス。その素性はどうやら貴族の令嬢らしいということしか明らかにされていないのだが、そのあり余る魔力への探求心と実力で、魔法省のトップクラスの幹部として君臨する彼女は、とにかく仕事はできるが、かなりの変わり者としても知られている。

　そもそも僕という存在を持て余していた魔法省の中で、率先して引き取ってくれたのも、彼女が変わり者であるからだと人は言っている。

　こちらにきて間もない頃、ラーナになぜ闇やみの魔力を保有していたような自分を引き取ってくれたのか尋ねてみたことがある。

　その時の彼女の答えは『興味深かったから』というものだった。

　その答えを聞いた時、確かにこの人は他の人たちが言うように変わっていると思ったものだ。そして共に仕事をするようになり、その認識は正しかったと改めて思うようになった。

　ラーナはとにかく自分が興味を持ったら、自ら突っ走っていかなければ気の済まない性格で、例えば明らかに幹部クラスがやることではない潜入調査まで進んでやる。

　むしろ、こちらが止めても、勝手に行ってしまう。

　それも厄介なことにラーナは変装の達人であり、どうやったらそんなに変わるのかと思うほどに別人に化けてしまうため、勝手に動かれても誰も気づけないということさえある（そもそもいつも変装仕様なラーナは、一応特定の姿はあるのだが、その姿すら真実のものであるのかわからない）。

　よって、ラーナはいつも自分の思うままに突き進んでいく、上司としてはかなりやっかいな人物であるのだ。

　そんなラーナに、僕たち部下は不満を漏らすことも多いがそれでも、皆、彼女のことを尊敬している。もちろん僕もだ。

　むちゃくちゃなことも多く、気が付くとふらっといなくなっていたりして苦労を強いられることもあるが、それでも何かあれば彼女はいつでも上司として僕らをしっかり守り、責任は自分がとると言い切る、それは頼もしい存在なのだ。

　またその知識、魔法道具の発明などの実力も素晴らしく、部下は皆、文句を言いつつも彼女を慕っている。

　だから、今、こんな状況になっても皆、頑張ってはいるのだが……。

『バタン』

　大きな音がして思わず、そちらに目をやると同じ部署の仲間の一人が机に突っ伏していた。

　どうやら、力尽きて気を失ったようだ。それもそのはず、ここ数日、僕らはほとんど不眠不休で仕事に追われている。

　上司であるラーナが新人研修だと銘打って、新人を連れ旅に出て数日、そんな時に限ってまるで普段、色々と目立っている我が部署への嫌がらせかと思うほどに仕事を押し付けられている。

　ラーナがいれば、その魔法省を牛ぎゅう耳じる絶対的な力で、『これはできん』とつっ返したり、はたまたその優秀さで一人で半分近くさっと片付けてくれるはずの仕事がもう山のように積まれている。

　それに加え、今回ラーナが出かけた真の目的であるクラエス家子息キース失踪に関する調査も並行して行っているため、もう部署内はずっと修羅場状態である。

　元は一緒に生徒会メンバーを務めていたキースの失踪、しかももしかしたら闇の魔力を持っているものにさらわれたのかもしれないという事実は、僕にとっても、とても心配なことである。

　だから少しでも役に立ちたいという思いは強いのだが、敵もなかなかの人物らしくいくら調べても有力な情報が得られない。そしてこの膨大な仕事量……心が折れそうである。

　しかし、ここで心が折れているわけにも、倒れているわけにもいかない。

　今、実質この部署のトップを任されている身としてはここを乗り切らないわけにはいかない。

　そもそも、つい一年前に入ったばかりの得体の知れない奴やつをいきなり臨時のトップに据えるラーナにも、それに異存なしと大きく頷く同僚たちにもひどく驚いたが、それでも任されたからにはちゃんと仕事をまっとうしなければならない。

　机に突っ伏して意識を失ったらしい仲間も、大変可か哀わい相そうだが、あと少ししたら強制的に起きてもらわなければなるまい。今は一人の戦力もかくわけにはいかない。

　よし！　心の中で気合をいれて再びあらたな仕事に向き合おうとした時だった。

　部署の部屋の入り口の扉がノックされた。この忙しいのに誰だとやや苛立ちながらも、

「どうぞ、お入りください」

　と促すと、かつてともに生徒会のメンバーを務めたニコル・アスカルトが入ってきた。

　彼の後ろには、ここまで案内してきたのか、魔法省の職員である女性が一人頬ほおを染めポーっとなっている。友人の魔性のオーラは相変わらずであるらしい。

　まぁ、面倒な他部署の上司の訪問でなくてよかった。

「用事があったので、ついでに少し寄ってみたのだが……すごいことになっているな、大丈夫か、ラファエル？」

　ニコルは部屋の惨状を目にし、表情を曇らせ言った。

「ああ、お察しのとおりすごいことになってる。もう心が折れそうだよ。なんで、せっかく寄ってくれたところすまないが、とても相手をしている時間がないんだ。悪いな」

　僕がそう言うと、ニコルは何やら上着から手紙のようなものを取り出して、

「ならこれだけでも少しだけ目を通してみろ、少しは折れそうな心が持ち直すかもしれないぞ」

　そう言って差し出された手紙を見れば、そこにはよく知った人物の文字があった。

　反射的に受け取り、中身に目を通すと、そこには旅の楽しそうな様子が綴つづられていた。

　彼女は義弟がさらわれたかもしれないという事実をまだ知らない、知ればきっととても心を砕くだろうが、今はまだ初めてだという旅をとても楽しんでいた。

　文字からも楽しそうな様子が読み取れる手紙に、確かに折れかかっていた心も少し回復した気がする。

「ありがとう、少し回復した気がする」

　そう言ってニコルに手紙を戻せば、『そうか』と微笑んだ。後ろで固まったままだった女性職員がよろめいていた。

　そして、さっきまで目を充血させ書類と格闘していた同僚の女性も……運の悪いことにその笑みを目にしてしまったらしく。ふらっとよろめき、意識を飛ばしてしまったようだ。

　まずい……こんな時にまた一人同僚がしばらく使えなくなってしまった。なんてことだ。

　こうなったら責任をとってもらおう。

「ニコル、この先の予定は？」

「ああ、今日きょうは午後まで特に急ぎの用事はないが……」

「なら、責任をとってしばらく雑用をしていけ！　ただし絶対に魔性の笑みをうかべるな！」

　僕が身を乗り出してそういうと、友人は『責任？　魔性の笑み？』と困惑していたが、それでも僕の必死な様子が伝わってらしく頷いてくれた。

　そして、さすがはニコル、数時間だったが相当役立ってくれた。

　今度また頼もうかなとも思ったが、そうすると女性の同僚がまた使えなくなる可能性もあるので……迷うところだ。







★★★★







「カタリナ何をしているんですか？」

　ジオルドにそう聞かれ、私は手にもっていたものを掲げた。

「手紙を出そうと思って」

「手紙ですか？」

「そう、学園にいる皆に旅の様子を伝えようと思って！」

「旅の様子といってもまだ二日目ですけど、それもそこまで進んでいませんが」

　呆れたような顔をするジオルドに、まぁ、そのとおりだけどと少し恥ずかしく思いながらも、

「でも初めての旅だし、私旅先から手紙を出すのって憧あこがれていたから」

　ちょっと拗すねたようにそう言うと、ジオルドは苦笑した。

「まぁ、今頃、相当気に病んでいるでしょうから、喜ぶでしょうけど」

「？」

「では、僕も一緒に行きますから出してきましょうか？」

「うん」

　そうして私はジオルドとともに、手紙を出しに向かった。

　それから、途中にあったお店に美味おいしそうなお菓子があったので、ジオルドと半分こにして食べた。とても美味しかった。そのことも付けたして書こうかなと思ったけど。

「そんなことを書くと追ってきそうなのでやめましょうね」

　とジオルドに止められた。

　なんのことかよくわからず疑問に思ったが……もう一種類ジオルドがおごりでお菓子を買ってくれると言ったので、すぐに忘れてしまった。

　その後、手紙は無事に郵便局的な機関に出した。
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あとがき







　皆さん、こんにちは、山口悟と申します。

『乙女ゲームの破滅フラグしかない悪役令嬢に転生してしまった…』の四巻になります。まさかこうして四巻まで出して頂けることになるとは思いもよりませんでした。これもここまで応援して下さった皆様のお蔭です。本当にありがとうございます。

　今回は卒業が近づいてきた主人公カタリナに新たな問題が発生します。義弟であるキースの家出、その原因は自分にあると思い込んだカタリナは学園を離れ、最強のメンバーと旅に出ます。愛らしい？　マスコットも登場します。楽しんでいただければ幸いです。

　そして前巻に引き続きそれは美しく素敵なイラスト、また素晴らしいおまけマンガまで描いてくださったひだかなみ様、本当にありがとうございます。

　最後に、編集部の担当様、また本作を出版するのに力を貸してくださったすべての皆様に心よりの感謝をもうしあげます。皆様、本当にありがとうございました。

山口悟










乙女おとめゲームの破は滅めつフラグしかない悪あく役やく令れい嬢じょうに転てん生せいしてしまった…４
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